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序章《君がいる朝の風景》




１


　心ここ地ちの良い温ぬくもりだった。
　陽ひの光をたっぷりと吸った布ふ団とんの中──そこは、人にとって最も身近な楽園だ。
　柔やわらかな熱に包まれれば、誰だれもが少しだけ自分に甘あまくなる。
「ん……」
　リスティ・エル・ダ・シェルフィードは、己おのれの意識をまどろみに浮うかべていた。
　睡すい眠みんと覚かく醒せいの狭はざ間までぼんやりと、自分が穏おだやかな呼吸をしているのが解わかる。
　もう少しだけこのままで。この至福の時間の延長を、リスティはそっと願った。
　──だがリスティは、これまでの経験で知っている。
　そんな自分のささやかな願いは、いつだって叶かなわない事を。
　何な故ぜなら、そろそろ侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリアが起こしに来る頃ころだからだ。
　常に冷静沈ちん着ちやくなあのメイドは、容よう赦しやというものを知らない。リスティの就しゆう寝しん時間を完全に把は握あくし、時間がくればきっかりのタイミングで起こしに来る。
　冷血女め。低血圧にしてやろうか。やり方は解らないが。
　すると、朝に眠ねむくてちょっと辛つらそうにしているワルキュリアの顔が脳のう裏りに浮かんで、
「ふふ……」
　リスティは眼めを閉じたままで、クスクスと笑った。
　……あー、いけないわね。このままじゃ、きっと……。
　解っている。これ以上眠り続けようとしたら、間ま違ちがいなく布団を引ひっ剥ぱがされると。
　だからリスティは、布団を頭から被かぶった。
　そして中でモゾモゾと身体を縮こまらせれば、外敵に対する防ぼう御ぎよ姿勢の完成だ。
　ふふん。どうだ見たか、この鉄てつ壁ぺきのディフェンスを。
　来るなら来い冷血女。理り不ふ尽じんな弾だん圧あつに私は負けない。今日こそお前に勝ってやる。
　外から見れば、雄ゆう弁べんなまでに「起こさないで」の体勢で。
　リスティはそのままでいる事、実に数分。
　ワルキュリアの襲しゆ撃うげきがない事に、怪け訝げんに思って顔だけを布団の外に出だした。
　すると眼の前にあったのは、見慣れぬ部屋の光景で。
「あれ……」
　寝ねぼけ眼まなこをパチクリとさせる。ここは一体、何ど処こなのだろうと。そして、
「そっか……私、アカツキ達たちと一いつ緒しよに……」
　呟つぶやくように言って、リスティは身体を起こした。
　そして思い出す。自分が今、どこに居るのかを。
　そう。ここは暁あか月つきの家で、さらにこの世界は暁月が暮らしている世界だった。
　そして、アレイザードという名の世界で生まれ育ったリスティにとっては。
　言ってみれば──ここは『異世界』だった。


　つい先日まで、リスティはアレイザードという名の世界にある、魔ま導どう大国シェルフィードの若き女王だった。
　暁月との出会いは五年前──それこそ、リスティがまだ王女だった頃に遡さかのぼる。
　そして、この世界からアレイザードへ召しよ喚うかんされた暁月は、二度に渡わたってアレイザードを戦乱から救っていた。
　一度目は、はぐれ勇者として魔ま王おうガリウスを倒たおして。
　二度目は、魔王として魔族を滅めつ亡ぼうの危機から救い、戦後の和平を築き上げたのである。
　リスティは理解している。暁月がアレイザードで成なし遂とげた事が、どれだけ偉い大だいかを。
　だが暁月は、そうした自分の功績を誇ほこらなかった。まるでそれが当然であるかのように。
　だからそんな暁月の事を、リスティが好きになってしまうのは必然で。そして再び暁月がこの世界へと戻もどる時、彼かれはリスティを一緒にこちらへ連れて来てくれたのである。
　最後の最後まで素す直なおになれず、自分からは伝える事ができなかった想おもい。
　もう二度と暁月と離はなれたくない……そんなリスティの想いを察し、応こたえるようにして。
　だからこそ今、リスティ・エル・ダ・シェルフィードはここに居る。
　……ううん、もう違ちがうわね……。
　リスティは眼を閉じ、ゆっくりと呼吸を一つする。
　自分は最も早はや、シェルフィードの女王ではない。己の立場や周囲の思おも惑わくに縛しばられる事なく、暁月を想える一人の少女だ。それはまるで、生まれ変わったかのような新しい自分。それでもリスティの愛した国が、自分を育ててくれた事実と過去が消える訳ではない。
　だから──新たな自分の名は、リスティ・シェルフィード。アレイザードの魔導大国で生まれ育ち、この世界へとやって来た、ただのリスティ・シェルフィードだ。
「そうだよね、アカツキ……」
　穏やかな口調でそう言うと、リスティは腕うでを交差するようにして、寝ね間ま着きの上から自分の身体をそっと抱だいた。リスティが今着ているのは、暁月の白いＹシャツだ。
　いきなりこの世界へ連れてこられたリスティは、当然ながら着き替がえを持っておらず。暁月のシャツを、パジャマとして貸して貰もらっていた。
　自分で自分の身体を抱くと、素す肌はだに暁月のシャツがより密着して。まるで暁月に抱きしめられている時のように、彼の優やさしい温もりを感じられる気がする。
　それからしばらくの間、リスティは幸せな微びし笑ようを浮かべて、そのままで居て。やがて、
「うん……」
　小さな頷うなずきを一つ。ゆっくりと眼を開けると、ベッドから降り立った。
　そして歩き出す。向かう先は、暁月の部屋だ。
　今日──リスティの一日は、暁月を想いながら始まった。
　ならばお返しに、今日の暁月の一日は、自分の声で始めて貰おう。


　廊ろう下かへ出たリスティは、暁月の部屋を目指して歩き出した。
　すると微かすかな冷たさを含ふくんだ朝の空気が、そっと太ふと股ももをくすぐって。
　そのこそばゆさに、リスティは思い出す。自分は今、下はショーツ一枚の姿なのだと。
　はしたない格好。しかしリスティは、足を止めない。そして代わりに微笑を浮かべた。
　……ちょっと大だい胆たんかな、私。
　こんな姿の自分を、暁月にならば晒さらしても構わないと思える。
　それ程ほどまでにリスティの心の中では、暁月との距きよ離りが縮まっていた。
　そして暁月の部屋の前に立つと、深呼吸を一つして。そっと扉とびらへと手を伸のばした。
　ノックはしない。暁月を、木の扉を打つ音なんかで起こしてしまいたくないからだ。
　暁月を目覚めさせるのは、自分の声が良い。
　だからリスティは、なるべく音を立てないようにドアを開けて、室内へ足を踏ふみ入いれた。
　部屋の奥おくにあるベッド。その上に暁月の姿があるのを確かく認にんすると、ゆっくりとそちらへ歩み寄ってゆく。そしてベッドの傍かたわらに辿たどり着つくと、暁月の様子をそっと伺うかがった。
　布団の代わりに掛かけられている、薄うすいシーツ。それは、暁月の鍛きたえ抜ぬかれた身体のラインをリスティに見せた。隆りゆ起うきした胸むな板いたの形に浮き上あがったシーツは、暁月の呼吸に合わせて微かに上下していて。教えてくれる。暁月は今、間違いなく眠っているのだと。
「……………………」
　穏やかな暁月の寝ね顔がお。それを今、こうして間近で見られている事実に、リスティは確かな幸せを噛かみ締しめて。そっと囁ささやく。
「ありがと、アカツキ……私を連れて来てくれて」
　暁月が眼を覚ましたらきっと、自分はまた少し素直じゃない自分になってしまう。
　だから、眠っている内にお礼を言っておきたかった。
　──そしてしばらくの間、暁月の寝顔を見つめた後。
　リスティは、眠る暁月へと顔を近づけていった。すると肩かたに掛かっていた長い金きん髪ぱつが、前から下へと流れるように垂れて。暁月の顔に掛かりそうになった髪かみの毛けを、リスティはさらりと掻かき上げて──そっと唇くちびるを寄せた。暁月の口元ではなく、彼の耳元へと。
　まだ自分から、目覚めのキスができる程の勇気はなくて……だけど。
　……いつか、きっとね……。
　そう心の中で想いながら、リスティは暁月の耳元へと囁いた。
　暁月の一日を、どうか自分で始めて欲ほしいと──願うように、
「アカツキ……朝よ、起きて」
　するとこちらの声に応じるように、暁月がゆっくりと眼を覚ました。
　すぐに意識を覚醒させ、傍らにいるリスティを認にん識しきすると、
「よお……起こしにきてくれたのか？」
　甘い笑えみを浮かべて、ベッドの上で身体を起こした。
　すると暁月の肉体を隠かくしていたシーツが、流れるように下へ落ちて。
　暁月の上半身が露あらわになった気き恥はずかしさに、リスティは赤くした顔を背そむけながら、
「そ、そうよ。感謝しなさいよ、ね──…？」
　そこまで言った所で、不意に言葉を切った。信じられないものを見たからだ。
　シーツの下から現れたものに、リスティは思わず呆ぼう然ぜんとなる。
「ん……？　どうした？」
　キョトンとする暁月の隣となりで。
　穏やかな寝顔の美み兎うが、暁月に抱きつくようにして眠っていた。
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　リスティが変な顔をしている。
　一体どうした事かと、暁月は首を捻ひねった。
　……これはアレか？　うっかり朝勃ちとかいう、良くあるシチュエーションか？
　やれやれだ、ベタにも程がある……と、暁月は自身の下半身を確認。
　成る程。確かに今朝も男らしく、天に向かってファイト一発していた。
　だが、凰おう沢さわ暁月は言い訳をしない。それこそ、うろたえるなど以もつての外ほか。愚おろかの極きわみだ。
　恥はずかしい事や、やましい事など一いつ切さいない。健康な自分を誇らないでどうする。
　いっそ生で見せてやろうか──そう思い、暁月は改めてリスティを見た。
　ところがリスティの視線は、暁月の下半身へ向いてはいなかった。
　それなのに、表情は固まったまま。どうやら原因は他にあるようだ。
　だから暁月は、改めて自分の状じよう況きようを確認。暁月が寝る時に服を身に着けない事は、長い付き合いのリスティは既すでに知っている。今いま更さら恥はずかしがる事でもない筈はずだ。
　それに隣の美兎は、上だけとはいえきちんとパジャマを着ているし、下もショーツは穿はいている。パジャマのボタンは前が全すべて開いてしまっているが、まあ問題はないだろう。
　おかしい所は何もない──ならば、一体何が問題なのだ？
　すると、暁月の脳裏に閃ひらめくものがあった。その確信を笑え顔がおに変えて、
「ははーん、解ったぜ……さては寝ね癖ぐせがスゲーんだな？　スーパーサイヤ人か？」
　そこまで言って、ふと、
「……ん？　美兎？」
　隣で寝ね息いきを立てている少女を見て、その名を呼んだ。すると、
「────ん……ふあぁぁ、…………あ、おはよう」
　眠そうに目を擦こすりながら、美兎が身体を起こした。
　美兎はあどけない表情でベッドの上で乙おと女め座ずわりになると、んーと両手を伸ばして上半身を反そらせる。すると美兎の胸が前に突つき出される体勢になって、その大きさを強調するようにぷるんと揺ゆれた。パジャマの前が全開のため、その破はか壊いり力よくは絶大だ。
　……やれやれ、朝っぱらからエロい胸だな。
　暁月は思う。リスティが起こしに来てくれて、寝ね起おきに美兎のおっぱいぷるんとは。
　何だか今日は、素す敵てきな一日になりそうな気がすると。
　──しかし、一体いつの間に美兎は、こちらのベッドへ入り込んだのだろう？
　美兎には、暁月の妹が使っていた部屋を、そのまま貸かし与あたえている。
　だがアレイザードから再度帰き還かんした昨日から、その部屋はリスティとの共用になっていた。とはいえ広さは、二人分の生活スペースとして問題ない。問題があるとしたら、それはベッドだ。二人共、アレイザードではベッドで寝る事が当たり前だったため、布団での睡眠には慣れていない。どうやら暫ざん定てい的てきにベッドはリスティが使用し、美兎は床ゆかに布団を敷しいて寝る事にしたらしいが、早めに二段ベッド等を導入する必要があるだろう。
　つまり──これは早くベッドを買って欲しいというアピールだろうか？
　……ま、良いか。
　どうせ幾いくら考えても、答えは出ない。きっと一緒に寝たかったのだろう。
　だったら暁月に、それを拒こばむ理由はない。
　……それに、何かあった訳でもなさそうだしな。
　もし、寝ぼけてリミッターが外れた状態の暁月が、やる事をやっていれば。
　恐おそらく美兎は、三日はヘブン状態のまま、足あし腰こしが立たなくなっている事だろう。
　だから凰沢暁月は確信する──やはり何の問題もないと。すると、
「アカツキ……ちょっと来なさい」
　わなわなと肩を震ふるわせながら、リスティが言った。
「あん？　何を着ろって？」
「良いから！　来なさいって言ってるのよっ！」
　そして怒り心頭とばかりに、暁月の耳を引っ張って部屋の外へと歩き出した。
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　暁月とリスティが部屋を出て行くと、扉の向こうでリスティによる説教が始まった。
　それを聞いた美兎は、安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。
「良かった……──あ」
　そして自分の格好を思い出すと、頬ほおを赤くしてパジャマのボタンをそそくさと閉めた。
　美兎は思う。取り敢あえずは、上う手まく行ったようだと。
　──凰沢美兎は、自分の中に一つの真実を持っている。それは幸せな確信──凰沢暁月を好きであるという感情だ。それだけは、きっと何があっても揺らぐ事はない。
　だが──そんな美兎と暁月の関係は複雑だ。
　そもそも凰沢美兎にとって、この世界は異世界である。美兎が生まれ育ったのは、リスティと同じアレイザードだ。ミュウ──それが本当の美兎の名前で。
　そして。アレイザードでは美兎は、魔王の娘むすめとして生きていた。
　父親である魔王の名は──ガリウス。そう……暁月が倒した魔王の娘が、美兎なのだ。
　そんな美兎が今、アレイザードではなくこの世界で凰沢美兎として暮らし始めたのには、きちんとした理由があった。それは父ガリウスが、とある言葉を遺のこしていたからだ。
『もし自分を倒す者が現れたら、許されるならお前はその者と生きろ』と。
　すると暁月は、父ガリウスの最さい期ごの願いを聞き入れて。
　自身の仲間にも秘密のまま、美兎をこの世界へと連れて来た。そして、行方ゆくえ不明になっている妹の名前と立場をくれたのだ。美兎が、この世界で暮らして行けるようにと。
　しかし──美兎にとって暁月は、やはり父親の仇かたきで。だから思い出す。
　……最初はあの人が憎にくくて……殺してしまおうなんて思った事もあったんだっけ……。
　だが暁月と共に過ごしていく内に、徐じよ々じよにわだかまりはなくなっていった。
　暁月が逃にげなかったからだ。自身がガリウスを殺した事実と、美兎が抱かかえる暁月への憎しみから。そして常に奔ほん放ぽうに、それ以上に優しく美兎に接してくれて。さらに何度となく美兎の危機を救ってくれた。それこそ、アレイザードから放たれた凄すご腕うでの追手からも。
　何より──暁月は自身の事を『美兎の居場所』だと言ってくれて。
　その時、美兎は己の暁月に対する想いをはっきりと自覚したのである。
　そして、一緒に再びアレイザードへ行き、かつての仲間であるリスティと敵対する道を選んでまで魔族のために戦ってくれたり、これまで知らなかった暁月の真実を知った事で、さらにその想いは強くなっていった。「好き」という気持ちが、溢あふれて零こぼれそうな程に。
「こういうの、ベタ惚ぼれって言うのかなぁ……」
　自分の中にある暁月への想いを言い表し、美兎は小さく苦くし笑ようする。
　──だが、だからこそ譲ゆずる訳にはいかないのだ。リスティに──暁月の事を。
　リスティが暁月に抱いている想いが、自分と同じである事を凰沢美兎は知っている。
　けれどそれは無理もない事だ。リスティのこれまでの立場や状況を思えば、暁月の傍に居て彼を好きにならない訳がない。そして彼かの女じよもまた先日知った真実により、暁月への想いを絶対的なものにしただろう。暁月の胸で涙を流している時の彼女は、美兎と同じように──暁月をどうしようもなく好きな、一人の少女そのものだったから。
　そんなリスティを、美兎と同じくこの世界へ連れて来る事を決めたのは暁月だ。
　だが美兎は、暁月の決断を嫌いやだとは思わなかった。暁月の性格を考えればそれは当然の事だったし、もし素直になれずに泣いているリスティを置き去りにするような男なら、美兎だってここまで暁月に惹ひかれてはいなかっただろう。
　何より美兎自身、リスティに対して一種のシンパシーを感じていた。立場こそ違えど、アレイザードからこの世界へやって来ている以上境きよ遇うぐうは同じなのだ。これからは過去の互たがいの立場は水に流し、暁月に対して同じ想いを抱く者同士として仲良くしたいと思う。
　暁月が守ろうとしたのは、どちらか一方ではない。自分達両方なのだから。
　……もしボク達がいがみ合ってたら、あの人の想いを裏切っちゃうもんね……。
　そんな真ま似ねだけはしたくない。
　しかし──何もせず、手をこまねいている訳にもいかなかった。何せリスティが、既に数年の時を暁月と過ごしているのに対し、美兎はまだ数ヶ月しか一緒にいないのだ。
　無論、想いの強さに時間の長さは関係ない。暁月を好きという気持ちなら、決してリスティにだって負けてはいないと思っている。──だが、勝っているとも思えないのだ。
　時の積み重ねを侮あなどってはならない。きっと暁月とリスティの間には、自分の知らない数々の出来事があり、確かな絆きずなが育はぐくまれていた筈だ。
　凰沢美兎は冷静に判断する。暁月を己おのれの居場所と定めたのは、自分の方が先かもしれないが、状況は恐らくまだ自分が不利だろうと。──ならばどうする？　そんなのは決まっている。埋うめるのだ。付き合いの短さを。そのためならば、
　……ちょ、ちょっと位なら、大胆な事しちゃうよ、ボク……っ。
　恋こいは戦いだ。負けないためには、時に少しばかり大胆な武力行使も必要である。
　そう思い立ち──行動に移した結果が、暁月のベッドへの潜せんに入ゆう作戦だった。
　正直これには、かなりの勇気が要いった。以前の経験から、美兎は寝ぼけた暁月がどれだけ危険かを知っている。もしまたあの時と同じような事をされたら、今度はどうなるか解わからない。そのため、決死の覚かく悟ごで暁月のベッドへ潜もぐり込んだのである。いざとなったら、なるようになってしまう事も止やむ無し──そんな覚悟を決めて。
　幸いにして、熟じゆ睡くすいしていた暁月が美兎をどうこうする事はなく。美兎の作戦は無事成功した。当然ながら、暁月の眼の前でパジャマの前を開けて伸びをしたのも、作戦の一部だ。
「練習したもんね……」
　美兎は、暁月の部屋に忍しのび込む前、密ひそかに行なった自分の努力を誇る。
　実は鏡の前で、一人で何度となくあのポーズのリハーサルを行なっていて。
　そして、ついに会え得とくしたのだ。ギリギリで、際きわどい所が見えそうで見えない──最高の伸びを。長さにもこだわった。「ふあぁ」でも「ふあぁぁぁ」でもいけない。導き出した最適は「ふあぁぁ」だ。短すぎても、長すぎてもいけない。きちんと見せつつ、しかしもうちょっと見ていたいところでサッと終える。それが最高の余よ韻いんを生むのだ。
　千ち影かげが読んでいた雑誌にも書いてあった。男には、時に焦じらしテクで攻せめるべしと。
　よって美兎は、作戦の成功に満足する。扉の向こうで、リスティの説教が続いているのがその証しよ拠うこだ。どうやらリスティは、暁月に正座を求めているようだ。
　美兎は思う。全ぜん裸らの暁月に正座を強要とは、何ともリスティは豪ごう気きだと。
　しかしこれで間ま違ちがいなく、自分はリスティとの差を確実に一歩埋めただろう。
　ただ──そのために軽い被ひ害がいに遭ったが。それは、
　……お、おっきくなるところ、見ちゃった……。
　男性の生理現象については聞いた事はあったが、まさかあんな風になっていたなんて。
　世界不思議発見。男の身体の神秘を思い出し、美兎は顔を真っ赤にする。
　別に見るつもりはなかったのだ。いや本当に。ただ作戦上、自分が眠ねむってしまう訳にはいかなかったため、万が一にも寝てしまわないようにと眼めを開けていただけなのだ。
　すると薄うす暗ぐらい布ふ団とんの中の闇やみに、段々と眼が慣れていって。そしてふと視界の端はしで何かが蠢うごめいたので、思わずそちらを見てしまったのである。とっさに悲鳴を上げて逃げ出だしそうになったが、我ながらよく戦場に留とどまれたと思う。これまでに何度か暁月の裸はだかを見た事があったため、耐たい性せいがあったのが幸いした。ただ、スナイパーが狙そ撃げきポイントに潜せん伏ぷく中、毒どく蛇へびに遭そう遇ぐうしてしまった時の気持ちが、無む駄だに理解できたが。
　……な、なるべく早めに忘れよう……。
　気持ちを切きり替かえろ。これで終わりではない。リスティとの差を埋めるには、継けい続ぞく的てきな作戦の実行が必要となる。だが大だい丈じよ夫うぶだ。まだリスティは、自身の感情に素直になれずにいるところがある。その点に関しては美兎の方がリードしている以上、充じゆ分うぶんに追い付ける筈だ。そして、状況を五分と五分に持ち込んだ所で、リスティに協定を提案しよう。
　そう──凰沢暁月を巡めぐる協定を。
　よって美兎は決意する。ドアの向こうから、ついに人体を殴おう打だする音が連続で聞こえ始めた事に、リスティがマウントポジションへ移行したのを確信しながら。
　油断せずに行こう。恋はいつだって、何が起こるか解らないのだ。そう。絶対に負けられない戦いがそこにはある。だからいざ、自分の居場所を守り抜くために。
　凰沢美兎──行きますっ！
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ねえ、キミはボクの事どう思ってるの？
ねえアカツキ、私の事どう思ってるの？
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　仄ほの暗ぐらい空間だった。
　幾いく重えにも連なる駆く動どう音おんが満ちたその部屋は、ＪＰＮバベルのサーバールームだ。
　限られた者とシステム管理者以外は入室できないこの部屋は、普ふ段だんはいつも無人である。
　しかし現在、サーバールーム内には人の姿があった。
　春休みにも拘かかわらず、新学期の準備のため登校していた高等部の生徒会役員。
　副会長の七なな瀬せは遥るか、書記の上うえ崎さき遼りよ平うへい、会計の哀あい原はら美み奈な巳みの三人だ。
　並列化された巨きよ大だいなマシンを前に、
「さて──それでは始めますわよ」
　チェックボードを片手に遥が告げた。すると、
「……ここは春休み前に、一度確かく認にんしてるんだけどな」
　面めん倒どう臭くさそうに遼平が嘆たん息そくする。
「新学期前の最終点検は必ひつ須すとはいえ、またシステムチェックかよ……」
「仕方ない……あの時は非常事態の後だったから」
　と、抑よく揚ようのない口調で美奈巳。
「それに、セキュリティの強化でシステムの一部を変へん更こうしている以上、チェックは必要」
「美奈巳の言う通りですわ……さあ、さっさと終わらせてしまいますわよ」
　そう言って、遥はサーバールームの奥へと足を踏み入れて。
　その後を遼平と美奈巳が続き──そして、手分けしてシステムチェックが始まった。


　──先日の高等部ランキング戦の最中、ＪＰＮバベルはテロリストの侵しん入にゆうを許した。
　自らをフィル・バーネットと名乗ったその青年は、手始めに技術職員を脅きよ迫うはく。
　そして己が侵入した形けい跡せきを消し、目的を果たすために有利となるよう、システムの一部を破は壊かいするなどして、ＪＰＮバベルを混乱に陥おとしいれたのだ。その際に停止させられた主なシステムは、肉体ダメージを精神ダメージへと転化するシステム結界だった。
　それを管理しているのは、サーバールームとは別にあるコントロールルームだ。あちらがシステム結界を始めとして、多た岐きに亘わたったシステムを管理しているのに対し、このサーバールームはたった一つのシステムを維い持じするためだけに存在している。
　バベルのネットワークデータベース──『黙アポ示カリ録プス』のために。
　各国のバベルを万ばん全ぜんのセキュリティを誇る極ごく秘ひ回線で結んだ黙示録サーバーは、過去に異世界から帰き還かんした者から異世界自体に至るまで、ありとあらゆる情報を管理・補完するのが主たる用よう途とである。
　──だが『黙示録』にはもう一つ、重要な役割があった。
　異世界から帰還した少年少女達の発見──即すなわち、個体次元シフトの記録だ。
　異世界へと召しよ喚うかんされた者のほとんどが、向こうの世界で魔ま法ほうなどに代表される特とく殊しゆ能力を会得する。それは、一いつ般ぱん的てきな人間を大おお幅はばに上回る強大な力だ。よって彼かれらの存在を下手に見過ごせば、危険な事態が引き起こされるとも限らない。そのため、そのまま彼らを一般人との共生に復帰させる事は困難で。そこで異世界から帰還した者を保護し、生活させるための場所として、新国連──日本、アメリカ、ロシア、中国、インド、オセアニア連れん邦ぽう、ＥＵ連合のＧ７は、自国内に特別自治区を創設。そして、彼らが得た力を正しく使うために教育・管理するため、「バベル《ＢＡＢＡＥＬ》機関」が設立されたのである。


　七瀬遥は大きく嘆息した。
　それは自らの心を落ち着かせるための深呼吸だ。
　遼平と美奈巳が、それぞれ離はなれた場所で点検作業を行なっているのを確かく認にんし、
　……さあ、始めますわよ。
　心の中で短く呟つぶやいて、七瀬遥は行動を開始した。
『黙示録』へのログインパスワードを打ち込み、ネットワークシステムに入る。
　流れるような指使いでコンソールを操作し、閲えつ覧らんするのは次元シフトの反応履り歴れきだ。
　こちらの世界の暦こよみで昨日──遥は成り行きから、暁あか月つき達と共にアレイザードという名の世界へ赴おもむいた。そして向こうの世界で、一ヶか月げつ程ほどを過ごしてきたのである。
　──そこで遥は、重大な真実を知らされた。
　暁月の妹だと思っていた美み兎うが、実はアレイザードの住人だったというのだ。
　聞けば美兎の父親である魔ま王おうの死後、あちらの世界に居場所を失くした彼女を、暁月が極ごく秘ひ裏りにこの世界へ連れ帰って保護していたらしい。さらにランキング戦の際にＪＰＮバベルへ侵入してきたテロリスト──フィル・バーネットは、アレイザードでの因いん縁ねんから、美兎を狙ねらっていた事も判明した。
　そうした真実を知らされた遥は、事態にどう対処すべきか判断を迷わせた。
　ＪＰＮバベルの副会長を務める自分は、責任ある立場の人間だ。よって遥の立場を考えれば、美兎の正体は報告して然しかるべきもので。しかし、美兎が優やさしい少女である事を知っていた遥は、自分の感情と責任の狭はざ間まで迷い、己の心を決めかねていた。
　すると、悩なやむ遥に暁月が提案したのだ。このアレイザードで、これから暁月と美兎が成す事を見届けた上で、どうするのが正しいかを見定めて欲ほしいと。
　そんな暁月の提案を承しよ諾うだくした遥は、和平のために必死に戦う二人を間近で見続けて。
　二人の想おもいや、これまで知らなかった暁月の真実などを知り──一つの答えを出した。
　だから今──七瀬遥はここに居る。自らが下した結論に従って。
「……………………」
　そして遥は、無言でコンソールのエンターキーを押おした。すると数秒の読み込み時間の後、一いつ斉せいにリストが表示される。だがそれ以上、何かを操作する必要はなかった。
　見るのは最新の情報だけで良かったからだ。異世界からの帰き還かん者しやは、そう頻ひん繁ぱんに現れるものではない。そして、遥達がアレイザードへ行ったのは昨日の話なのだ。向こうでは一ヶ月の時を過ごしたが、こちらの世界ではその間の時間は経過しない。よって自分達の反応が記録されているとしたら、それは昨日の日付という事になる。そして、
「これは……」
　画面に表示されたデータを確認して──七瀬遥は思わず眼を見開いた。
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　──それから程ほどなくして、遥達はサーバールームの点検を終えた。
　これでひとまずは、午前中の要点検箇か所しよのチェックは終しゆう了りようだ。
　サーバールームを後にした遥は、遼平と美奈巳と共にエレベーターホールへ。
　そして、生徒会役員のみが使用できる専用エレベーターへと乗り込んだ。
「やれやれ、これでやっと半分か……」
　嘆息混じりに遼平が呟く。すると隣となりの美奈巳が、
「まだ半分には届いてない。午前の分が終わっただけ」
　感情を排はいした落ち着いた声で告げてくる。さらっと、
「午後の分は──午前よりもっと多い」
「解ってるって。けど気分だけでも残り半分だと思わないと、やってられねえだろ？」
　と遼平。
「ったく……春休みのこんな天気の良い日だってのに、無駄にしてるぜ青春を」
「でも、私達より京きよ也うやの方がもっと大変……」
　静かな口調の美奈巳の言葉に、ふと遥は思い出したように、
「そういえば……今日はまだ姿を見てませんわね、氷ひ神かみ会長」
「色々やる事があって忙いそがしいんだろ。新学期が始まる前に、高等部の会長としてだけじゃなく、コクーンとしてもやらないといけない事があるんだろうしな」
「……そうですわね」
　確かに京也の仕事には、他のコクーンやバベルとの会議調整なども含ふくまれる。それらはいずれも秘ひ匿とく性せいが高く、遥達生徒会メンバーであってもその内容を知る事はできない。
　遥達に何の連れん絡らくもなしに不在にする事は珍めずらしいが、急な対応を迫せまられる何らかの用でもできたのだろう。ならば、その補ほ佐さをするのが自分達生徒会メンバーの役目だ。
「……………………」
　しかし遥は、生徒会役員としての仕事とは異なるものに、己の思考を奪うばわれていた。
　生徒会室を目指すエレベーター内で、上じよう昇しようしていく外の景色を眺ながめながら。
　思うのは一つ。先さき程ほどサーバールームで閲覧した、次元シフト反応の履歴についてだ。
　……一体、どうして──？
　心の中で沸わき上あがる疑問。それを静かに思っていると、ふと遥は横からの視線を感じた。
　何かと思いそちらを見ると、美奈巳がいつもの無表情のまま遥を見ていて、
「えっと……どうしましたの、美奈巳？」
　何だか少し気まずくなって問とい掛かける。
　すると、美奈巳がこちらの爪つま先さきから頭の天てつ辺ぺんまで視線を上らせてから、
「……遥、何だか変わった」
「え……そうですの？　毛先を少し整えましたから、そのせいかもしれませんわね」
　遥はフッと笑えみを浮うかべる。しかし、その内心は冷や冷やだ。
　──異世界アレイザードへ行っていた間、こちらの世界では時間は経過していない。
　そのため戻もどった時、時刻はまだ昼下がりで。そこでリスティを除く遥達女じよ性せい陣じん四人は、まず美容室へと赴いた。一ヶ月という時間の流れで、一番変わってくる外見は髪かみの毛けだ。
　そのため違和感が出ないように、カットに行ってきたのである。
　体重については帰宅してすぐに計ってみたが、幸いにして特に増減はしていなかった。
「あの美奈巳……良かったら、私のどこが変わったように見えるか教えてくれます？」
「………………身体つき」
　と、ポツリと呟くように美奈巳。
「何だか……凄すごく色っぽい」
「そうかぁ？　俺おれには、そんな変わったようには見えないぜ？」
　そう言って、こちらを見る遼平が首を傾かしげた。だが遥は、心穏おだやかではいられない。
　……やっぱり、美奈巳は気付きますわよね……。
　流石さすがに同性の眼は鋭するどい。美奈巳が言った事は正解だ。今朝、予備の制服に袖そでを通すとウエストに余よ裕ゆうが生まれていた。また、ブラもちょっとキツくなっていて。体重が変動していないので油断していたが、改めて鏡で全身を見ると、身体のラインが少し変化していた。
　これまでと比べて──より女らしいものへと。
　だが遥は、それを気取られないように苦笑を浮かべて、
「上崎の言う通りですわ……気のせいですわよ、きっと」
　そう言ってこの話題を終わらせようとする。しかし、
「──でも、確かに最近ちょっと雰ふん囲い気きは変わったよな、遥」
　と、何気ない口調で遼平。
「雰囲気が少し優しくなったっていうか……少し物もの腰ごしが柔やわらかくなったかもな」
「何ですの上崎──これまでは優しくなくて、物腰も厳しかったと言いたいんですの？」
「いやいや、これまで以上にって意味だよ……」
　ジト眼で睨にらんでやると、遼平は苦笑しながら軽く手を振ふって、
「でも、良い傾けい向こうだと思うぜ──」
　一息。
「──やっぱり凰おう沢さわの影えい響きようかな」
「なっ……何でそこで凰沢暁月の名前が出てくるんですのっ!?」
　遼平の言葉に、遥は声を張り上げた。思わず顔が赤くなる。
　──だが遥は、すぐに自分の失態に気が付いた。
　明らかに過かじ剰ような反応をした自分を、遼平と美奈巳がキョトンとした眼で見ていたからだ。
　マズった……これではまるで、自分が暁月の事を意識しているみたいではないか。
　遥は内心で苦い顔をしながら、何事もなかったように表情を取とり繕つくろって、
「冗じよ談うだんじゃありませんわ……あの男のせいで、私がどれ程の迷めい惑わくを被こうむってると思っているんですの？」
「だから、凰沢がかなりなトンデモをやらかすだろ。すると自然に、それ以外が大した事ないように思えてきたのか、他の連中に対しては態度が柔らかくなってるんだよ、お前」
「それは……そうかもしれませんけど」
　遥は納なつ得とくする。確かに近ちか頃ごろは、他の生徒の問題行動が、大した違い反はんではないように思えていたのは事実だ。暁月が余りにもとんでもないので、ちょっと感覚が麻ま痺ひしてきているのかもしれない。
「以前は少し、自分にも周りにも厳しすぎるところがあったからな……今ぐらいが丁度良いと思うぜ」
　と遼平。
「……ま、凰沢のお陰かげというよりは、凰沢のせいって感じなんだろうけどな」
「ええ、そうですわ……凰沢暁月のお陰だなんて、とんでもありませんわよ」
　フンと遥。
「あんな、人をホクロでおかしくするような男に……～～～～っ!?」
　そこまで言って、遥は自分で地じ雷らいを踏ふんだ事に気が付いた。
　完全に起き爆ばく装置を作動させてしまった。下手に動けば、木こっ端ぱ微み塵じんだ。
　……何を言ってますの、私は……っ。
　あれはアレイザードでの出来事で。さらに言うなら、誰だれにも知られてはならない七瀬遥史上最大の恥ちじ辱よくだ。話を誤ご魔ま化かせたと思って油断し、うっかりそれを口にしてしまうとは。
　何たる迂う闊かつ。
「…………ホクロ？」
　言葉の意味が解らなかったのか、問い掛けてくる美奈巳に対し、遥は必死に言い訳。
「ほ、ホック……そうホックですわ！　下着のホック！」
　苦しい。自分で言ってても正直かなり苦しいと思うが──しかし、他に方法はないのだ。
　何とかこれで押し切るしかない。
「あの男ときたら、初対面の美奈巳の下着を平気で抜ぬき取ったでしょう。全く、とんでもない男ですわ！」
「ああ……そういや、そんな事もあったっけな」
　と遼平。笑いながら、
「そうそう。凰沢にパンツ盗とられた事に気付いた時の遥の反応とか、傑けつ作さくだったよな」
「可愛かわいかった……とても」
　遼平の言葉に、コクコクと美奈巳は頷うなずいた。そんな二人に遥は、
　……よ、余計な事を思い出して……っ！
　思わず顔を真っ赤にして叫さけびそうになるが、何とか耐たえる事に成功する。
　これ以上下手に騒さわぐと、ドツボスパイラルに陥おちいってしまう。胴どう体たい着陸のような話の落とし所だが、仕方がないだろう。それに──これならば都合の良い言い訳も使える。
　だから遥は、エレベーターが最上階に到とう着ちやくすると、一足先にフロアへ降り立ち、
「二人共、先に行ってて下さいな……私は後から参りますから」
　そう言って遥は不ふ機き嫌げんそうに、生徒会室がある正面の廊ろう下かではなく、左側──化けし粧よう室しつがある方へと歩き出した。気分を落ち着けてくるから、一人にしてくれと言わんばかりに。
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　遼平の「へーい」という了りよ解うかいの声を背中で聞きながら、遥は化粧室の中へ。そして後ろ手に扉とびらを閉めると、フウと短い溜ため息いきをついた。どうやら地雷の処理に成功したらしい。
　しかし、すぐに表情を改めて、
「さて──」
　呟くようにそう言って、遥は行動を開始する。ここは高等部生徒会役員専用のため、使用する者は自分と美奈巳だけだが、念のため遥はトイレ内に他に人がいないかチェック。
　そして自分一人である事の確認を終えると、携けい帯たい電話を取り出した。
　電話帳を操作して選せん択たくしたのは、登録したばかりの番号──凰沢暁月の携帯だ。
　液えきし晶よう画面に表示された暁月の名前を見ながら、遥は軽く深呼吸をして。
　やがて、ゆっくりと通話ボタンを押した。すると数度のコールの後、
『──よお、副会長。どうした？』
　相手が電話に出た。
「…………っ」
　スピーカー越ごしとはいえ、まるで暁月に耳元で囁ささやかれているかのようで。
　思わず「とある感覚」が甦よみがえり、遥は自分の躰からだの熱が微かすかに上がったのを感じる。
　それは──レオン・エスペリオとの決けつ闘とうへと赴く際、暁月が遥にした行こう為い。
『最近、耳でイクのが俺の周りの女達の間じゃ、密かなブームでな……』
　その時に暁月から与あたえられた感覚を思い出し、耳から首筋──そして背中へと、遥の躰を甘あまい感覚が駆かけ抜けてゆく。すると連れん鎖さ的てきに、娼館メリッサでの一夜が思い出されて。
　微かな身み震ぶるいを得た遥は、しかしすぐに気を取り直し、
「凰沢暁月……今、少し話せますの？」
『ああ、構わないぜ……』
　遥の声質が真しん剣けんなものだと解ったのだろう。暁月は声のトーンを少し落として、こちらに先を促うながしてくる。だから遥は、前置きの深呼吸をして、
「──つい先程、ＪＰＮバベルのサーバールームの点検を行なってきました。その際、次元シフトの反応履歴のデータを確認しましたが」
　一息、
「私達が昨日アレイザードとこちらの世界を往復した反応は──一いつ切さいデータベースに残っていませんでしたわ」
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　──それは、予想されていた事態ではあった。
　こちらの世界へ戻って来る前、問題になったのが「異世界へ赴いた事実をどうするか」というものだった。異世界からの帰還者を、バベルは決して見み逃のがさない。次元シフトの反応は、それがたとえどれだけ微びじ弱やくであっても、バベルのシステムは必ず検出するのだ。
　無論、通常ならば入学検査を受ければそれで問題ないのだが、今回に限ってはそういう訳にもいかない。異世界へ二度行った者と、異世界から連れて来られた者──それは、その両方ともが、重大な問題となりかねない存在だ。下手をすればバベルの職員が大挙して押し寄よせ、あっという間に拘こう束そくされてしまう可能性すらある。ならば一体、どうするべきか──遥達が頭を悩ませていると、ふと一人が「恐おそらく心配はない」と言い出した。
　海かい堂どう元もと春はるだ。
　とある都市伝説であるという前置きをして、海堂は遥達に一つの噂うわさ話ばなしを語った。
　異世界へ行くのが二度目の者の次元シフトを、バベルのシステムは探知できない──と。
　確かに二度も異世界へ行った者の前例など聞いた事がなかったが、俄にわかには信じられない話で。確証がない以上、慎しん重ちように対策を練るべきだと遥や葛くず葉はなどは反論した。
　しかし、かといって何か良い方法がある訳でもなく。最終的には暁月の「なるようにしかならない」という意見が通り、そのままこちらの世界へ戻る事にしたのである。
　ところが──ここで問題が起きた。ギリギリになって暁月が、強ごう引いんにリスティをこちらの世界へ連れて来てしまったのだ。当然ながら、リスティはこちらの世界に来るのは初めて。よって必然的に、間違いなく次元シフトの反応は出てしまう。
　暁月の部屋へ戻ってきた後、焦あせる遥達を前に、しかし暁月は平然とこう告げた。
　リスティだけがアレイザードへ行き、戻ってきた事にすれば良い──と。
　強引かつ乱暴な考え。しかし、何とか辻つじ褄つまは合わせられそうだった。美兎と同じく、リスティもまたこちらの世界での記き憶おくを失くしている事にすれば良いからだ。次元シフトの発生ポイントが暁月の部屋である事の言い訳は難しいが、リスティに記憶がない事にする以上、後は全員がシラを切り通す事で対応できると判断した。「現場にいなかったため、暁月達にも何な故ぜリスティが暁月の部屋に居たのかは解らない」と。
　後は、リスティが暁月の家で暮らせるように取り計らえば良い。
　次元シフトの場所が暁月の部屋なのだ。暁月の家で生活すれば、何かを思い出すかもしれないという建て前は成り立つ。その事をリスティが望み、家主である暁月が承諾すれば、バベルとしても反対はできないだろう。
　──よって、その方向で話が進む事になった。
　ただ海堂が話したのは、あくまで何の確証もないただの都市伝説で。
　そこで念のため、遥がサーバールームの点検の際に、チェックの一いつ環かんとして次元シフト反応の履歴を調べる事にしたのである。


『そうか……それじゃ、海堂のヤツが言ってた都市伝説は本当だった訳だな』
　こちらの報告を聞いた暁月は、低い声で言った。
　遥は「ええ」と頷いた上で、
「確かに、私達の次元シフト反応はありませんでした……ですが問題が一つ」
　理解できない事実を告げる。
「何故か──リスティさんの反応もなかったんですの」
『……どういう事だ？』
「解りませんわ……サーバーの故障も考えられましたが、点検の結果システムは正常に稼か動どうしていました」
『間違いないのか？』
「ええ……二度目のため反応が出ない私達の次元シフトと一いつ緒しよだった事で、システムが検知できなかったか、或あるいは──」
『──何者かが、リスティの反応をデータから消去したか、だな』
「……………………」
　暁月の推論に、遥は押し黙だまった。
　確かに考えられるとしたら、自分と暁月のどちらかの説しか有り得ない。
　もし遥の説が正しかったのならば、何の問題もないのだ。フィル・バーネットの一件で、システムがまだ不安定だった可能性はある。だとしたら、自分達は幸運だったのだろう。
　だが可能性は低いものの、もし暁月の説の方が正しかったとしたら──一体誰が何の目的でそんな真ま似ねをしたのか不気味だった。無論、考えられるとしたらリスティが何らかの理由で狙われているという事だろう。バベルに存在を知られていない異世界からの帰還者だ。もし手に入れられれば、様々な事に利用できる。それこそ──どのような悪事にでも。
　しかし、もしデータが誰かの手によって消されていたとしたら、
　……その場合、もう一つの可能性がありますわね……。
　遥は思う。もしかしたら自分達全員の反応もバベルのシステムはきちんと検知していて、しかし何者かにそれを消された可能性もあると。
　そうなると目的はリスティではなく、自分達全てという事になる。
　異世界へ二度行った者の希少性を思えば、考えられない事態ではない。
　だが遥達はＪＰＮバベルに在ざい籍せきしている学生だ。中でも遥は副会長という重要なポストに就ついているし、暁月に至ってはノルンチェックにおいてバベル史上初の『真の勇者』と記述されている。そんな自分達が行方ゆくえ不明になれば、間違いなくすぐに足がつくだろう。
　しかし、だからこそ不気味なのだ。もしそんな真似をする者がいたとして。
　その目的は一体何だ？
「で……どうしますの？」
『そうだな……』
　こちらの問いに、暁月はそう前置きして、
『もしその件に何者かの意思が介かい在ざいしていたとしても、相手の正体が解わからない以上は、向こうの出方を待つしかないしな……』
「──つまり？」
『ま、なるようになるだろ』
　あっけらかんと言い放つ暁月に、遥は嘆息。
　……でも、確かにそれしかないのでしょうね……。
　それに、何もしないという訳ではない。相手の出方を待つという事は、あらゆる事態を想定しておくという事だ。当然──その対処も含めて。
「解りましたわ……私の方でまた何か解ったら、その時は連絡します」
『ああ。悪いけど頼たのむぜ……』
「ええ……それでは」
　そう言って、電話を切ろうとしたところで、
『──っと、副会長』
　暁月に呼び止められた。遥が何事かと問う前に、電話の向こうから言葉が来る。
　それは甘く囁くような声で、
『色々とサンキューな……お前が力になってくれて助かるよ、本当に』
　完全な不意打ち。暁月からの優しい言葉に、遥は思わず呆ぼう然ぜんとなる。
　そのため電話が切れても、しばらくは動けずにいて、
「………………ッ」
　そして暁月の言葉と、自分の感情を理解した遥は──思い切り顔を赤くした。
　腰こしが震ふるえてしまう。上う手まく力が入らない。
　鏡に映った自分を見ると、耳元から首筋まで桜色に染まっていて。
　……くっ、不覚ですわ……。
　自分の中に沸き上がる感情を、遥は慌あわてて振り払はらった。
　認める訳にはいかない。だってそうだろう。
　……これではまるで、私があの男を……っ。
　だから、何としても認める訳にはいかない。
　遥は深呼吸を繰くり返かえして、何とか心を落ち着かせると、これからの事に想いを馳はせた。
　──アレイザードで七瀬遥は、凰沢暁月と凰沢美兎の二人を見定めた。
　そして決めたのだ。これから自分は、彼らとどう相対するのかを。
　暁月が美兎をこの世界へと連れて来て、その素すじ性ようを隠かくしたまま匿かくまっている事は、バベルでは問題視される行為だ。だが他に方法がなかった以上、どうしても彼らが間ま違ちがっているとも思えなくて。
　だから遥は決断した──自分は、二人と二人の意志を守ろうと。
　彼らのクラスメイトである五い泉ずみ千ち影かげや桐どう元もと葛葉が、そうすると決めたのと同じ様に。
「ですが、その前に……」
　遥は呟く。暁月達を守る前に、自分には付けなくてはならないケジメがあると。
「春休み中……少なくとも新年度が始まる前には、きちんとしませんと」
　だから七瀬遥は決める。
　ＪＰＮバベル高等部生徒会副会長と、風紀委員長──その両方の職を辞する覚かく悟ごを。
　暁月達を守るために。そして──せめて京也達を裏切る事のないように。
　だから遥は、虚こ空くうを見上げてそっと呟いた。
　これまで理想を共にしてきた仲間達へと。
「ごめんなさい、私はここまでですわ……美奈巳、上崎──氷神会長」
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　家の外に出ると、穏やかな陽気がリスティを包つつんだ。
　柔らかな陽ひ射ざしに思わず眼めを細めると、優しい風がそっと吹ふき抜けて。
　リスティは思う。この世界でも、春は心ここ地ちの良い季節なのだと。
　これからリスティは、暁月と美兎の二人と買い物へ出で掛かける所である。
　美兎と共に家の前で待っていると、ガレージの奥おくから暁月が姿を現した。
　巨きよ大だいなバイクを押しながら、
「待たせたな、お前ら。それじゃあ、行くとするか」
「行くって……まさかそれで？」
　初めて見るサイズのバイクを目まの当あたりにし、リスティは信じられないように訊たずねた。
　──無論、アレイザードにも機械技術は存在している。
　特にそれが盛んなのは、熱砂の機械大国──ディスディア帝てい国こくだ。
　魔王ガリウスを倒たおす過程で、リスティは暁月ら仲間達と共に、ディスディア国内を旅した事がある。その際に潜砂艦やサンドバギーに乗った経験もあるし、砂さ漠ばく地帯仕様の自動二輪車についても見た事があった。
　よって、バイクを見るのはこれが初めてではないのだが。暁月のバイクが放つ凄すさまじいまでの迫はく力りよくに、リスティは思わずゴクリと喉のどを鳴らした。すると、
「大だい丈じよ夫うぶだよリスティさん。この子──『スレイプニル』っていうんだけど、ちょっとおっかないのは見た目だけで、乗り心地はとても良いから」
　そう言って、隣の美兎がこちらの肩かたに優しく手を置いてくれた。何も心配は要いらないと。
「ミュウちゃ……いえ、美兎ちゃんはこれに乗った事があるの？」
　リスティは言い直しながら、問い掛けた。こちらでの名前に「ちゃん」を付ける──それは、昨日の夜に彼かの女じよと相談して決めたばかりの呼び方だ。すると、
「うん、この人と一緒に何度かね……風がとっても気持ち良いんだよ」
　こちらに頷きを寄よ越こした美兎は、しかしふとスレイプニルから暁月へ視線を移して、
「でも、いつの間にサイドカーなんて付けたのさ？　そんなのウチにあったっけ？」
「ああ……これか？」
　美兎の指し摘てきに、暁月はスレイプニルへと視線を落とす。巨大な車体の隣には、まるであつらえたかのような同色のサイドカーが備え付けられていた。すると暁月は笑いながら、
「別に俺は何もしてねえよ。こいつは精神感応石オリハルコン製だからな……お前ら二人を連れて出掛ける俺に、ピッタリの形になってくれたのさ」
「えっ、精神感応石って……あのオリハルコン？」
　思わず驚おどろくリスティに、暁月は「ああ」と頷いて、
「こっちの世界では、精神感応石の精製技術が確立されているんだ。このリストバンドなんかもそうでな。お前もアレイザードで、俺が武器を具現化させたり、その武器が変化したりするのを見ただろ？　あれはこのＡＤのお陰なんだ」
「凄いのね……アカツキの世界って」
「来たばかりで新しん鮮せんなだけだ、お前もすぐに慣れるさ。こっちの世界で必要な知識はこれから教えていくし、もし解らない事や不安に思う事があったら、訊きいてくれれば俺や美兎が教えるからよ」
「う、うん……ありがと」
　暁月の優しい言葉に、リスティが気き恥はずかしさを覚えつつ頷くと、
「──さて、それじゃリスティは俺の後ろに乗れ。美兎はサイドカーの方だ」
「えっ……あの、ボクが後ろじゃないの？」
　当然であるかのような暁月の提案に、美兎は困こん惑わくした声で、
「だってホラ、タンデムシートって乗るのに少しコツが要るし……」
「ああ、だからリスティに練習させた方が良いだろ。お前はもう何度か乗って、ちょっとは慣れてるんだしよ」
「それは……そうだけど、でも」
　納得の言葉を口にしながら、明らかに不満そうに唇くちびるを尖とがらせる美兎に、暁月は苦くし笑ようして、
「そんなムクれるなって……ホラ、こっち来い」
「え……何？」
　手招きされた美兎が、無む警けい戒かいに暁月の方へと歩み寄り──いきなりその胸を揉もまれた。
　呆あつ気けに取られるリスティの前で、
「わぁああああっ、な、何すんのさ変態っ！」
　悲鳴を炸さく裂れつさせて身を引く美兎に、暁月は困惑の表情を浮かべて、
「おかしいな。聞いた話じゃ、いきなり胸を揉まれると笑顔になる筈だってのに……」
「あれは千影さんや委員長の悪い冗談だよっ！　キミ解っててやってるでしょ！」
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　アレイザードから戻る時の出来事を、美兎は否定。興奮を落ち着かせるように嘆たん息そくして、
「もう……そうやっていつも、何かある度にボクのおっぱい触さわるの止めてよね」
「悪いが、そいつは約束できねえな」
　暁月は笑いながら、美兎の肩に手を回した。そして、
「きゃっ──ちょ、ちょっと！」
　いきなりお姫ひめ様さま抱だっこ。慌ててスカートの裾すそを押おさえる美兎をそのまま抱き上げ、サイドカーのシートへと座すわらせる。そして、美兎の頭に優しくポンと手を置いて、
「心配すんな……帰りはお前を後ろに乗せてやるからよ」
　そう言って、自身はスレイプニルのシートへと跨またがると、
「さあ乗れよリスティ、お前は俺の後ろだ」
　笑みと共にこちらを見てきて、
「それとも──お前も抱き上げてやろうか？」
「冗談……っ、御ご免めんだわ、そんな恥はずかしい真似」
　とリスティ。フンと鼻を鳴らすと、短いスカートの中が暁月へ見えないように、タンデムシートへと跨がった。照てれ臭くさいため、少し暁月と距きよ離りを空けて座ると、
「おいこら、俺の腰に手を回してもっとしがみ付いて来い……ホラ、もっと前に来て股こ間かんを俺のケツにくっつけろよ」
「い、嫌いやよ……何で私が、アンタにそんなサービスしないといけないのよっ！」
「あのなあ、女と密着しないタンデムなんかしたら、バイクを作った奴やつに失礼だろうが」
　それに、と暁月。
「隙すき間まがあるとスカートが捲めくれ上がって、他の奴らにサービスする事になるぞ」
　さらりと告げられた忠告に、リスティは顔を赤くして唇を噛かむ事しばし。
「くっ……わ、解ったわよ。ホラ、これで良いんでしょ！」
　暁月に言われた通り、彼かれの腰に手を回して身体を密着させた。すると暁月の背中から、彼の温ぬくもりが感じられて。否いや応おうなしにリスティの鼓こ動どうが速くなる。
　……やだ、こんなの気付かれたら……っ。
　こちらの世界に来る直前の、転送シールの件がある。リスティが暁月をどう想っているかは、既すでに暁月はおろか美兎達にも知られているだろう。しかし、それは別に良い。その想いは真実だし、素す直なおになれない自分の想いが暁月に伝わったのは嬉うれしい事なのだから。
　だがもし、こうして身体が触ふれた程度で、おかしくなりそうな位に意識してしまう程、暁月の事が好きだと知られてしまったら。
　自分は二度とこうして、暁月の前で強がったりできなくなってしまう。
　そうしたらもう暁月に何を言われても、何をされても、最後には抵てい抗こうできなくなって。
　それこそ彼に、身も心も完全に支配された状態になってしまう。なのに、
「──それで良いんだよ」
「え…………？」
　不意に暁月の言葉が来て、思わずリスティは呆然と聞き返す。すると、
「それ位しっかり掴つかまってないと、いざって時に危ないからな……」
「え、ええ……っ、そうね、危ないものね」
　どうやら、こちらの心を見み透すかされた訳ではないらしい。
　リスティが内心、良かったと嘆息すると、
「良し──それじゃあ行くぞ」
　暁月の言葉と共にエンジンが咆ほう哮こうを上げて、三人を乗せたスレイプニルが走り出だした。
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　東とうき京よう湾わん内の一部を埋うめ立たてて作られた、巨大な人工島。
　それはＪＰＮバベルが管かん轄かつする、異世界からの帰き還かん者しや達たちが暮らす特別自治区だ。
　当然そこに暮らす人々の半数近くが、学生や職員など何らかの形でバベルと関かかわりを持つ者で。そのため休日ともなれば、多くの者が羽を伸のばしに商業地区へと繰り出している。
　特に今日のような最高の小こ春はる日和びよりは、街中が人で溢あふれ返っていて、
「……何でこんな日に、貴女あなたと二人で出掛ける必要があるのよ」
　桐元葛葉は、人々が行き交う雑ざつ踏とうの流れの中で嘆息した。すると、
「まあまあ、良いじゃないか。ちょっと付き合っておくれよ委員長」
　隣となりを並んで歩く五泉千影が、葛葉へと笑い掛けて来る。
「明後日は凰沢家に泊とまりに行くんだし、色々と準備は必要だろう？」
「だからって、事前にわざわざ買い物だなんて……一体どこへ旅行に行くつもりよ？」
　友達の家に泊まりに行くのだ。必要なものがあるとすれば、パジャマに着き替がえ、タオルや歯は磨みがきといったお泊まりセット一式ぐらいだろう。そんなものは、家にあるもので充じゆう分ぶんではないか。わざわざ新しいものを買うなんて、どんな気合いの入れようだ。
　もし食べ物や飲み物、簡単なゲームなどを持ち込むにしても、それは明後日に向こうへ行く前にでも買えば良い。そんなものを今日の内に買ったりしたら、かさばるだけだ。
　すると、
「淡たん白ぱくだね、委員長は。初めて美兎と暁月の家に泊まりに行くんだよ？　楽しみじゃないのかい？」
「勿もち論ろんそれは楽しみだけど……そんなに大おお袈げ裟さに考える必要はないって思うだけよ」
「こういうのは、楽しんだ者勝ちなんだ。ちょっと大袈裟な位が丁度良いんだよ」
　と千影が言った所で、前方の横断歩道の信号が点てん滅めつを始めた。
　立ち止まって信号待ちになると、千影はふと表情を真剣なものにして、
「騒げる時には、思い切り騒いで楽しむ事が大切なんだ。それにあたしは今回のこれを、良い機会だと思ってるんだよ……それこそ今後のあたし達にとって、とても重要なね」
「……どういう意味？」
　葛葉が隣を見上げて問うと、千影は一いつ旦たん苦くし笑ようをこちらへ見せてから、前へと向き直り、
「多分……これから暁月達の立場は、今まで以上に難しいものになっていくと思う。恐らくだけど──暁月がやろうとしている事は、暁月のコクーンに対する反応を見る限り、きっとあたし達が考えている以上にとんでもないものだろうしね」
「ええ、そうね……」
　葛葉は思い出す。かつて葛葉が初めて暁月と会った時、京也がコクーンだと教えた瞬しゆん間かんの暁月の反応を。そしてそれ以降、暁月は何度か京也に対して挑ちよ発うはつを繰り返していた。
　確かに暁月は、やや好戦的なきらいがある。だが、無む闇やみやたらと喧けん嘩かを売るような男では断じてない。本当の強さとはどういうものなのかを、凰沢暁月は知っている。
　そんな暁月が敢あえてあんな真似をしているのだ。そこにはきっと、決して譲ゆずれぬ理由があるのだろう。それこそコクーンという、世界そのものを敵に回してでも。
「或いは彼は、凰沢さんの居場所をこの世界に作るために、そうしているのかとも思ったのだけれど……」
「そうだね、今はきっとそれもあるんだと思う」
　だけど、と千影。
「アレイザードへ行く前、美兎から聞いた話だと、どうやら他に重要な理由があるみたいだった。多分、あたし達がおいそれと立ち入れないようなね……」
「………………」
　千影の言葉に、葛葉は無言を返した。
　恐らくは、それこそが暁月が強さを求めた原因。彼が隠し続けていた『勇者レオン・エスペリオの死の真実』と同等か、それ以上であろう凰沢暁月の聖域だ。
「それが何なのかは解らないけれど……多分、暁月は自分の目的を達成するまで止まらない。でもそうなると、今後暁月は今まで以上に周囲の注目を集めていく事になる。ＪＰＮバベルだけじゃない、下手をすれば世界が彼を見つめるようになるかもしれない」
「けど……そんな彼の目的は、凰沢さんやリスティさんを危険に晒さらしてしまうのね」
　美兎やリスティの素性については、もしこの世界で生きていくならば、今後ずっと付いて回る問題だ。万一周囲に知られでもすれば、きっと世界は暁月以上に彼かの女じよ達たちを放っておかないだろう。皮肉だが暁月の目的と、彼を慕したう美兎とリスティの平へい穏おんは並び立たない。
　──無論、もしそうなれば、暁月は何としてでも美兎とリスティを守ろうとするだろう。
　それこそ、世界を敵に回す事も辞さない筈だ。かつてリスティとシェルフィードを守るため、アレイザード中を敵に回す事も厭いとわずにレオンの死の真相を隠し、はぐれ勇者の汚お名めいを受け入れた時のように。そして今回、美兎を守るため再びアレイザード中を敵に回す事になっても、新たな魔王として戦い抜いた時のように。
　そんな暁月に、きっと美兎とリスティは最後まで付いて行くに違ちがいない。
　彼女達は間違いなく、その覚悟を決めているだろう。
　そして──それは葛葉や千影も同じなのだ。
　美兎を守るために、暁月を支えるために、彼らと共に戦うと決めているのだから。
「だから、大事なんだよ……今回の事は、あたし達にとって」
　と千影。
「どうやら副会長もあたし達の味方になってくれるみたいだけど、それでもまだ足りない。暁月が相手にしようとしているものは、本当に強大なんだよ。それに──あたし達の近くには、得体の知れない奴も居るしね……」
「……海堂元春」
　呟つぶやくように、葛葉は一人の青年の名前を呼んだ。
　飄ひよう々ひようとした性格で掴みどころがないが、恐らくは暁月と同等の実力の持ち主。それだけでなく、異世界に二度行った者の次元シフト反応がバベルの探知に引ひっ掛かからないという、もし事実なら極ごく秘ひレベルの知識まで有している。
　はっきり言って、敵には回したくない青年だ。今はふざけ半分に、暁月の事を親友と呼んで彼の近くにいるが、それも何か目的があっての事なのかもしれない。
　だとしたら、自分達が海堂と戦う事になる可能性もないとは言えないのだ。だから、
「暁月と一緒に戦おうとする事は簡単だけど、足手まといになる訳にはいかない。そのためには、少なくともあたし達の想おもいがきちんと統一されている事が最低限必要なんだよ」
「でも……あたし達はまだそうなっていないって訳ね」
「残念だけどね。例えば、あたしと委員長の友情関係は、まだどこか美兎や暁月を媒ばい介かいにして成り立っているところがある。美兎とリスティさんが、暁月を介して一緒に居るのと同じようにね。だけど、それじゃ駄だ目めなんだ。暁月があたし達の中心なのは良い。でも暁月を支えるには、あたし達がバラバラなままじゃ弱すぎるんだよ。あたし達全員が、揺ゆるぎない横の繋つながりを持たないとね」
　と千影。
「だからあたし達はお互たがいのために、当たり前のように命を懸かけられる位にならないといけないんだ……それこそ副会長やリスティさんともね。だから今度のお泊まりは、あたし達にとって重要な意味を持っているのさ」
「確かに……春休みは短いし、新学期が始まるまでに、最低限の意志の疎そ通つうはしておいた方が良いでしょうね」
　ただのお友達同士の集まりで終わらせては、折せつ角かくの機会をふいにしてしまうという訳だ。
「……それで、気を遣つかって色々と買い込んでおこうって訳なの？」
「このメンバーの中だと、積極的に親しん睦ぼくを深めようとする役回りは、あたしじゃないかと思ってね……」
　委員長も含ふくめて真ま面じ目めな娘こばかりだからね、と苦笑しながら千影。
「それに、何も明後日まで待つ必要はない。少ない時間は、有効に使わないとね。機会があるなら、積極的に行くべきだよ」
　一息。
「だから──まずは、あたし達からっていうのは、どうかなと思ってさ」
　そう言って、はにかんだような笑えみと共に千影から手が差し出された。
　だから葛葉は眼を閉じると、小さく嘆息。
「そうね……そういう事なら付き合うわ。明後日のための買い物だけじゃなくて、今日は一日貴女にね」
　そう言って、ゆっくりと千影の手を取った。
　互いに握にぎり合えば、まるでタイミングを見計らったように信号が青に変わって。
　そして二人は歩き出す。横断歩道を渡わたりながら、
「ここだけの話……実はあたし、委員長みたいな妹が欲ほしかったんだよ」
　笑いながら告げる千影に、葛葉は素っ気なく「そう」と短く呟いた。
　自分もそうだと言っても良かったが、ちょっと恥ずかしかったので。
　だからフイとそっぽを向いて、葛葉がこぼしたのは毒どく舌ぜつ。
　キュッと、少しだけ千影の手を強く握りながら、
「私は──五泉みたいな姉さんなんて御免よ」
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　凰沢美兎の心を弾はずませる場所がある。
　異世界帰りの者達が暮らす特別自治区──その商業地区にあるショッピングモールだ。
　衣料品から雑貨、食料品まで、ありとあらゆる物が手に入るそこは、巨大な敷しき地ちに無数の店てん舗ぽが軒のきを連ねる複合型商業施し設せつである。
　美兎がこの場所を訪おとずれたのは、暁月・千影・葛葉の三人と来た時以来の二回目。
　しかしその圧あつ倒とう的てきな空間は、今回も確かな感動を与えてくれて。
　美兎は思う。今回が初めてのリスティもまた、同じ気持ちでいるだろうかと。
　暁月の運転で、三人乗りをしてきたスレイプニルを屋上の駐ちゆう車しや場じように停とめて。
　美兎達がまず最初に向かったのは、寝しん具ぐ店てんだった。その目的は、同じ部屋で過ごす事になった美兎とリスティが使用する、二段ベッドの購こう入にゆうである。
　豊富な品しな揃ぞろえの専門店のため、二段ベッドに絞しぼっても沢たく山さんの種類があったが、どれを買うかは比ひ較かく的てきスムーズに決定した。美兎達が導入しようとしていたのは、完全に新規の二段ベッドではなく、元々あるベッドを下に収納できる増設タイプのものだったからだ。
　そこで元あるベッドと色が近いものをチョイスし、サイズの合うマットレスを併あわせて購入。布ふ団とんは家にある来客用のものを取り敢えずは使用する事にし、今回は購入を見送った。
[image: 画像]
　そして──美兎達が次に向かったのが、衣料品エリアだ。
　それは言ってしまえば、本日のメインイベント。無論、今回購入するのは、こちらの世界で暮らす事になったリスティが着るための衣服だったのだが、
「うわぁ……」
　とあるティーン向けのショップで、美兎はポールハンガーに掛かっている服を手に取り、眼を輝かがやかせた。美兎自身は既に、前回訪れた際に下着の他にも色々と買って貰もらっている。
　そのため、今回は完全にリスティの付つき添そいのつもりだった。
　可愛かわいい服は見るだけでも楽しいし、それだけで充分だと思っていたからだ。
　ところが、暁月は「お前も欲しいものがあるなら買って良い」と言ってくれて。
　悪いとは思いつつも嬉しくて、それなら少しだけと先さき程ほどから店内を見て回っていた。
　美兎は気に入った二着を手に取って、
「──ねえ。こっちとこっち、どっちが可愛いかな？」
　自分の身体に当てると、くるりと振ふり返って暁月に問う。すると、
「ん？　どれ、見せてみな……」
　こちらを見た暁月は、「ふむ」と言って、
「似合うと思うけどな、どっちもお前に。気に入ったなら、取り敢えず試着してみろよ」
「だから、どっちか良い方を試着しようと思って訊いてるんだよ、ボク」
「別に両方着てみれば良いだろ」
「でも……それだと時間が掛かってキミに悪いし」
　美兎の言葉に、暁月はフッと笑って、
「俺おれが見たいんだよ。どっちのお前も」
「そ、そう……？　それなら、そうしてみようかな」
　美兎は僅わずかに顔を赤くすると、選んだ二着を胸に抱いて試着室へと歩き出す。
　すると──ふと眼に入ったものがあった。
　それは店内の少し離はなれた場所で、様々な服を前に立ち尽つくしているリスティだ。
　だから美兎は、試着室の前を通り過ぎてそちらへ。そして、
「……どうしたの、リスティさん？」
　隣に立って声を掛けてみる。するとリスティは困ったように、
「こっちの世界の服ってアレイザードのものと雰ふん囲い気きが違うから、何を買えば良いのか解らなくて……」
「そんなに難しく考えなくても、リスティさんが気に入ったのを買えば良いと思うよ？」
「でも、折角アカツキが買ってくれるんだもの……」
　とリスティ。
「やっぱり……アイツの好みに合うものを買いたいじゃない」
「──────」
　リスティのいじらしい言葉に、美兎は眼をパチクリとさせた。
　普ふ段だんはあんなに凛りんとした感じのリスティの口から、こんな言葉が飛び出すとは。
　信じられないのを通とおり越こして、最も早はやこれは壮そう絶ぜつに、
　……か、可愛い……っ。
　少しだけ顔を赤くして、すっかりしおらしい感じのリスティは、美兎の母性本能にも似た庇ひ護ご欲を刺し激げきする。
　美兎も暁月の世話になっているため、日ひ頃ごろは家事などを積極的に行なう事で、少しでも暁月の役に立って恩返ししようとしている。リスティの言っている事は、突つき詰つめればそんな美兎と想いを同じにするもので。言うなれば、それは同志。しかし立場的にはリスティの方がお姉さんな雰囲気なのだが、今の彼女はまるで、素直になる方法を知らない妹か何かのようで。思わずギュッと抱きしめて、頭を撫なでてあげたい衝しよ動うどうが沸わき上あがってくる。
「えっと……あの人の好みに合わせたいなら、本人に聞いてみたらどうかな」
　いかんいかんと思いつつ、美兎が提案すると、
「そ、そんなの無理よ……っ！」
　と、リスティは顔を真っ赤にしてブンブンと手を振った。その反応がまた可愛い。
「何で無理なの……？」
　と美兎。半ば答えは解っていたが、ちょっと期待しつつ敢えて訊ねてみる。
　……あれ、ちょっとボク興奮してるかも。
　美兎の少しだけ意地悪な問いに、リスティが返したのは消え入りそうな声だった。
　ポツリと呟く。
「…………恥ずかしいの」
「うわ……」
　かーわーいーいー。美兎は、心の中で悶もだえながら、
「もうリスティさんてば可愛すぎ。あの人の前でそんな事言ったら、襲おそわれちゃうよ？」
「や、やだ……からかわないでよ」
　いやいや本当ですよ。あの男は基本ケダモノですから。どうなっても知りませんよ？
　なんて事を美兎が思っていると、しまいにリスティは、
「ねえ美兎ちゃん、アカツキってどういう服が好きなのか知ってる？　あと幾いくらぐらいの値段のものが一いつ般ぱん的てきなのかな……高すぎると、アイツの迷めい惑わくになっちゃうし……」
　などと言い出す始末。
　よって美兎は、仕方ないとばかりに嘆息。
「解りました……リスティさん、ちょっとボクと一緒に来なさい」
「え……ちょ、ちょっと」
　困惑するリスティの手を引いて、二人で一緒に試着室の中へ入った。
　そして美兎は、自分が着ていた服を脱ぬぎ始める。
「な、何を……」
「何をじゃないよ。リスティさんも着てるの脱いで。それで、こっちの服を試着するの」
　押し付けるように、自分が持ってきた服の片方をリスティに渡す。
「まずはそれを試ためしてみて。あの人に見て貰うから」
「で、でも……」
　まだ何か言おうとするリスティに、しかし美兎は譲らない。
「恥ずかしいからって逃にげちゃ駄目。あの人の好みに合わせたいんでしょ。だったら、ちゃんと見て貰うの。ちょっとぐらい恥ずかしいのは我が慢まんして」
　少しだけ厳しい口調で言った後、しかし美兎は「心配ないよ」と表情を柔やわらかくした。
「大丈夫……ボクも一緒に見て貰うから。こっちの服を着て、ね」
　微ほほ笑えみを見せると、リスティは少しだけ迷った後に、
「う、うん……解ったわ」
　小さく頷うなずくと、ゆっくりと着ている服を脱ぎ始めた。
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　そして──美兎とリスティのファッションショーが始まった。
　無論、その観客は暁月だ。
　あの後、美兎の説得に応じたリスティは、素直にこちらの言う事を聞くようになって。
　二人で一緒に幾つかの店舗を回り、可愛らしいものから大人っぽいもの、少し大だい胆たんなものまで様々な服を試していった。
　それでもどこかまだ素直になれず、暁月の好みを聞けないリスティのため、美兎はショップの店員を呼んで対応。接客のプロに頼んで、それとなく暁月の好みを聞き出して来て貰い、どの服を買うかを選んでいった。
　そして店員と相談しながら、最低限傷いたまないペースでの着回しができる着数の服に、ベルトや靴くつなどを一通り選せん択たく。それらを美兎が気に入ったものと共に購入して貰い、衣料品の買い物は終しゆう了りようした。
　荷物がかさ張るため、急ぎでないものは明日配達の二段ベッドと併せて送って貰えるよう手配をした後、美兎達はフロアを移動。雑貨エリアで、必要な日用品を探す事にした。
「あのね、ちょっと聞きたい事があるんだけど……良いかな？」
　そこで美兎は、少し改まった口調で暁月に訊ねてみた。
「んー？　何だ？」
　こちらを見ずにキャリーカートを押す暁月に、これまで訊かずにいた事を問とい掛ける。
「うん……大した事じゃないんだけど、ウチの家計ってどうなってるのかなって思って」
　美兎も暁月も、仕事を持たないＪＰＮバベルの学生だ。
　それなのに普段の生活費はどうしているのか、ずっと疑問だったのだ。
　また今日や、前回千影や葛葉とこのショッピングモールに来た時も、美兎やリスティのために、決して少なくない額の買い物をしている。アルバイトもしていない凰沢家の、一体どこにそんな金銭的な余よ裕ゆうがあるのだろう。すると、
「ああ、そういやきちんと説明した事はなかったっけな……」
　と、思い出したように暁月。
「バベルの学生には、月々の生活費が出るんだ──名目上は給料としてな」
「こちらの世界では、学生に給金が出るの？」
　暁月を挟はさんで反対隣を歩くリスティが、不思議そうに問うと、
「バベルみたいな、特別な教育機関に限っての話だがな」
　と暁月。
「バベルの学生で、一通りの訓練カリキュラムを終えた者は、有事の際には地域紛ふん争そうなんかの戦場へ派兵される事がある。要は異世界で得た特とく殊しゆ能力を職能とした、職業軍人みたいな感じだ。普段はそれが、戦せん闘とう待機の状態になっているようなもんでな。俺おれ達たちみたいにまだカリキュラムが途とち中ゆうの奴も、待機状態として認められているのさ」
「そっか……じゃあボク達にも、その危険手当みたいな給料が出てるんだ」
　道理で、と美兎。すると、暁月はしれっと、
「まあ俺は──そういった金には、手を付けてないけどな」
「えっ、そうなの？」
　思わず訊き返す美兎に、暁月は「ああ」と頷いて、
「好きじゃねえんだよ……そういう『他人に恵めぐんで貰う』みたいなのは。それに、そんな迷めい惑わく料りようみたいな金を使っちまったら、今の自分が不幸だって自分自身で言ってるようなもんだろ。『異世界に召しよ喚うかんされたせいで、こんな場所に押し込められて、私は渋しぶ々しぶここで生活しています』ってな……」
　フンと鼻を鳴らす。
「冗じよ談うだんじゃねえ。俺はアレイザードに召喚された事に──お前らや他の連中と出会えた今の自分に、これでも誇ほこりを持ってるんだ。そんな金を貰う筋合いはねえよ」
「……………………」
「……………………」
　吐はき捨すてるように言う暁月に、美兎とリスティは思わず言葉を失った。
　苛いら立だつ暁月に対して、掛ける言葉が見つからなかった訳ではない。
　嬉しかったのだ。とても──震える程ほどに。
　異世界への召喚は、本人の意思で行われるものではない。世界の意思によって、強制的に行われるものだ。それはほとんど天災が巻き起こす、誘ゆう拐かいや拉ら致ちに近いもので。そこに本人の意思が介かい入にゆうできる余地など、微み塵じんも存在していない。
　だから美兎やリスティにしてみれば、暁月をアレイザードの都合に──自分達の都合に巻き込んでしまったような気持ちが、いつも心のどこかにあった。
　それなのに暁月は、美兎やリスティの事を何度となく守ってくれた。何度となく救ってくれたのだ。だからもう、既に返しきれない程の恩があるというのに、
　……どうして、いつもこの人は、こんなにも……。
　こんなにも──自分達の心を震わせる行動を取り、そして言葉をくれるのだろう。
　好きなのに。もう充分に好きなのに、暁月と一緒に居ると、その想いは止とめ処どなくて。
　凰沢美兎は思う。今もし周囲に人がいなかったら、自分とリスティは迷う事なく暁月に身を寄せていただろうと。
　……くっつきたいな……駄目かな……。
　そわそわする。別に悪い事をする訳ではない。人に見られて困るものでもない筈だ。
　……ううん、我が慢まん我慢……ここは我慢だよ……。
　美兎は自分の心を自制した。歯止めが利きく時は、利かせるべきだろう。
　自分の感情を優先する時は、暁月の行動や言葉が、こちらの理性を奪うばってくれた時で良い。だからもし暁月が、恥はじや外聞など関係ない程に、自分達の心を震わせてくれた時は。
　理性など捨て去って、ただ感情のままに振る舞まおう。たとえそれが、いつどんな場所であろうとも。本当に大切なのは──理性ではなく感情なのだから。
　きっとリスティも、同じ気持ちでいる筈だ。すると、
「……何だお前ら、急に黙だまりこくって」
　そこへ投なげ掛けられた暁月の言葉が、美兎とリスティをハッとさせた。会話の途中で自分達が空けてしまった、不自然な間。それが暁月の指摘で、気まずい沈ちん黙もくになってしまって。一体どうするべきか──美兎が言葉に困っていると、少し慌あわてたようにリスティが、
「そ、そう言ってくれるのは、私も美兎ちゃんも嬉しいけど……それなら生活費とかは、一体どうしてる訳？」
「そ、そうそう。あ、もしかして……」
　慌てて言葉を繋いだ美兎は、ふと別の可能性に思い至って、
「……家族の人が残した蓄たくわえがあるとか？」
　すると、
「はっ……それこそ有り得ねえよ」
　と、笑いながら暁月。
「そんな胸むなクソの悪い金に手を出すなんざ──冗談でも御免だ」
「そ、そうなんだ……」
　と、美兎は言って。それ以上、暁月に問い掛けるのを止めた。
　そして──決して周囲には気付かれないように、ゴクリと喉のどを鳴らす。
「………………っ」
　自分の背筋が凍こおったのを美兎は感じる。手の平が嫌な汗あせをかいていた。
　何とか自然に振る舞わなくてはと思うのだが、それができている自信はない。
　暁月の顔にあるのは笑顔だ。口調もごく自然なもので、おかしな所は見受けられない。
　だが、凰沢美兎は確信する。今の暁月の何気ない言葉の中に、暗く重い感情があったと。
　それも──息を呑のむ程の。
　リスティも気が付いている。彼女の表情にも、美兎と同じく隠し切れない緊きん張ちようがあった。
　……馬ば鹿かだ、ボク……。
　まず最初に気が付くべきだった。
　バベルによる補助金という事は、つまりはコクーンによる補助金であるという事だ。
　そして暁月とコクーンとの間には、美兎達がおいそれと立ち入れない何かがある。
　かつてＧ７サミットで、コクーンが来日した際。ＴＶでそのニュースを見た暁月が発した、息が止まりそうな程の殺気を感じた時から、その事は解っていた筈なのに。
　──また、かつて寝ねぼけた暁月が言っていた言葉がある。
　行方ゆくえ不明の自分の妹は──もう既に死んでいると。
　そしてあの広い一いつ軒けん家やに、暁月が一人で暮らしていたという事実。
　それらを総合的に考えれば、必然的に一つの真実が導き出される。
　コクーンと暁月の家族の不在には、何らかの因果関係があるのだと。
「……………………」
　図はからずも暁月の抱かかえる心の闇やみの一いつ端たんに触れてしまった美兎は、思わず俯うつむいた。
　暁月が暗い想いを抱えている事には当然気が付いていた。だからこそ、それを知りたいとも思っていた。だがそれは、暁月が美兎達に話す気になった時にこそ、聞くべきもので。
　だから急ぐつもりはなかったのだ。暁月の心を無視して真実を知ったところで、そんなものには何の意味もないのだから。
　……どうしよう。この人の気分を悪くするつもりなんて、なかったのに……。
　これでは折角の楽しかった買い物が台無しだ。美兎が自分の失言に項うな垂だれていると、
「──それで？」
　こちらに助け船ぶねを出す形で、リスティが暁月へと問い掛けた。その場の空気を通常のものへと戻もどす、落ち着いた口調で、
「補助金でも家族の貯ちよ蓄ちくでもないなら、結局どこからお金が出てるのよ？」
「言った通りだ。他人の金は使ってねえんだ……だったら答えは決まってるだろ」
　と、暁月はハッと笑って言った。
「俺が使ってるのは──全部俺の金だけだ」
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　純然たる事実を告げた暁月は、眼の前の美兎とリスティを見た。
　すると何な故ぜか二人は、ポカンと驚おどろいた顔をしていて。
「……おい。何だよお前ら、その顔は？」
　明らかにこちらの甲か斐いし性ようを感心しているのとは別種の表情に、暁月が何事かを問うと、
「アカツキ……アンタ、お金なんて持ってたの？」
「──待てこら、どういう意味だそれ？」
　聞き捨てならないリスティの言葉に思わず暁月が突っ込むと、逆隣の美兎が悲しげに、
「言い難にくい事なら、言ってくれなくても良いのに……どういう事か聞きたかったけど、別にボク達、無理に聞き出そうなんてつもりないんだから」
　そう言って、ふっと眼を伏ふせて、
「なのに、そんな寂さびしい嘘うそ……ボク、本当の事が聞きたかったな」
「何だそのムカツク表情は。つーかお前ら、信じてねえな？」
「うん」「当然でしょ」
　美兎とリスティから返ってきた即そく答とうに、暁月は思う。こいつら俺を舐なめとるな──と。
　……とはいえ、無理もねえのか。
　美兎とリスティは、暁月が今の強さを手に入れたのはアレイザードに召喚されてからだという事を知っている。それ以前──ただの高校生でしかなかった暁月に、三人が暮らしていくための生活費を既に稼かせいでいたとは考え難いのだろう。人が三人、普ふ通つうの生活を送るためにかかる金というものは、決して少ない額ではない。しかし、
「あのな……俺は別に、その場のノリや勢いでお前らを連れて来た訳じゃねえんだぞ。だったら最低限、お前らの面めん倒どうを見れる位のアテや甲斐性があるとは思わねえか？」
「それは……」「……まあ、そうだけど」
　そう言って、美兎とリスティは顔を見合わせると、
「でも──それじゃあキミは、どうやってお金を稼いだの？」
「あー、それはだなぁ……」
　暁月は思わず言葉を濁にごした。
　美兎達の疑問は最もなのだが、それを説明するには少々込み入った話をしなければならない。一体どこまでを話したものか。暁月は頬ほおを掻かきながら、慎しん重ちように言葉を選んで、
「アレイザードに召喚されるしばらく前に、ふとした事が切きっ掛けで、とあるバアさんと知り合う機会があってだな……」
「ちょっと──まさかとは思うけれど……そのおばあさんが子供のいない資産家で、代わりに遺産を貰ったとか、安っぽい事は言わないでしょうね？」
　ジト眼でこちらを見るリスティに、
「だったら良かったんだけどな……生あい憎にくとそんな簡単な話じゃねえんだ。そもそも、まだ死んでねえしな。今も日本本土の方でピンピンしてるだろうぜ」
　と、暁月は苦笑。
「そのトンデモなバアさんと、ちっとばかしハードな賭けをする事になってな。それに何とか勝てたお陰かげで、それなりの金を貰えたって訳だ」
「それなりのお金って？」
　美兎からの問いに、暁月は肩かたを竦すくめながら教えてやる。
「そうだな……お前らが俺の懐ふところを気にして、変な遠えん慮りよをする必要はない程度だな」
　笑いながら、
「だからまあ、よっぽどアホな無む駄だ遣づかいさえしなけりゃ普通にやっていけるからよ──安心して良いぜ」


　──そして、凰沢家の財政事情の話はそこで終了となった。
　気を取り直した美兎達は、日用品の買い物を再開する。
　すると、ふと立ち寄った雑貨店で、美兎の眼に留とまるものがあった。
　それは動物の顔を可愛らしくデフォルメした、陶とう器き製せいのマグカップだ。
「わぁ……」
　とっさに声が出てしまった。これは可愛い。
　数種類の動物のどれもが、女の子の心をくすぐるデザインで。
　美兎は思わずその内の一つを手に取った。手て触ざわりも最高なそれは、兎うさぎのカップだ。
　自分の名前に使われている文字の意味は、暁月から教わっている。
　だから、出で逢あえた事がまるで奇き跡せきのように。美兎は愛いとおしいものを見る目で、マグカップを眺ながめ──しかし裏底に貼はられた値札を見て、ふっと表情を曇くもらせた。
　一個八千円。職人のハンドメイドだろうか。かなり強気な価格設定だ。
　……無駄遣いはダメ、無駄遣いはダメ……。
　家にカップがない訳ではないのだ。
　苦くし笑ようと共に溜ため息いきを漏もらし、そのまま棚たなに戻そうとすると、
「へえ、動物のマグカップか……結構良くできてるな」
　突とつ然ぜん暁月の手がひょいと伸びて、横からカップを優やさしく奪った。
「あ……」
　美兎は思わず、しまったと思う。先程、お金の話で一度失敗しているというのに。
　折角この場の空気が、普通に戻ったというのに。今度はこんな高いものを欲しがっていたところを見つかってしまうなんて、自分は何てタイミングが悪いのだろうと。
　すると暁月が、気付いて欲しくなかった裏底の値札を見て、
「ふーん……」
　感情の読めない呟きを漏らした。それを聞いた美兎は慌てて、
「あ、あのね。確かに可愛いんだけど……」
　でもちょっと高いから──そう言おうとして、しかしそれより先に、
「おーいリスティ、ちょっとこっち来いよ」
　暁月が、少し離れた場所で別の雑貨を見ていたリスティを呼んだ。
　いけない。買ってくれようとしている流れだ。それも美兎とリスティの分を。
　こんなに高いマグカップなのに──自分が欲しがったせいで。
「ねえ、止めようよ……高いよこんなの。マグカップなら家にもあるし……」
「何を遠慮してんだ、そりゃ家にもカップはあるけどよ……」
　焦あせる美兎に、暁月は兎のカップを優しく手て渡わたしてくれながら、
「お前が欲しいって思ったのは、家にあるのじゃなくて、今ここにあるコレなんだろ」
「ダメだよ……忘れたの？　先刻自分で言ってたでしょ、無駄遣いは駄目だって……」
「無駄遣いはな……けどこれは、別に無駄遣いにはならねえだろ」
　と、穏おだやかな表情で暁月。
「お前が本当に欲しいもので、それをお前は決して無む駄だにするようなヤツじゃねえんだ。だから、これは無駄遣いなんかにはならねえよ……だろ？」
「それは……でも、だけど──」
「──どうしたの？」
　まだ美兎が躊躇ためらっているところへ、リスティがやって来た。すると暁月は笑いながら、
「ああ、新しいマグカップを買う事にしたんだ……お前も好きなの選んで良いぞ」
「そうなの？　どうしようかな……」
　突とつ然ぜんの提案にリスティはしばし思案して、ふと美兎の手にあるカップに眼めを留めた。
「……あら、それ動物？　へえ……可愛いわね。他にどんなのがあるの？」
　当然の反応だった。女の子でこれを可愛いと思わない者は少ないだろう。
　高いと思わない者が、少ないのと同じように。だから、
「えっと……──あ」
　思わず美兎が言葉に詰まっていると、頭を優しくポンポンと叩たたかれた。
　暁月だ。そしてリスティに、
「こっちに他の動物のがある、好きなのを選ぶと良いぜ。あと、ついでに俺の分も二人で選んでくれ……仲間外れは寂しいからな」
　そう言って、その場を離れていく。その背中へ、
「あっ──ありがとうっ！」
　とっさに美兎は呼よび掛けた。マグカップを胸に抱くようにして。
　伝える。遠慮の言葉ではなく、感謝の言葉を。心の底から。
　この手の中にあるものと、そして暁月の想いを、自分はきっと大切にするからと。
　これまで暁月が美兎にくれた──沢山のものと同じように。
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　その後、リスティ・シェルフィードは、美兎と共にマグカップを選び終えた。
　兎を選んだ美兎に対し、リスティは幾つかある種類の中から猫ねこを選択。
　そして暁月には、狼おおかみのマグカップを選んだ。
　別に孤こ高こうの一匹狼とか、そんな格好の良い理由ではない。
　単に「男は狼」を地で行く、スケベな暁月にピッタリだと思ったからだ。
　そして店を出る頃ころには、時刻は午後の一時を回っていて。
　暁月の提案で、リスティ達三人はレストランのある上層フロアへと移動を始めた。
　エスカレーターという名の、機械仕じ掛かけで動く階段の前で一いつし瞬ゆん立ち止まっていると、
「──ほれ、行くぞ」
　声がしたのと同時、リスティは暁月に腰こしを抱だかれた状態で、ステップの上に立っていた。
「あ……」
　それは暁月がしてくれた、何気ない気き遣づかいで。
　ごく自然な感じで暁月に触ふれられて、リスティは小さな声を漏らした。互いに寄より添うようなその体勢は、かつてアレイザードを共に旅した時よりも、ずっと近い距きよ離り感だ。
　あの頃はまだ自分と暁月の間には、レオンの存在と彼の死が障害になっていて。
　近くて遠い微びみ妙ような関係が、リスティと暁月の距離感だった。
　──だが、今はもう何の障害もない。女王という立場も、最早過去のものだ。
　想いだけで──想うだけで、今のリスティと暁月はどうにでもなれるのである。
　こちらの世界に連れて来られる時。転送シールが発動した事で、最早リスティの気持ちは、言い訳不能な状態になっているのだから。
　そう思ったら、途と端たんに暁月を意識してしまって。
　……やだ、私……。
　抱かれた腰の辺りが、くすぐったい熱を持ってゆくのを感じる。
　暁月の手はリスティの腰だけでなく、ほんの僅かにお尻しりの方にも掛かっていて。
　だけど、それを指し摘てきするのは恥はずかしいし、意識している事を気付かれたくもない。
「………………んっ」
　だからどうにも落ち着かないまま、リスティは小さく身をよじった。
　しかし暁月の手は、微塵も動くことはないままで。
　リスティは思う。恐おそらく今、自分の顔は赤くなっているのだろうと。その顔は隣の暁月にも、二つ手前のステップに立っている美兎にも、気付かれると恥ずかしい表情だ。
　だけど──暁月に触れて、暁月の温もりを感じられる今の距離が、リスティには幸せで。
　ほんの少しだけ自分の身体を、暁月の方へと預けてみる。
「……………………」
　それはリスティ・シェルフィードが、勇気を出して踏ふみ出した小さな一歩。
　きっと暁月は気付かない。でもそれで構わないのだ。
　リスティだけが知っていれば良い。暁月との距離を、自分から少しだけ縮められた事を。
　だから、
「ほれ、降りるぞ……」
　暁月の声に促うながされ、リスティは自然と言葉を返していた。
「うん……ありがと」
　そして暁月と共に前へと一歩を踏み出すと、少し先を歩き始めた。
　半歩後ろで、暁月が意外そうな顔をしているのが何となく解わかる。
　リスティに素す直なおにお礼を言われて、ちょっと驚いたのだろう。
　……でも、振り返かえってなんかあげないからね……。
　ふふ、とリスティは微笑んだ。
　幸せで赤くなったこの顔を見せてやるのは、まだ少しばかり早いだろう。
　暁月の事は好きだけど──リスティ・シェルフィードは、まだまだ素直じゃないのだ。


　上層階にあるレストラン街に到とう着ちやくすると、多くの人の姿があった。
　ランチタイムもやや終わりに近づいてきているとはいえ、今日は休日だ。
　どの店も評判が良いのか、外に並んだりなどして待たされている客の姿があった。
　二十を超こえるテナントを案内する、平面ホログラムの掲けい示じ板ばんを前に、
「──で、どうするの？」
　この世界の初心者であるリスティが、暁月と美兎に問い掛けた。すると、
「これだと、混雑具合はどこもそう大差はねえな……」
　と暁月。
「何か食いたいものとかあるか、お前ら？」
「そう言われても、私はまだこっちの世界の食べ物がどんなものがあるのか、あんまり知らないもの……答えようがないわよ」
「大おお雑ざつ把ぱなジャンル位なら言えるだろ。肉か魚かとか。あっさりしたもの、こってりしたもの──とかよ」
「そうだけど……私は二人に任せるわ、美お味いしければ何でも良いし──美兎ちゃんは？」
「ボクも何でも良いけれど……」
　と美兎。
「リスティさんが食べ方で迷っちゃうようなものは、なるべく避さけた方が良いと思うな」
「ふむ、それなら洋食系を攻せめるとするか……良し行くぞ」
　何件か当たりを付けたのか、歩き出した暁月の後を、リスティは美兎と共に付いてゆく。
　そして候補に上げた中で、一番待ち時間が少なそうな店へと足を踏み入いれた。
　それでも中に入ると、外から覗のぞいていた時よりも店内は混雑していて。
　リスティ達の前にも、何組かの客が案内を待っている状態だった。
「ま、ランチタイムは回転が命だからな……すぐに呼ばれるだろ」
　暁月はレジの横に設置された案内待ちシートに、名前や人数などを書き込むと、
「ちょっと便所に行ってくる。大だい丈じよ夫うぶだとは思うが、もし俺が戻る前に客がはけて順番が来たら、お前らだけで先にテーブルに案内して貰え」
「うん、解った……そうするね」
　美兎が了りよう承しようの頷きを返すと、暁月はふらりと店を出て行った。
　そんな暁月の背中を見送ったリスティは、ふとあるものに気が付いた。
「──────」
　それは自分の隣となりで、同じように暁月の背中を見つめる美兎の表情だ。
　暁月の姿が見えなくなった後、美兎はゆっくりと眼を伏せて。そして、先さき程ほど暁月に買ってもらった自分の分のマグカップが入った紙かみ袋ぶくろを、そっと胸に抱いたのである。
　幸せそうな微びし笑ようを浮うかべながら。
　そして──その表情を目まの当あたりにしたリスティは、
　……好きなんだ、本当に……アカツキの事が……。
　美兎の中に、自分と同じ想いがある事を改めて確かく認にんして、その事実に──少しだけ胸を切なくする。だけど。その想いを、今は言葉にしたくなかったから。
　それ以上、深く考える事を止めた時だった。
「──チッ、邪じや魔まだ！　どけっ！」
　店の入口から、乱暴な声と共に二人の青年が入ってきた。
　その威い圧あつ的てきな雰囲気に、他の案内待ちの客はとっさに壁かべ際ぎわへと避ける。
　リスティもまた、美兎と共に道を開けながら、
　……どこの世界にも居るのね、こういう奴やつらって……。
　冷たい眼まな差ざしを青年達へと送った。どうやらチンピラやゴロツキといった類は、どこの世界も同じらしい。こういう連中は、関かかわらないに限る。
　リスティは、青年達を空気と同じように思う事に決めた。ところが、
「おいおい、何だよこの順番待ちの数は……どんだけ待たせる気だよ」
　案内待ちのシートを見た片方の青年が、苛いら立だたしげな声を上げた。すると、
「何言ってんだ。こんなもん、こうすりゃ一発だろ」
　そう言って、もう一人の青年が暴挙に出た。先に書かれてあった、他の順番待ちの客の欄らん──その全すべてに横線を入れたのだ。その中には、当然暁月が書いたものもあって、
「なっ──」
　思わずカッとなるリスティの前で、
「ほらな、楽勝だろ？」「おいおい、悪い奴だなお前は」
　などと、二人の青年達は笑い合っていた。だから、
「──ちょっと！」
　とっさにリスティは、怒いかりの声を上げた。馬鹿は放っておくに限るが、これは許せない。
「ふざけた真ま似ねしないでよ──みんな順番で待ってるんだから！」
「あァ？　何だコイツ……」
　ギロリとこちらを睨にらむ青年達に、しかしリスティは一歩も引かなかった。
　間ま違ちがっているのは向こうの方だ。こちらが引く道理はない。他の客は見て見ぬフリをしているが、こういう輩やからは放っておけばどこまでも図に乗るだけだ。しかし、
「き、気持ちは解るけど、揉もめ事ごとはマズイよ……リスティさん」
　リスティの服の袖そでを軽く引きながら、美兎が小声で囁ささやいてくる。
「ボク達は、こっちの世界ではなるべく目立たないようにしないと」
「あ……」
　そうだ。自分達が異世界から来た事は、万が一にも周囲に知られる訳にはいかない。
　そうしたリスクを可能な限り避けるためにも、暁月や友人達は慎重に動いてくれているのだ。特にリスティは、まだこちらへ来たばかりで、公式の素すじ性ようや立場を得ていない。そんな時に下手な騒さわぎを起こせば、自分から目を付けて下さいと言っているようなものだ。
「……っ」
　暁月達に迷惑を掛けたくないという想いと、眼の前の蛮ばん行こうを見み逃のがしたくない想いの狭はざ間まで、苦い表情になるリスティに、
「へえ……生意気な事を言うからどんなドブスかと思えば、可愛いじゃん」
「おっ、連れの娘もレベル高ぇ。エロい身体して……グラビアアイドルか何かか？」
　こちらの容姿を気に入ったのか、青年達はジロジロと無ぶ遠えん慮りよに見てくる。
　いやらしい視線から逃れるように、隣の美兎が腕うでで胸の辺りを隠かくしながら、
「あの……ボク達、別に貴方あなた達と争あらそうつもりはないんです。ただ他のお客さんも居るし、順番は守って欲しいなって……」
　こちらの主張を伝えつつその場を収めようとするが、青年達は聞く耳を持たなかった。
　ニヤニヤと笑いながら「良いじゃん」「細かい事言うなよ」などと、リスティ達に近寄ってくる。
　……ダメね、これは……。
　やはり馬鹿には言葉が通じない。思いっきり張っ倒たおしてやりたいところだが、それでは暁月達に迷惑を掛けてしまう。だからリスティは嘆たん息そくして、
「出ましょう、美兎ちゃん……無理にこの店で食べる必要はないもの。外で待ってたら、すぐにアイツが来るわ。そうしたら、別のお店に行きましょうよ」
「う、うん……そうだね」
　頷く美兎の手を引いて、店の外へ出ようとした。すると、
「──おい、待てよォ」
　青年達の一人が、強ごう引いんに美兎のもう片方の腕を取った。
　それは美兎が、大切な荷物を持っていた手で。
「あっ──」
　呆ぼう然ぜんとも取れる、美兎の短い声をリスティは聞いた。とっさに背後を振り返ったのと、美兎が手に持っていた物が床ゆかに落下したのは、ほとんど同時で。
　そして──明らかにそれと解る、乾かわいた破は砕さい音した。
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　フロア自体が混こんでいるという事は、その階のトイレも混雑するのは必然で。
「やれやれ……」
　しばらく並んでようやく用を足し終えた暁月は、手を洗いながら嘆息した。
「それにしても──ガキだな、俺も……」
　思わぬタイミングで父と兄の話題になったとはいえ、あんな反応をしてしまうとは。
　表情や口調こそ冷静ではいられたが、感情が抑おさえきれずに外へ漏れてしまった。あの様子では、美兎やリスティには間違いなく気付かれてしまっただろう。
「まあ、アイツらに隠すものでもねえけどな……」
　苦笑しながら、凰沢暁月は思う。自分と運命を共にしようとしている女の子達がいる。
　ならば──そろそろ彼かの女じよ達には、こちらの事情を説明する頃かもしれないと。
　暁月がやろうとしている事は、己おのれの譲ゆずれぬ意地から来るものだ。
　それは言ってしまえば、世界を敵に回す壮そう大だいな我わが儘ままで。当然大きな危険も付きまとう。　そんなものに、何も知らせないまま彼女達を巻き込むのは、暁月の流りゆ儀うぎに反する。
　きちんと説明をした上で、彼女達にはどうするかを選ばせるべきだろう。
「──良し」
　だから凰沢暁月は決断する。春休みの間に、話をする機会を設けようと。
　タイミングとしては、千影達が泊とまりに来た後が良いだろう。
　あれは美兎達が、楽しみにしている約束だ。水を差すような真似はしたくない。それこそ、もし先に話をしたら──メンバーが欠けてしまう可能性も、ゼロではないのだから。
　そして。心も身体もすっきりしたところで、暁月はトイレを後にした。すると、
「お──」
　視線の先──十五ｍほど前方の宙を高速で横切っていく物体を目もく撃げきする。
　常人では捉とらえられない速度。しかし、暁月の眼ははっきりとそれを視し認にんした。
　ガラの悪そうな、二人の青年だった。彼かれらはそのままフロアの壁へき面めんに激げき突とつ、辺りに轟ごう音おんを響ひびかせて。すぐに何事かと、フロアや各店にいた客がざわめき出だした。
「……こりゃ、すぐに昼飯は無理そうだな」
　青年達が吹ふっ飛とんだ軌き道どうを遡さかのぼると、美兎とリスティを待たせているレストランがあって。
　何となく事情を察した暁月は、やれやれと呟いた。完全に意識を失って倒れている青年達を、チラリと横目で見ながらレストランへと戻ってゆく。
　そして店内に足を踏み入れると同時、確信を苦笑に変えて問い掛けた。
「どうした、お前ら……何があった？」


　暁月の予想は的中した。
　ガラの悪い青年達を吹っ飛ばしたのは、美兎がやった事だという。
　てっきりリスティの仕し業わざと思っていたので少々意外だったが、理由を聞くと納なつ得とくできた。
　何でも、買ったばかりのマグカップを割られてカッとなり、反射的に疾しつ風ぷう魔ま法ほうを使ってしまったらしい。かなり気に入っていたようだから、まあ無理もないだろう。
　だが──結構な勢いで壁かべに激突したものの、青年達にそれ程大きな怪け我がはなかった。
　異世界から帰き還かんした者達が暮らす特別自治区。その中で、最も人と金が集まる商業地区のショッピングモールなのだ。当然ながら犯罪やトラブル防止の目的で、バベルの敷しき地ち内ない程ほどの高性能ではないものの、施し設せつや設備には対物理・魔法の結界が張られていて。
　衝しよ撃うげきの轟音こそ大きなものではあったが、深刻な怪我には至らなかったのである。
　しかし騒ぎを起こしてしまった以上、そのまま見逃される訳もなく。暁月達は、程なくして駆かけつけた警備員によって別室へ連れられ、そこで事情を説明する羽目になった。
　とはいえ、青年達が問題行動を起こしていた事は他の客も多数目撃しており、簡単な小言程度の注意を受けただけで済んだが。そして帰ろうとした暁月達に、
「最近この手のトラブルが多くてね……《保安隊ピースアイ》の連中がピリピリしてるんだ。君達もおかしな事に巻き込まれないように注意しなさい」
　警備員の一人が、溜め息混じりに忠告してきた。
　──一言で異世界から戻ってきた者と言っても、会え得とくした能力や実力は様々だ。
　だからこそバベルでは、その実力に合わせたクラス分けがされている。
　そして高い実力を持つ者や、適正がある者は、高等部の卒業後は大学に進学したり、バベルの職員として働くようになる。だが、それは限られた者の話だ。
　よって大たい抵ていの者は、特別自治区内で職を見つけるのだが、最近の若者の間では定職に就つかない者が増加傾けい向こうにあった。そうした者達は、学生時代に得た危険手当の貯蓄を崩くずして、自由気ままな一種のモラトリアム的生活を送っている。
　──しかしその中には、問題を起こす者もいた。異世界に召喚され、僅わずかながらでも一いつ般ぱん人じんとは異なる力を手にした自分は、あたかも特権階級を得た特別な存在であるかのように横暴に振ふる舞まう者。そして異世界での経験が心的外傷となり、不安定な精神状態で社会に溶とけ込めない者だ。今回、美兎達にちょっかいを出してきた青年達は前者に当たる。
　そうした《不ア適ウ合タ者ー》と呼ばれる若者達は犯罪に手を染める確率が高く、特別自治区内の警察ともいうべき治安組織《保安隊ピースアイ》は警けい戒かいを強めていた。
「私達には決して得られない、特別な力なんだ。正しく使って、社会に役立ててくれるのが、能力者なんて偏へん見けんをなくす一番の方法だと思うんだがね……」
　警備員の寂しげな言葉は、異能の力を持つ者達の過か酷こくな現状を物語っていた。
　特別自治区内で暮らす一般人は、接する機会の多い能力者への免めん疫えきと理解を持っている。
　だが特別自治区の外──一般の社会では、異世界からの帰き還かん者しやを受け入れる体制は整っていない。人の限界を超えた力を持つ者は、普通の人間からしてみれば畏い怖ふの対象でしかないのだ。とはいえ旅行などで、特別自治区の外に出ている時に能力を使って犯罪を起こせば、一般社会の平和を乱したとして、すぐさまテロリストと認にん定ていされて厳げん罰ばつに処される。そのため、外で深刻な事件が起きる事はほとんどない。特別自治区の外で能力を使うとすれば、それは戦場に派兵された者。または職務上で必要に迫せまられたバベルの職員。
　そして──バベルや世界を敵に回した、国際指名手配級のテロリストだけだ。
　異世界から帰還した者にとってこの世界は、偏見に満ちた閉へい鎖さされた社会の側面を持っているのである。
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　東とう京きよ湾うわんに浮かぶ特別自治区内には、島内を移動するための公共交通手段が幾つかある。
　最も一般的なのは、様々な交通ルートが存在し、停留所の数が充じゆ実うじつしているバスだ。
　そしてその他には、要所に駅を設置しているモノレールなどもあって。
　現在、暁月達はショッピングモールの、最も寄より駅のホームに立っていた。
「やれやれ、ついてねえな……」
　平面ホログラムに表示された運行ダイヤを見ながら、凰沢暁月は嘆息する。行きはスレイプニルの三人乗りでここまで来た暁月達が、モノレールの駅に居るのには理由があった。
　あの後──警備員室を後にした暁月達は、まずマグカップを購こう入にゆうした雑貨屋へと戻った。
　美兎が割ってしまった、兎のマグカップを買い直すためだ。
　ところが他の種類のものは残っているのに、兎のマグカップだけは暁月達の買った物が最後の一個で。もし買うならば取り寄せるしかなく、しかしデザイナーのハンドメイドのため、入にゆ荷うか時期は読めないとの事だった。
「……それだけでも、運が悪いってのに」
　ところが──悪い事はさらに重なるもので。
　気分を変えようと、スレイプニルで移動する事にしたのだが、駐ちゆう車しや場じようへ戻ると何故か保安交通隊員が、スレイプニルをレッカーして行く所だった。事情を訊きくと、スレイプニルの登録申しん請せいは二人乗りでされており、現在のサイドカーが付いた三人乗り仕様は、違い反はんになってしまうのだという。だから暁月は、スレイプニルを管理し、登録申請も行なったバベルの研究者・久く保ぼ田た灰かい人との名前を出した。スレイプニルの車体は精神感応石製のため、形状が変化する事は、特記事じ項こうで記き載さいされている筈はずだと。ところが保安交通隊員からは、照会してもそんなデータは出て来ないと言われてしまい。違反切きつ符ぷを切られた挙げ句、後日家にある登録証明証を持って、保安署へ引き取りに来るようにと言われた。
　そして帰りの足を奪われた暁月達は、仕方なくモノレールで帰る事にしたのである。


　待つ事数分──程なくしてモノレールが、駅のホームへと入ってきた。
　扉とびらが開くと同時に、暁月は美兎とリスティを伴ともなって車内へ乗り込むと、
「まあ、たまには電車ってのも悪くないもんだぜ……窓からの景色も良いしよ」
　と、明るい口調で二人に声を掛ける。ところが、
「……………………」
「……………………」
　美兎とリスティから返って来たのは、重い沈黙だけだった。
「やれやれ──っと」
　肩を竦めた暁月は、後続の客の波に押おされて車内の奥おくへ。そのまま美兎やリスティと共に、反対側の出入り口の前まで押しやられると、発車のベルと共に背後の扉が閉められて。
　そして、ゆっくりとモノレールが動き始めた。
「ほれ、外を見てみろよ……結構良い眺めだろ」
　地上から高い位置を走るモノレールからは、商業地区を見下ろせるのと同時に、その先に広がる東京湾までをも眺める事ができた。
　それは暁月が、美兎とリスティに見せてやりたかった風景だ。
　間違いなくバスよりも、気分転てん換かんにはなる筈で、
「とはいえ、電車ってのは痴ち漢かんの遭そう遇ぐう率がバスよりもかなり高いからな。お前らは目立つ外見なんだし、狙ねらわれやすいだろうから、俺おれと一緒の時以外はなるべく使うなよ」
　暁月は自分の前──出入り口のドアの前へ二人を行かせると、背後を守るように立って、
「──下手すりゃ、先刻みたいな馬鹿にまた絡からまれるかもしれないからな」
　そう告げた瞬しゆ間んかん、
『──────っ』
　先さき程ほどの一件を思い出したのか、美兎とリスティは一いつし瞬ゆん肩かたを震ふるわせると、さらに重たい空気を背せ負おい始めた。どうやら自分達が問題を起こした事が、よほど申し訳ないらしい。
　……ったく、気にする事はねえんだがな……。
　いざとなれば、暁月にはどんな問題からも二人を守る覚かく悟ごがある。
　だからあの程度の些さ細さいな問題など、別に気に病やむ必要はないのだが。
　……まあどっちかって言うと、ショックなのはマグカップの方なんだろうが……。
　兎のマグカップの在庫がなかったため、仕方なく暁月は代わりの物を買うように美兎に勧すすめた。ところが余よ程ほど気に入っていたのか、すっかり落ち込んだ状態の美兎は、暁月の提案に静かに首を横に振ふって。ならばとリスティが気を遣い、自分や暁月のマグカップを返品しようとしたのだが、今度は店員から「それはできない」と言われてしまい。結果として美兎のマグカップだけがないという、何とも後味の悪い感じになってしまっていた。
　そのため、チンピラのせいでマグカップを割ってしまい、彼らを吹っ飛ばして問題を起こしてしまった美兎も。チンピラを注意した事でそもそものトラブルの発ほつ端たんを作り、結果として美兎のマグカップを割る原因を作ってしまったリスティも。二人揃そろって、すっかり意い気きし消よう沈ちんしていて。レストランの代わりに三人で入ったハンバーガー屋では、普ふ段だんはいつでも明るい店内の空気を、どんよりと重たいものにする迷めい惑わくな客になっていた。
　暁月は思う。あそこは自分が好きな系列の店で、店にも店員にも何も悪い所はなかったが──今日食べたハンバーガーは、これまでの人生の中で最悪の味だったと。
　……いい加減、何とかしねえとな……。
　このままでは、家まで重たい空気を持って帰る事になる。だが下手に部屋へ閉じ込もりでもしたら、余計に気分が沈んでしまいかねない。
　暁月がどうしたものかと思案していると、
「──────」
　高層ビルの陰を通った時。眼の前にある扉のガラスに、自分が決して見過ごせないものが映っていたのを、暁月は見た。
　こちらに背中を向けている、二人の少女の顔──そこに、確かに光るものがあって。
　だが。美兎の頬を流れ、リスティの瞳ひとみの端はしに浮かんでいたそれを。
　凰沢暁月は、決してそのままにはしない。己の意地と──そして譲れぬ美学に掛けて。


「あんっ……──っ!?」
　いきなり背筋に甘あまい痺しびれが走ったリスティは、自分でも驚くほど艶つやっぽい声を上げた。
　そして慌てて口を噤つぐむと、自分の身に起きた出来事をすぐに理解する。
　リスティ・シェルフィードは尻を揉まれていた──すぐ真後ろから。
　その犯人が誰だれかなど考えるまでもない。
　……全く、この男は……。
　リスティは羞しゆ恥うちに顔を赤くしたものの、しかしすぐに犯人を──暁月を怒ど鳴なったりはしなかった。暁月が何を考えて、こんな真似をしているのか解ったからだ。
　──恐らく暁月は、自らが悪役を買って出る事で、落ち込んでいるでいるリスティを慰なぐさめようとしてくれているのだろう。
　現在の気まずい状じよう況きようを作ってしまったのは、トラブルの原因を作った自分のせいだとリスティは思っている。そんな自分が、少しでも嫌いやな気持ちを忘れられるように──心を楽にできるようにと、お得意のセクハラを始めたのだろう。リスティはその気持ちを有あり難いとは想おもいつつも、やはり感謝よりも羞恥の方が勝ってしまう。どう考えても公共の場で、さらには公衆の面前で、堂々と女の子の尻を揉んではいけないだろう。
　だからリスティは自分の瞳の端に浮かんでいた物をそっと指で拭ぬぐうと、深呼吸を一つ。
　顔を赤くしながら、そっと背後を振り返り、
「あ、アンタね……こんな所で、何しでかしてくれてるのよ」
　隣の美兎に気付かれないように、小声で暁月の行こう為いを咎とがめると、
「口で言っても解らない奴は、痛い目に遭あって解らせるしかねえだろ」
　背後からは、しれっとした声が返って来た。
「俺はお前らの事を心配して、電車での痴漢の危険と脅きよ威ういについて教えているのに、人の話を全く聞かないお前らと、お前らの尻が悪い。だからお仕置きとして、お前らのけしからん態度とその尻に、たっぷりと教えてやる。車に比べれば安全なんてのは嘘っぱちで、電車ってのがどれだけおっかねえ乗り物なのかをよ」
「ちょ、ちょっと……──やっ」
　困こん惑わくするリスティの声を無視して、こちらのスカートの中へ暁月の手が入ってきた。
「んっ……や、ん……ふ、……んっ」
　こんな所を周囲の乗客や、それこそ美兎に気が付かれる訳にはいかない。
　下着の上から尻を揉みしだかれたリスティは、何とか声を抑えようと必死に唇くちびるを噛かんだ。
　……やだ、私……こんな人の居る場所で、お尻で感じて……っ。
　本来尻という場所は、個人差こそあれ、触れられてもそれほど強い快楽を得てしまうような場所ではない。あるのはただ、恥ずかしいという感覚で。
　あくまで、尻を触さわられている──そんな羞恥の事実に、躰からだが震えてしまうのだ。
　だが先程までは仄ほのかでしかなかった快感を、今のリスティは、はっきりと認にん識しきできるようになっていた。それは恐らく暁月の錬れん環かん勁けい氣き功こうのせいだ。リスティは自分の躰の中に、じんわりと暁月の氣が巡めぐって行くのを感じながら、チラリと横目で隣の美兎を窺うかがう。
　どうか気付かれませんように、と願いながら。すると、
「────っ」
　隣で繰くり広ひろげられている光景を眼にして、リスティは思わず息を呑のんだ。
　美兎もまた、リスティと同じように暁月に尻を触られていたのだ。
　スカートの中に手を入れられているところも、全く自分と同じで。
　そしてリスティは、先程の暁月の言葉を思い出す。
『──お仕置きとして、お前らのけしからん態度とその尻に、たっぷりと教えてやる』
　そうだ。暁月はあの時、「お前ら」と言っていた。
　確かに考えてみれば当然だ。リスティが現在の気まずい状況を自分のせいだと思っているのと同じように。美兎もまた、マグカップを割られた事と、それによって逆上してトラブルを起こしてしまった自身の行動を、ひどく後こう悔かいしていたのだから。
　そして。そうやって悲しみに暮れたままの美兎を、暁月が放って置く訳がない。
　だからリスティは、自分と同じようにされている美兎の横顔を見て、
　……凄、い……。
　同性の自分が思わず息を呑んでしまうような、快楽に艶なまめく美兎の表情を目の当たりにして──リスティは初めて、凰沢美兎を『少女』ではなく『女』なのだと認識した。
　暁月のベッドに潜もぐり込んだり、ショッピングを楽しんだり──マグカップで一いつ喜き一いち憂ゆうしたりしていた時の彼かの女じよは、少女として年相応のあどけなさを残していたというのに。
　今──こうしてリスティの隣で、暁月の手で感じている美兎は、間違いなく女で。
「…………っ」
　リスティはゴクリと喉のどを鳴らした。
　口の中に溜まっていたトロリとした唾つばを飲み込むと、背筋がぶるりと震えて。
　……どうしよう。私も、こんな……。
　リスティは、思わず想像してしまう。
　もしかしたら、今の自分も──美兎と同じ顔をしているのではないかと。そう思ったら、
「～～～～～～っ」
　途端に躰の奥が熱を持った。
　リスティ・シェルフィードは自覚する。自分の躰に今──火が付いてしまったと。
　だから、これ以上は危険だとリスティは判断。もしこれ以上を許したら、本当に自分はおかしくなってしまう。きっと美兎だって同じ筈だ。
　だから暁月を注意して、この悪いた戯ずらを止めさせようと思うのに。
「………………っ」
　何故かリスティの口からは、暁月を制止する声が出なかった。だってそうだろう。
　自分と同じ事をされている美兎は、まだ我が慢まんしているのだ。それなのにリスティだけが、暁月の行為を咎めたら──まるで美兎の方がより暁月を受け入れているみたいで。
　それでは自分は暁月への想いで、美兎に負けてしまっているようではないか。
　……でも、どうすれば……。
　いつまでも、このままではいられない。快感に耐たえながらリスティが思おもい悩なやんでいると、しかし暁月は容よう赦しやなく、リスティをさらなる羞恥と快楽へ追いやり始めた。
　リスティの尻を触っていた暁月の手が、ショーツの上から内側へと滑すべり込んできたのだ。
「そ、そんな……駄だ目め、駄目よアカツキ……」
　ギョッとなり、思わず声が震えて。リスティが恥ずかしそうに、腰を左右に揺ゆらすのに、
「確かに駄目だな──痴漢相手にそんな風に尻を振ったら、悦よろこんでると思われるぜ？」
　こちらの耳元でそう囁くだけで、暁月の手は止まらない。
　そして伸しん縮しゆ性くせいのある生き地じによって、暁月の手がリスティの尻へとぴったりと押し付つけられた。リスティの尻の形を──そのラインを、はっきりと教えるように。
　だからリスティは、今こそ理解する。女性にとって下着という存在が、どういう意義を持つかを。要は下着は、女性としての聖域を守る鎧よろいなのだ。異性や、それこそ同性からも決して触れられる事のないようにと。それなのに、
「や、ああっ、ああぁ…………」
　そんなリスティ・シェルフィードの聖域を、暁月がゆっくりと犯おかしてゆく。
　残ざん酷こくな位に優しい手付きで。そして教えてくる──徹てつ底てい的てきに。
　リスティが、暁月がくれる快感に対してどれだけ弱いのかを。
　だから、キスまでしか知らなかったリスティは思い知らされる。
　抵てい抗こうを奪うばうだけじゃない。正気すら失わせるような快感がこの世にはあったのだと。
　そして、
　……これ以上は、私、無理だよ……っ。
　窓に付いていたリスティの両手がズルズルと下がり始めた時。
　ふとリスティの右手を、優しく取るものがあった。
　それは細く柔らかい手──リスティの隣に立つ、凰沢美兎の左手だった。


　凰沢美兎には恥ずかしさはあっても、暁月の手を拒こばむ理由はなかった。
　暁月が買ってくれたばかりのマグカップを割り、さらにはトラブルまで起こして。
　自じ業ごう自じ得とくのクセに、いつまでも意気消沈したままで、場の空気を悪くし続けていた。
　なのに暁月はそんな美兎を気遣って、いつものように悪役を買って出てくれているのだ。
「あっ……んぅっ、ふ……や、あっ……」
　美兎は、背後の暁月が自分にくれる快感──その全てを受け入れながら。
　隣で同じようにされている、リスティの右手をそっと取ると、
「っ…………ん」
　尻を揉まれる事で生まれる強い快感に躰を震わせながら、それでもそっと微ほほ笑えみ掛けた。
　リスティが抱く感情を理解した上で、だからこそ美兎は教える。
　大丈夫──心配は要いらないから、と。
　美兎は知っている。かつての勇者レオン・エスペリオの問題があった事で、暁月とリスティは男と女の関係にはならず、ある程度の距離と節度をもって互たがいに接していたのだと。
　だから、リスティが知らなくても無理はない。
　ふざけてこちらの胸や尻を触ってくる時と、今のこれは違ちがうものなのだと。
　すると暁月の氣が美兎の躰の中に絶え間なく流れ込み、どんどん快感へ変わり始めた。
「ふっ、はあ……んっ、ああ……っ」
　美兎の口から零こぼれた甘い吐と息いきが、眼の前のドアのガラスをいやらしく曇くもらせる。
　そして少しずつ曇りが消えると、そこに映し出されたのは淫みだらで艶つややかな女の表情だ。
　……ボク、こんな恥ずかしい顔してるんだ……。
　言い訳ができない程ほどに感じてしまっている事実に、美兎はゾクリと躰を震わせた。
　だが凰沢美兎は、そんな自分を受け入れようとした。
　暁月がそうやって快感をくれる時──暁月と暁月がくれる快感以外、こちらが何も考えられなくしてくる時。それはいつだって、美兎達たちのためを想っての行為だからだ。
　……そうだよね……。
　凰沢美兎は、これまでの経験で知っている。
　体育倉庫に千影や葛葉と閉じ込められた時。ショッピングモールの下着屋で、美兎が売り物のブラジャーを駄目にした時。ランキング戦の途とち中ゆうで襲しゆ撃うげきしてきた、フィル・バーネットの毒にやられた時や、シェルフィードの娼館メリッサで、誤って美兎と遥が媚び薬やくを飲んでしまった時も。そしてアレイザードでの戦争の最中、前魔ま王おうの娘むすめとしての責任に美兎が精神を張はり詰つめ続けていた時にも。
　いつだって暁月は、美兎の心を楽にしてくれた。いつだって救ってきてくれたのだ。
　それ以上、涙なみだを流したり苦しんだりせずに済むようにと。
　今だってそうだ。暁月がこんな強引な真似をしているのは、あくまでマグカップや不良達とのトラブルで落ち込んでいる、美兎達の心を楽にするためで。
　美兎は理解している。自分達の涙を止めるためなら、暁月は己の考えで何だってする。
　これが──凰沢暁月の鬼畜美学なのだと。
　だから良いのだ。自分達はこの快感を受け入れて、そして溺おぼれてしまっても。
　暁月がくれる、こちらの抵抗を許さないような快感は──彼なりの優しさなのだから。
　──そして、自分と同じように暁月が好きなリスティは、その事実を知るべきだろう。
　無論、美兎にも恥ずかしさはある。今だって、心の底からおかしくなってしまいそうだ。
　……でも。嫌じゃないよ、ボク……。
　ショーツの中に手を入れられて、尻を揉まれて。そして滅め茶ちや苦く茶ちやに感じさせられても。
　恥ずかしいけれど。おかしくなりそうだけれど。でも、それを嫌だとは絶対に思わない。
　好きだから。大好きだから耐えられる。許せるのだ。
　凰沢美兎は、凰沢暁月がくれる快楽を拒まない。
　そして、それはきっとリスティだって同じ筈なのだ。
　だから美兎は教える。リスティへ、もっと自分に素直になっても良いのだと。
　すると、こちらの想いが伝わったのだろう。
「──────……っ」
　明らかにリスティの躰から、緊きん張ちようの力が抜ぬけた。それは、繋つないだ手が柔やわらかくなった事から明らかで。しかしそれでもリスティはまだ、不安を捨てきれていないようだった。
　そして周囲に視線を彷徨さまよわせたリスティに、美兎は彼女が感じている不安に思い至った。
　ここに──モノレールの車内に居るのは自分達だけではない。他の乗客だって居るのだ。
　暁月になら、最悪どんな恥ずかしい姿を晒さらす事になっても構わない。だが、他の人は絶対に嫌だった。こんな恥ずかしい自分達は、暁月以外の誰にも見られたくはない。
　だからリスティが感じていた不安は、美兎もまた感じていたもので。だから、
「………………っ」
　美兎は、切ない表情で暁月を振り返った。他の乗客には、知られたくないと。
　すると暁月は、こちらの表情と息いき遣づかいだけで全てを察して──ふっと微笑む。
「心配いらねえよ……俺の氣は勿もち論ろん、俺を通してお前達の氣もコントロールして、完全に気配を消してある。こうやって喋しやべっていても、周囲の連中が俺達に気付く事はねえよ」
　と暁月。
「だから、安心してたっぷり声を出して良いぜ。嫌な事なんざ全部忘れちまう位に……」
　一息。
「今だけは──お前達は何も考えずに、俺だけを感じていればそれで良い」
　すると、そんな暁月の言葉に、
「んっ、は、あ……ふああぁぁ……っ」
　暁月の言葉に従い、美兎が理性を捨てて快楽だけを求め始めた。すると、
「あ──やっ、ああああぁぁああぁぁぁぁっ!?」
　そんな美兎の姿を見たリスティが、美兎よりも先に大きな嬌きよ声うせいを響かせた。
　ずっと張り詰めていた緊張の糸が、ぷっつりと切れてしまったのだろう。
　だから美兎は、すぐ眼の前で目撃する。
「あ……は、ん……ふぅ……っ」
　恍こう惚こつの表情と共に。リスティ・シェルフィードという少女が──快楽へ堕おちた瞬間を。
　そして、それを見た美兎の興奮もまた、最高潮に達して。
「んっ、んぅぅ～～～──っっ！」
　甲かん高だかい、極きわまった声を上げた。すると全身が、震えるような快感へ変わってゆく。
　頭の中が真っ白になり、意識が飛んでしまいそうな程に、凄すさまじい快楽を躰中で感じて。
「ふ、あ……んっ、は……あ……っ」
「ん……っ、は……ああっ、ん……」
　激しい快楽の余よ韻いんに、美兎とリスティは躰を何度もピクンピクンと震わせた。
　そして──しばらくとすると、全身が甘く心ここ地ちの良い虚きよ脱だつ感に包まれる。すると、
「あ……」
　膝ひざにも腰にも力が入らず、そのまま床にへたり込んでしまいそうになって、
「──おっと」
　そんな美兎とリスティの腰を、暁月が両りよ脇うわきに抱かかえるようにして抱き上げた。
　そして、たくましい腕に抱かれながら、暁月の優しさを美兎が感じた時だった。
　美兎とリスティが着ていたインナーやシャツ──その裾すその下から、暁月の手が中へと入り込んだ。そしてブラジャーの下から滑り込むように、二人一緒に胸を直接揉まれる。
　絶頂の余韻を引きずっていた美兎とリスティの躰は、まだ過かじ剰ように敏びん感かんなままの状態で。
『──ふあぁっ!?　やっ、ああ……ああぁぁぁぁぁぁっっ!!』
　不意打ちのようなタイミングで与あたえられた強い快感は、あっさりと美兎とリスティを再びの絶頂へと押し上げた。


　一回目を上回る高みにまで昇のぼらされたリスティは、呼吸の仕方を忘れていた。それでも、
「ふ、ああっ……は、ふぅ……あ」
　甘い声を漏らす事で、辛かろうじて息を継つぎ──何とか呼吸を再開する。すると、
　……あ……私、何を……。
　刹せつ那なに意識を飛ばし、さらには酸欠にまで陥おちいっていたリスティの脳は、それまでの記き憶おくと正常な思考を奪われていた。解るのは、自分が今とても大きな快楽を得ている事だけ。
　しかし受け流せなかった快感は、やがて呼吸が整ってゆく事で、徐じよ々じよに受け入れられるようになって。苦しさがなくなれば、後はただ──どこまでも気持ち良いだけになる。
「あ──…」
　そこで、ようやくリスティは気が付いた。自分は今、暁月に胸を揉まれているのだと。
　それも服の上からでも、ブラジャーの上からでもなく──素す肌はだの上から直接に。
　だからリスティは思い知る。冗じよう談だん半分に触ふれられるのとは次元が違う。
　本当に胸で感じるというのは──どういう事なのかを。
　そしてふと隣に視線をやると、美兎もまた自分と同じように直接胸を揉まれていて。
　リスティは見る。服の中で暁月に揉まれた美兎の胸が、いやらしい形になっているのを。
　だから、
「やっ……やあ……っ」
　リスティは、暁月の腕の中でいやいやと躰をくねらせた。
　恥ずかしかったからだ。自分の胸は、美兎のように大きくはない。そんな自分の胸と美兎の胸を比べるように同時に触られたら、暁月に魅みり力よくがないと思われてしまう。
　だからリスティは服の上から、自分の胸を揉む暁月の手に、自らの手を重ねた。
　美兎程ほどの胸ではないが──どうか自分の方だけ、放してしまったりはしないでと。
　彼女と同じようにして欲ほしいと。すると暁月は言われるまでもないとばかりに、美兎だけでなくリスティの胸も揉み続けながら、
「おいおい、お前ら……何を一回軽くイッた位で、終わったと勘かん違ちがいしてんだ。こんなもんで済ませちまったら、『お仕置き』にならねえだろうが」
「そ……そん、な……そんな、の……」
　リスティは呆然と呟つぶやいた。幾いくらお仕置きとはいえ、幾ら自分達のためとはいえ、これ以上まだこちらの正気を奪うような快楽を与えるつもりかと。すると暁月は、
「あのな──お仕置きってのは罰ばつじゃねえ。愛情なんだよ」
　それは「怒おこる」と「叱しかる」の区別を語るように、
「一回イカせるのは叱るための準備で、ただの義務。そこで許さずに、二回目をイカせて初めて罰になる。だがそこで終わらせちまう奴は、お仕置きのなんたるかを解ってねえ。義務を果たし、罰を与えただけで終わったら──そこに愛がねえだろ、愛がよ」
「あ、愛……？」
　リスティの隣で、美兎が呆然と暁月が言った愛を問う。すると暁月は慈愛の笑みで、
「止めだよ。三回目で優しく止とどめを刺して、許して──それでようやく愛のあるお仕置きになるんだ」
　だから暁月は、この『お仕置き』を愛あるものへと向かわせ始めた。恍惚に意識を蕩とろけさせたまま、並んで胸を揉まれているリスティと美兎の躰を密着させたのだ。
　すると顔の横で、リスティと美兎の敏感な部分が重なり合い、一つになって。
「あ……」
　隣の美兎がゴクリと喉を鳴らしたのを、リスティは聞いた。
　そして、リスティもまた理解する。暁月が一体これから、何をしようとしているのかを。
　くっついた頬ほおを通して、リスティと美兎が互いの熱を感じていると、
「さて──それじゃあ覚悟は良いな」
　耳元へ囁く声が吐息となり、首筋をくすぐって。
「あ、ああ……」
「っ……ん……」
　それだけで、リスティと美兎はゾクゾクとした快感に全身を打ち震わせる。
　自分達はこれから、暁月の言う愛を心と躰に刻まれてしまうのだと。
　そして次の瞬間──重なり合ったリスティ達の耳たぶが、味わうように甘く噛まれて。
『～～～～～～～～～～っ』
　リスティと美兎は同時に、絶頂の先──正体を失うような忘ぼう我がの彼方かなたへ昇らされた。
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　それからしばらくして──激しい絶頂から美兎とリスティがどうにか立ち直った頃。
　暁月達が立っている側の出口が開く駅へ、モノレールが到着した。
　自分達が降りるのは次の駅だが、しかしこれは良い機会だと暁月は判断。
　だから暁月は、美兎とリスティをそれぞれドアの両脇に立たせると、
「良いか、お前ら──車内が混雑している時に、出入り口の傍そばに立っている時はな」
　ドアが開くと同時に、モノレールを降りる人の波の先頭に立って一いつ旦たん外へ出て、
「こうやって電車の外でドアの脇わきに立って降りる客を流して、もう一度戻もどって来るんだ」
　それが電車のマナーだ、と暁月はニッと笑う。
　すると、どういう訳か美兎とリスティは俯うつむき、無言のままで。
「おいおい、どうしたお前ら……まさか、また人の話を聞いてないのか？　もしかして、あれでもまだ『お仕置き』が足りねえのかよ？」
　そう言って、二人を交こう互ごに見ながら車内へ戻もどろうとすると、
「幾ら何でも……電車の中で三回もなんて女の子に対するマナー違反だよっ！」
　キッと顔を上げた美兎の放った右ストレートが、暁月の顔面へ叩たたき込まれた。
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　──そして。暁月をホームに置き去りにして、モノレールは走り去った。
　完全に取り残された格好になったが、まあ良いかと暁月は思う。自分の荒療治が効いたらしく、美兎とリスティの涙は止まった。さらに、少なくとも怒ってこちらを殴れる程度には元気になったのだし。それを思えば、多少の置いてけぼりなど安いものだ。
「さて、どうすっかな……」
　第三番街区の居住エリアにある暁月の家は、この次の駅で降りるのが近い。
　恐らく美兎とリスティは、向こうの駅で暁月を待っている筈だ。
　少し待てば次の電車が来る。それに乗って後を追いかければ、二人と合流できるだろう。
　しかし暁月の頭の中には、別のアイディアも浮かんでいて。
　それが可能かどうか、まずは試ためしてみる事にする。携けい帯たい電話を取り出した暁月は、
「えーと、どこやった……っと、あったあった」
　ポケットから一枚のメモを取り出すと、そこに書かれていた電話番号をプッシュした。
　そして、相手を呼び出すコール音が鳴り始めた時。
「ん？　あれは……」
　ふと暁月は視界の片かた隅すみに、とあるものを見た。と同時、コール音がプツっと途と切ぎれ、
『──はい』
　相手が電話に出る。だから暁月は、
「あー、ちょっと聞きたいんだけどよ……」
　そう言って、まずは自分の用事に取とり掛かりつつ、ゆっくりと駅のホームを歩き出した。
　改札口へと向かって。


14


　高い建物が立ち並び、路地が入り組んだ場所がある。
　それは、商業地区と居住地区を分けるようにして広がる一帯。
　倉庫や社しや員いん寮りようが所とこ狭ろせましと建てられているエリアだ。
　よって穏やかな天気の昼下がりであっても、場所によっては陽ひの光は届かない。
　そんな薄うす暗ぐらい路地裏で──海堂元春は、一人の少女と顔を合わせていた。
　蒼あお色の冷たい瞳が印象的な少女だった。栗くり色いろのショートヘアに、幼い顔立ち。
　背は低く、身長は百四十センチ台半ば。海堂の胸の辺りに頭が来る程度しかない。
　密会という言葉が相応ふさわしいようなこの場所で、しかし海堂はどこか声を弾はずませながら、
「──つー訳で、復活の秘術だかで蘇よみがえったアンデッドの元勇者を倒した所で、何とか停戦に持ち込んでよ。そのまま和平を結んだって訳だ」
　小さな少女へ楽しそうに語って聞かせる。監かん視し対象の暁月を追い、共に赴おもむいた異世界アレイザードで見てきたものを──まるで新作映画か何かの感想のように。
「アフターフォローとして、何か色々とやってたみたいだし。おまけに最後は、ツンデレ風味な女王までこっちに連れて来ちまったしよ。いやー本当、やりたい放題だったぜ」
　それがアレイザードでの暁月を見てきた、海堂元春の結論であり感想だ。すると、
「──監視対象と一いつ緒しよに異世界まで行く海堂さんも、大たい概がいやりたい放題だと思いますが」
　正面の少女からは、素っ気ない声で言葉が来た。
　少女は、海堂が熱く語った『はぐれ勇者サーガ』には、何の興味も示す事なく、


「でも──これであちらの世界で、何があったのか全て視させて貰いました」


　平然と告げる。その両目が、薄暗い路地裏で仄かに蒼く輝かがやいていた。
　アレイザードでの海堂の記憶を見通した少女は、懐ふところから映像ディスクを取り出した。そして自らの顔にディスクを近づけると、ジッと記録面を見つめる。まるで、何かのイメージを投射するかのように。そして、
「……できました。後で団長に渡わたして下さい」
　どうぞ、と言って少女はディスクを海堂に差し出した。その瞳からは既すでに、先程まであった蒼い輝きは消えていて。ディスクを受け取った海堂は、
「おおっ、サンキュー！　いやー、めめっちにこっち来る用事があって助かったぜ。今回の件も団長に報告しないといけなかったんだが、ホラ俺ってば口下手だからよ」
　そう言って、ヘラヘラとした笑えみを眼の前の少女へと向けた。
　海堂が属する、世界最強と称しようされるテロリスト集団『朱あけの黄たそ昏がれ』。
　そのメンバーの一人、《魔ま眼がん使い》の少女──深みか鏡がみめめこに対して。
　すると、めめこは海堂へ冷たい視線を送りながら、
「海堂さんが口下手だなんて、口下手の人に失礼です──土下座して貰って良いですか」
「えっ……いきなり？　もしかして俺、うっかりめめっちの地じ雷らいとか踏んだかよ？」
「はい。私はやや口下手ですから」
「そうか……って事は、やや土下座した方が良いのか、この場合」
　となると、ここは一つ『やや土下座』とか、半はん端ぱな角度の新しいものを考案すべきか。
　頭は下げるが、手の平は太陽に──みたいな。後は当然、やや中ちゆ腰うごしで。
「おいおい、できちまったぜ『やや土下座』。天才か俺は──じゃねえ。軽い冗談でコミュニケーション図はかった位で、土下座とか勘かん弁べんしてくれないかよ」
「……冗談ですか？」
「そうそう。めめっちってば、いっつも無表情だろ？　たまには笑わないと、表情筋がその顔のまんまで固まっちまうぜ。優やさしい好青年の俺としては、そういうの嫌だからよ」
「そうですか……」
　と、めめこ。少しだけ申し訳なさそうに海堂を見上げ、
「あの……海堂さん」
「ああ、もう良いって……めめっちの気持ちは解ってるからよ」
「そうですか。私は冗談が世界で三番目に嫌きらいなんです──死んで貰えますか？」
「それは知らねえし、死んでもやれねえよっ！」
　当然のような眼で言われ、思わず海堂が突っ込むと、
「私の気持ちを解ってるというのは、嘘うそだったんですか」
　ジッと見つめる瞳でめめこ。
「私は嘘が、世界で二番目に嫌いなのですが」
「う……」
「ちなみに──一番嫌いなのは、海堂さんです」
「酷え！　それだと俺の命に救いがねえよ！」
　自分はただ、ちょっとめめこの笑え顔がおが見たかっただけなのに。冗談一つでここまで追い込まれなくてはならないとは。流石さすがに命は懸かけられないので、海堂が諦あきらめると、
「でも──どうするつもりですか？」
　ふと、めめこが口調を静かなものにして問とい掛けてきた。
「今回の件で、私達のように異世界へ二度行った事がある人が何人も出たんでしょう？」
「ああ、そうだな……」
　元々アレイザードの住人だった美兎は除外するにしても、千影や葛葉や遥は二度目だし、それこそ監視対象である暁月だってそうだ。
　──異世界へ二度行った者の次元シフトの反応を、バベルは探知する事はできない。
　海堂が、暁月や遥に語って聞かせたその話は、単なる都市伝説ではなかった。
[image: 画像]
　純然たる事実だ。それも、ごく限られた者しか知らない極ごく秘ひレベルの。
　異世界に召しよ喚うかんされた者は、向こうの世界で魔法に代表される特とく殊しゆ能力を得る事ができる。
　それは全ての異世界が、この世界よりも上位の次元にあると考えられているためだ。
　そして、それまでの物理法則や常識という概がい念ねんから魂たましいが解放された事で、己の中にある隠れた特殊能力に目覚めるのである。だがそれは、異世界に召喚された者であれば、誰にでも起きる変化。上位次元の異世界に召喚される事自体が、特殊能力を得るためのきっかけであり、その点においては基本的に誰もが同じ経験をしているのだ。
　──しかし、もし他の者とは異なる経験をした者が居たらどうだろう？
　異世界へ二度行く。本来は有り得ないその経験をした者は、どうなるのか？
　一回目の次元シフトで上位次元に引き上げられた魂が、解放状態になる事で得られた特殊能力。その覚かく醒せいした特殊能力を、さらに高みへと引き上げられる。
　己の中に眠ねむる、潜せん在ざい能力の全てを引き出されるのだ。
　だから千影・葛葉・遥の三人は、しばらくの間、魔法を使う事ができなかったのである。
　一気に解放された己の力を、上う手まく扱あつかえる者はいない。しかし既に得ていた力の発展形なら、コツさえ使えばあとは簡単だ。そして自身の中に眠っていた力の使い方を知った彼女達は、ゴルドノ大渓谷での戦せん闘とうにおいて、その進化と真価を発揮したのである。
　彼女達が得たのは、他の異世界に召喚された者とは次元を異にする強大な力だ。そして今後も、どんどん自分の中に眠る本来の力に目覚めていくだろう。
　──だからこそ、バベルは彼女達のような存在の次元シフト反応を探知できない。
　彼女達の肉体と魂は、他の者よりも高みに引き上げられていて。それはバベルの次元シフト探知の範はん囲い外──即すなわち上位に位置しているのである。


「まあ、どう考えても面めん倒どうな事になるだろうなあ……間違いなくよ」
　これからの事に想いを馳はせ、海堂はやれやれと呟いた。
　当然ながら、そんな強大な力を持つ者は、ごく限られた一ひと握にぎり。異世界に選ばれ、召喚された者達の中から、さらに選ばれた存在──それは特殊能力を持つ者達の頂点だ。
　即ち──この世界を管理する『コクーン』。
　そして、その対たい抗こう勢力である『朱の黄昏』である。
　そう。海堂が『朱の黄昏』に入れたのも。ＪＰＮバベル高等部生徒会長・氷神京也がコクーンに選ばれたのも。全ては異世界に二度行き、選ばれた者のみが得られる圧あつ倒とう的てきな力を有しているからなのである。
　──無論、この事実を知る者は当とう該がい者に限られる。
　世界の頂点に立つ者の強大な力──そのメカニズムを知られる訳にはいかない。
　そしてコクーンも朱の黄昏も、新たな自分達の同どう胞ほうとなる資格を持つ者を、相手に取られたくないと考えている。もし自分達と同等の、強大な力を手に入れ得る可能性のある存在が相手に渡れば、現在のパワーバランスが崩れる可能性があるからだ。
　しかし、そうしたバベルのシステムでは探知できない存在を、コクーンは見つける事ができる──『ノルンチェック』によって。
　入学検査後は、定期の健康診しん断だんの際に行われる、対象の過去・現在・未来の歴史透とう視し。
　その透視ができなくなった者が、必然的に新たな同胞となる資格の持ち主なのだ。
　入学検査時にメディカルチェックの一いつ環かんとして受けるため、その後の定期診断で行われても疑問に思う者はいない。だからコクーンはただ待つのである。新たな才能の発見を。
　そして──一方の朱の黄昏はというと、現在の団員はそのほとんどが、自ら入団を希望した者達で構成されている。海堂もそうだ。バベルに通っていても、コクーンが統治するこの世界のシステムを嫌う者は少なからずいる。何者にも縛しばられる事なく己の力を振るえるというのは、異世界から帰還した者ならば誰もが一度は考えるものだ。そういう者達にとって、朱の黄昏は自分達の理想を体現している存在で、中には当然入団を希望する者もいる。そしてもし、新たな同胞となれる資格を持つ者が入団を希望したら、
「ウチの団長は、途と端たんに見つけちまうんだよなぁ……そいつが世界のどこにいても」
　原理は解らないが、彼かの女じよ曰いわく──突とつ然ぜんピンと来るらしい。そして、まるで磁石のように引き合えるのだそうだ。入団を望んでいた海堂の前に、ある日突然現れた時のように。
「でも……これで、ウチでは団長に続いて二人目ですね、海堂さんは──」
「ん？　ああ、異世界に行った回数か？　そういや三度目なのは、俺と団長だけかよ」
　めめこの言葉に、ふと気付いたように海堂。
「まあでも、別に回数が多ければ良いものでもねえからな……」
　過去に経験している二度目の次元シフトで、既に海堂の潜在能力は引き出されている。
　今回アレイザードに行っても、海堂が何らかの力に目覚めたような事はない。
　これ以上強くなるとすれば、後は己の鍛たん錬れん次し第だいだ。そういう意味では、海堂と他の団員の条件は同じなのである。コクーンや──千影や葛葉、遥達とも。
　しかし、だからこそ彼女達の今後の立ち位置は、非常に重要になってくる。
「まあ今回は俺も当事者だし、一緒に行った奴やつらは顔かお馴な染じみだからな。春休み中にアプローチすれば、少なくともコクーンに先を越こされる事はないと思うけどよ」
「珍めずらしいですよね……海堂さんが役に立つなんて」
　とめめこ。
「とはいえ──それでも実際に勧かん誘ゆうするかどうかは、団長が決めるのでしょうが」
「そうだな……」
　そう言って頷うなずきながらも、海堂元春は確信を持っていた。
　五泉千影、桐元葛葉、七瀬遥。彼女達三人が、朱の黄昏に入る可能性はないだろうと。
　遥はまだ解らないが、少なくとも千影と葛葉は間違いなく選ぶ道を決めている。
　朱の黄昏でも、コクーンでもない──凰沢暁月という選せん択たく肢しを。
　そして暁月の傍には、彼女達と同等の力を持つ美兎やリスティも居る。
　暁月本人を含ふくめれば五人。遥も加われば六人。もしそうなれば、それは将来的にコクーンや朱の黄昏に比ひ肩けんしうる可能性を秘ひめた、第三勢力の誕生だ。
　だから海堂は思う。これから面倒な事になると。そしてそれは、もうすぐそこにまで迫っている。何せ春休みが終われば、バベルでは年度始めの健康診断があるのだ。
　そうしたら、すぐに世界は大きく動く事になるだろう。
　やれやれだ。争い事は他人事だから楽しいのであって、自分は平へい穏おんが好きなのだが、
「あーあ、どうしたもんかよ」
　と、海堂が嘆たん息そくした時だった。不意にめめこの表情が、微かすかに険しいものになった。
「ん？　どうした、めめっち──」
　そこまで言った所で、ハッと海堂も気が付く。だからとっさに振り返かえり、めめこの視線と同じ方向を見み据すえた──暗い路地の向こう側を。すると正面、闇やみの奥から、
「何だバレちまったか。いきなり声を掛けて、驚おどろかせようと思っていたんだがな……」
　拍ひよ子うし抜ぬけした声と共に、一人の青年が姿を見せた。
「……まあ良いか。それなりに驚いて貰えたみたいだしな」
　いつもと同じように、不敵な笑みをその顔に浮かべて。
　凰沢暁月が現れた。
「よお海堂──こんな暗い路地裏で、奇き遇ぐうだなおい」
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　暗い路地裏の中央。一定の距きよ離りを置いて。
　海堂と小さな少女を見ながら、凰沢暁月はからかう口調で語り掛ける。
「休みの日に見かけた、挙きよ動どう不ふ審しんの親友……後を付けてみたら、暗い路地裏に小さい女の子を連れ込んで、明らかに怪あやしい雰ふん囲い気き。こんな現場を目もく撃げきしちまった時、善良な市民はどうするのが正しいんだろうな？」
「善良な市民が、そんな完全に気配とか消して、人の後とか付けてくるかよ……」
　げんなりとした表情の海堂に、
「悪いな、俺は臆おく病びようなんだ。こんな薄暗い路地、気配の一つも消さねえと入れねえよ」
　暁月はゆっくりと歩み寄ると、爽さわやかな笑顔と共に海堂の肩かたへポンと手を置いて、
「いつかやると思っていたぜ、この性犯罪者──通報して良いか？」
「い、異議有り！　それ、アッキーには言う権利のない言葉ナンバー１だかんな!?」
　心外だと訴うつたえる海堂。その隣となりで、
「……………………」
　海堂の密会相手の少女が、警けい戒かいを込めた瞳で暁月を見つめていた。この場に現れた暁月の真意と、その実力を測るかのように。だから暁月は、笑いながら自己紹しよ介うかいする。
「心配いらないぜ。海堂が言ってるのはデタラメだ。俺はコイツと違って、性犯罪者じゃねえ。凰沢暁月って名前の、かなり純じゆ朴んぼくな青年だからよ」
「……アッキーが純朴なら、世界中の男が清純系になるけどな」
「別に、お二人が性犯罪者だろうと純朴だろうと、私には一いつ切さい関係ありませんが──」
　暁月と海堂の言葉を、さらりと流して少女。暁月を見上げる視線で、
「──ここへはどうやって？　入口は消しておいた筈ですが」
「ああ、あれな……」
　少女の言うように、この路地の入口は外からは見えないように『細工』がしてあった。
　概がい念ねん魔ま法ほうによる幻げん影えいだ。入ってすぐの所で、この路地は行き止まりになっていて。
　しかしそれが幻影だと解らない者にとっては、その行き止まりは本物と同じ。
　よって本来なら、決してその先に足を踏ふみ入いれる事はできないような代しろ物ものだった。
　……成なる程、あの仕し掛かけは海堂じゃなくて、この嬢じようちゃんの仕し業わざだったって訳だ。
　大した腕だ。恐おそらく海堂と比べても引けを取らないレベルだろう。こうして対たい峙じしているだけでも、その佇たたずまいから確かな実力が伝わってくる。
　強い──間違いなく。そんな確信を得ながら、
「『氣』ってのは万ばん物ぶつに宿るものでな。たとえそれがコンクリートだろうと、微びじ弱やくな波動を放つんだ。だが、実際はそこに存在していない幻影にはそれがない。普ふ通つうの奴なら幻影だと気付かずに引き返すんだろうが、俺にとっては逆に違い和わ感かんになっちまうのさ」
　暁月は、この場所へ来る事ができたカラクリを教える。
「それに──こっちの方から微かに海堂の氣を感じたしな」
　一定以上の実力者ならば、気配を消す事はできる。だが『気配』と『氣』は別物だ。
　錬環勁氣功によって自在に氣を操あやつる暁月ならともかく、海堂がそれを行なうのは、不可能とまではいかなくても、余程意識しない限りは難しいだろう。
「そうですか……」
　暁月の説明を聞いた少女は、呟くように言った。
　だがそれは納なつ得とくしたというよりも、むしろ暁月に対する警戒を深めたもので。
　だから暁月は告げる。少女にとって一番解りやすい言葉で、
「おいおい……そんな『おっかねえ眼』で人を睨にらむのは良くないぜ」
「──────」
　すると、少女の反応は早かった。その瞳が微かに蒼い輝きを放つと同時、少女は自らの小さな身体を僅わずかに沈しずませて。次の瞬間──その姿が掻かき消えた。
　そして、


「──っと、そこまでだ」


　凰沢暁月は、すぐ真後ろで海堂の声がしたのを聞いた。一瞬で背後に回り込まれたのだ。
　振り返れば、暁月に向かって伸のばされた少女の貫ぬき手てを、海堂が掴つかんで制止している。
　恐らくは一いつ端たんに過ぎないのだろうが、己の能力を見み抜ぬいた暁月に危険を感じたのだろう。
　少女が繰り出した貫手には、明らかに暁月を殺す意志が込められていた。そして、
「……何の真ま似ねですか？」
　淡たん々たんとした声で、自分を止めた理由を問う少女に、
「気持ちは解わかるが、許してやってくれるかよ……」
　海堂は困ったような苦くし笑ようを浮かべて。
　告げる。
「ダチなんだ──頼たのむよ」
　そんな海堂の言葉を聞いた少女は、しばらく無言のままでいて。やがて、
「…………貸しですよ海堂さん」
　短く一言それだけを言うと、海堂の手を静かに振り解ほどき、踵きびすを返して去っていった。
　そして少女の小さな背中が、闇の中に消えていくのを見送ってから、
「ったく、あんな見え見えの挑ちよ発うはつして……勘弁してくれよアッキー」
　海堂がやれやれと呟いた。
「こんな所で始めようとするなんざ、どんだけ血の気が多いんだよ……」
「良いだろ別に。お前のダチは俺のダチみたいなもんだろうが」
　と、悪びれずに暁月。
「ちょっとくれー、お互いに自己紹介したって問題ねえだろ」
　あの瞬間。暁月は背後を取られた事や、少女の貫手が迫せまっていた事に気が付いていた。
　よって、もし海堂が制止しなければ、暁月自身が少女を迎げい撃げきしていただろう。すると、
「血ち生なま臭ぐさくなりそうで嫌なんだよ、アッキーの自己紹介はよ」
　と海堂。
「これだから、最近の若者は礼れい儀ぎを知らなくていけねえよ……」
「へえ……初めて会った屋上で、いきなり笑顔で殴なぐりかかってきた奴は言う事が違うな」
　そう言って、ふと暁月は思い出したように、
「ああでも、そういや俺も鬼おに塚づかには似たような事したっけな……」
　向こうから絡からんできたので、いきなりシバいてやったのは、今となっては良い思い出だ。
「そうそう。野や郎ろう同士の挨あい拶さつは、言葉じゃなくて拳こぶしからってのが礼儀だろ、やっぱ」
　と海堂は笑って、


「──で、わざわざ人の後なんて付けてきて。何か用かよアッキー？」


　笑顔も声の質も同じままに、雰囲気だけを圧力に変えて問い掛かけてくる。
「一応訊きいておくが──どこから聞いてたんだ？　実は俺達、結構恥はずかしい秘密の話とかしていてよ」
　と海堂。
「もしアッキーにそれを聞かれていたら、恥ずかしくて死んじまうかもしれないぜ」
「へえ……」
　暁月は楽しそうに笑みを深くして、
「そりゃどっちの話だよ。お前か──それとも俺かよ？」
「さあな。そいつはアッキーの返答次し第だいだよ」
　そう言って、海堂は一歩を前に出た。
　息が届きそうな距離に立った暁月と海堂は、その顔から笑みを消して、
「……………………」
「……………………」
　無言のまま、互いに視線をぶつけ合う。
　そして十数秒の時を経へて──先に緊張を解いたのは、暁月の方だった。
　このまま嘘をついて始める事もできるが、黙だまって後を付けたのはこちらの方だ。
　本気の海堂を相手にできるというのは心引かれるものがあるが、そういう相手を騙だまして始めるような戦いは好きじゃない。だから暁月は苦笑を見せて、
「残念ながら、何も聞いてねえよ……声が聞こえる距離まで近づいた時には、もうお前らに気付かれちまったからな」
　暁月は思う。こちらは氣を消して、完全に気配を殺していたというのに。
　やはり海堂は只ただ者ものではないと。無論──それはあの少女もだが。
　すると海堂は、暁月の言葉に嘘がない事が解ったのだろう。
「そうかよ……それなら良いんだけどよ」
　ふと相好を崩くずして、
「──で？　それじゃあアッキーの用件は何だよ？」
「おお、そうだった。ちょっとお前に訊きたい事があってな」
「何だよ。悪いがもう『都市伝説』は知らないぜ？」
　含みのある言い方をする海堂に、暁月は苦笑して、
「いや、そんなものはどうでも良いんだよ……」
　訊きたい事は別だ。それは、
「なあ海堂──もし遥が俺達の味方に付かずに、バベルに今回のアレイザードでの一件を報告しようとしたら」
　一息。
「お前……アイツの事をどうするつもりだった？」
　問いかけると同時。今度は暁月が、海堂に対して圧力を解放した。
　急速に、周囲の大気が張り詰めてゆく。
「まさか、殺すつもりだったんじゃねえだろうな──アイツの事を」
　すると、そんな暁月の圧力を全く意に介さずに、海堂は困ったように頬を掻かいた。
「おいおい……俺おれがそんな物ぶつ騒そうな事考えると思うかよ？」
「さあな。訊いてるのは俺だ──自分テメエに訊けよ」
「おっかねえなアッキー……それで？　もしそうだったとしたらどうするよ？」
「その時は残念だが、俺には死ぬのは止められなかっただろうな」
　先さき程ほどとは立場を入れ替かえた暁月の言葉に、その意図を察した海堂は楽しそうに笑う。
「そいつはどっちの話だよ。副会長か──それとも俺の事かよアッキー？」
「お前だよ」
　それは即そく座ざの断言だった。まるで息をするかのように、凰沢暁月は告げる。
　七瀬遥は、暁月や美兎の味方となる事を選んだ。それは彼女にとって、非常に大きな決断だった筈だ。だから暁月もまた、彼女の想いに応こたえる事を決めている。
　よって、もし遥を害そうとする者が居たなら、凰沢暁月は決してその存在を許さない。
　たとえ──それが海堂元春であろうとも。
　そして、これは宣言でもあった。
　凰沢美兎、リスティ・シェルフィード、五泉千影、桐元葛葉の四人と同じく。
　凰沢暁月は、七瀬遥を傷つける者を許さない。どのような者が相手だろうと──断じて。
「答えを聞かせろよ──海堂」
　その内容如何いかんでは、たった今この場で始める。先程の少女を止めた海堂のように、もし何者かがそれを制止しようとしても。今度は凰沢暁月は、決して止まらない。自分が守ると決めた存在を、害する敵を倒たおすまでは。すると、
「俺は平穏な生活をこよなく愛してるんだぜ……考えたくもねえよ」
　そう言って、海堂は苦笑した。
「誰も幸せにならない仮定の話は、止めておこうぜアッキー。副会長はお前達に協力する事に決めたんだ。その結果、アッキー達の平穏も、俺の平穏も当面の所は守られた。だったら、それで良いだろ？　折せつ角かく、全部が良い感じに回ったってのに、わざわざ藪やぶの中を引ひっ掻き回まわすような、余計な真似すんのは良くねえよ」
「…………………………」
　海堂の言葉に、それでも暁月は厳しい視線を緩ゆるめる事はなかった。
　その言葉の奥にある、海堂の真意を見定めるように。
　だからそれ以上、暁月と海堂の間に言葉はなくて。しばし二人は、無言のままでいた。
　すると、ふと暁月の懐から機械音が鳴った。それは携帯電話の着信だ。
「出ろよアッキー……俺もそろそろ行くからよ」
　そう言って、海堂は歩き始めた。ゆっくりと暁月の横を通り過ぎて、
「──まあ、そう心配しなくて良いぜ」
　すれ違い様に、囁ささやくように言った海堂の言葉を、凰沢暁月は聞いた。
　笑みを含んだ声で、
「俺は──お前の敵に回るつもりはないからよ」
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　海堂元春は、振ふり返る事なく路地裏を歩いてゆく。
　暁月と争あらそうつもりはない。それは彼かれにとって、嘘うそ偽いつわりのない真実だった。
　だが暁月が追ってきていない事を確信すると、海堂はしれっとこう付け足した。
「……今はまだ、な」
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　電話が向こうと繋がった。
「も、もしもし……？」
　凰沢美兎の呼よび掛けに対し、しかし返って来たのは合成音声だ。
　──ただ今、電話に出られません。メッセージをどうぞ、と。
　だから美兎は軽く喉の調子を整えて、録音開始の合図が鳴るのを聞いてから、
「もしもし……えっと、ボクだけど」
　自信なさげに語り掛ける。暁月が聞く事を想像しながら、
「ボク達、隣の駅で待ってるんだけど。もしかして、別の方法で帰っちゃった？」
　そう。美兎が今いるのは、暁月を置いてきた駅の隣──凰沢家の最も寄より駅のホームだ。
　隣のベンチに座すわっているリスティをチラりと見て、
「それでね？　いつまでもここに居ると目立っちゃうから、リスティさんと一緒に歩いて先に帰ってるね？」
　そして最後に、
「あの……今、どこにいるの？　もしかしてボクの事怒ってる？　後のモノレールにも乗ってなかったから、少し心配です……これを聞いたら、連れん絡らくを下さい」
　そうメッセージを吹ふき込んで、電話を切った。
　まだ慣れない操作を終えた美兎は、嘆息を一つして、
「あの……それじゃあ、先に帰ってましょうか」
　隣のリスティの表情を窺うかがうと、
「あ、うん……そうね」
　賛同の頷きが返って来た。だから美兎はリスティを伴ともない、駅のホームを後にする。
　改札口を出ると、まず美兎は近くにある地図の案内板を見た。
　そして真しん剣けんな眼で、凰沢家への道のりを確かく認にんする。
「…………………………」
　暁月に案内される形で、この駅にまで来た事はある。
　しかしその時の美兎は、完全に暁月に頼たよって、彼の後を付いて行っただけで。
　はっきりいって──きちんと道を覚えている自信はない。
　……前にショッピングモールに行った時は、バスを使ったし……。
　どうしよう。深く考え始めると、段々不安になってきた。すると、
「……えっと、大だい丈じよ夫うぶ？」
　隣のリスティが、心配そうに声を掛けてくる。だから美兎は慌あわてて笑顔を見せ、
「う、うん。勿論だよ？　そ、それじゃあ行こう、リスティさん」
　そう言って、駅の出口へ向かって歩き出した。
　凰沢美兎は心の中で思う。暁月のセクハラのお陰で元気が出た──と言うとかなり語弊があるが、それでもトラブルを起こして滅入っていた自分やリスティの気持ちが、暁月の『お仕置き』で楽になったのも事実で。少なくとも、こうして会話ができる程度には元気を取り戻す事ができた。そして今、美兎とリスティは二人きりなのだ。だから、
　……ここからは、ボクがリスティさんを守らなくちゃ。
　この世界の事については、美兎は先せん輩ぱいなのだ。ならば自分がリードしなくては。
　よって美兎は、まずはリスティを安心させるための会話を試みる。
　住宅街へと続いて行く道を歩きながら、まずはジャブを一発。
「えっと。良い天気ですよね、今日」
「あ、うん。そうね……良い天気よね」
「はい。とても良い天気です」
「…………………………」
「…………………………」
　いかん失敗だ。速そつ攻こうで会話が終わってしまった。大体、二度も「良い天気ですね」とか言ってどうする。どれだけ天気が好きな事をアピールしたいのだ自分は。
　美兎は気を取り直し、話題を探してリスティを横目でチラっと見て──そして発見。
　暁月を一つ前の駅に置き去りにしたため、網あみ棚だなに載のせていた少なくない荷物は、美兎とリスティが手分けをして持って帰っていた。だから、
「あの……荷物重くないですか？　良かったら少し持ちましょうか」
「ううん、これぐらい全然平気。私より美兎ちゃんの方こそ大丈夫？　少し持とうか？」
「い、いえいえっ、とんでもない！　本当にボク、全然大丈夫なので！」
　逆に心配されてしまい、慌てて美兎は手を振った。そんな過剰ともいえる遠えん慮りよに、
「あ……そう。それなら、良いんだけど……」
　リスティは面食らったように、そう言って言葉を切った。
「…………………………」
「…………………………」
　そしてまた、無言の時間が訪おとずれる。どうにも会話のキャッチボールが続かない。
　……うう、気まずい。気まずいよ……。
　美兎は己の迂う闊かつを呪のろう。コミュニケーションを取ろうとしてるのに、相手に距離を感じさせてどうする。千影や葛葉とは平気で話せるのに、ここまで会話に不器用になるなんて、一体自分はどうしてしまったのだ。
　凰沢美兎は思う。次が最後のチャンスだと。
　だからゴクリと喉のどを鳴らし、再びリスティの様子を窺うかがった。
　そして隣を並んで歩く、美しいその横顔を見て、
「…………………………」
　思わず美兎は、言葉を失くして見み惚とれていた。
　……何て綺き麗れいな人なんだろう……。
　改めて見てみると、やはりリスティは美しくて。シェルフィードの至宝と称される程の美び貌ぼう──その言葉が、決して大おお袈げ裟さなものではない事が良く解る。
　思わず美兎が、憧あこがれの眼まな差ざしを向けていると、
「えっと……どうかした？」
　こちらの視線を感じたリスティが、気まずそうに訊たずねて来る。だから、
「ううん、やっぱり綺麗だなあって思って……」
　ごく自然に、美兎の口からしみじみとした感想が出て。
　思わず「あ」と固まった。自分は今、うっかり最後のチャンスを使ってしまったと。
　すると、
「──や、やだっ……急に何言ってるの、か、からかわないでよっ」
　リスティが焦あせったように声を大きくして言った。その顔がさっと赤くなる。
　それは、これまでとは明らかに違う反応で。凰沢美兎は、とっさに眼を光らせる。
　突とつ破ぱ口こうを見つけた。これまでの気まずい空気を打破するには、ここしかない。
「からかってなんかいないよ、だって本当の事だもん」
　と美兎。
「ショッピングモールでだって、ずっと周りから見られてたんだよ。もしかしてリスティさん、気が付いてなかった？　自分がどんなに目立ってたのか」
「ま、まさか……そんな筈はずないわよ」
　困こん惑わくするように言うリスティに対し、美兎はさらに言葉で押そうとしていると、逆に、
「大体──注目されてたのは、美兎ちゃんの方じゃない」
「えっ……？」
　思わぬ角度からカウンターが来て、美兎はふと眼を丸くした。すると、
「すれ違った男の人が、凄すごく可愛かわいいって……何人も言ってたんだから」
「ふぇっ──やっ、そんな……っ？」
　しどろもどろになりながら、美兎は慌てて話の態勢を立て直す。
　落ち着け。ありもしない話に動どう揺ようしてどうするのだ。守ってどうする、攻せめろ自分。
　凰沢美兎は、己おのれの心に言い聞かせる。今はまだ──自分のターンだと。
「ボクの話は良いんです。今はリスティさんの話をしてるんだから」
　キッパリと美兎は言い放った。
「ボク言いましたっけ。あの人に喜んで貰いたくて、どんな洋服を買えば良いのか困ってたリスティさんが、どれだけ可愛かったかって」
「ちょっ──な、何それ、いきなり何言い出すのよ！」
「それにボク気付いてたよ。エスカレーターで、リスティさんが自分からあの人にくっついてたの。あとエスカレーター降りてあの人の前を歩いてた時の、リスティさんがしてたすっごく嬉うれしそうな顔もちゃんと見てます」
「しっ……知らないっ！　してないわよ、私そんなだらしない顔なんか！」
　顔を真っ赤にして、懸けん命めいにリスティは言い訳する。
　慌てふためくその様子を見ながら、凰沢美兎は思う。良い調子だ。自分は今──間ま違ちがいなくリスティと仲良くなってきている。何せ、巷ちまたで言うところの恋バナができている位なのだ。
　だが決して手は緩めない。ここで止まったら、またリスティのカウンターが来る。
　反はん撃げきを許すな。ＫＯで勝つのだ。判定勝ちで満足してどうする。だから、
「それに何が可愛いって──」
　立てた人差し指をクルクルと回しながら、ふふんと美兎は得意げに、


「──電車の中であの人にお尻しり触さわられて、気持ち良いの必死に我が慢まんしようとするんだけど、我慢するのに失敗して恥ずかしいけど感じちゃってる時の、あの顔の可愛さと言ったら」


　繰くり出だしたフィニッシュブロー。それは完全にリスティにヒットした。すると、
「──────────」
　とうとうリスティは、言葉を失くして立たち尽つくして。
　凰沢美兎は、ふっと自分の勝利を確信する。ところが、
「あれ……リスティさん？」
　リスティはまだ立っていた。信じられないようなファイティングスピリッツだ。
　だがもう良いだろう。何をしているレフェリー。早く試合を止めてやれ。
　これ以上打たれたら命に関かかわるぞ。──するとリスティは俯きながら、
「………………………………、って」
「え、何……？　手？　手がどうかした？」
　痛いの？　痒かゆいの？　こそばゆいの？
　美兎が心配そうに問い掛けると、リスティはキッと真っ赤な顔を上げて、
「アンタだって散々感じてた上に、駅に降りたら私とトイレに駆かけ込んだでしょうがあああぁぁっっ！」
「そっ、そうでしたっ、ごめんなさいぃぃっっ！」
　鬼おにのような剣けん幕まくでリスティに迫られて、美兎は情けない悲鳴を上げた。
　それでもリスティの怒いかりは収まらず、
「大体アイツに耳を噛まれて、私より大きい声を上げてたのは誰よっ！」
「うわあぁっ、リスティさん声！　声大きすぎっ！　ボク達たちの恥ずかしい事、他の人に聞かれちゃうっ！」
　慌てて周囲を見回した美兎は、しかしそこでもっと重大な問題に気が付いた。
「ど、どうしようリスティさん……」
[image: 画像]
「………………何よっ！」
　まだ腹に据すえかねている口調のリスティに、美兎は困ったような笑みを浮うかべて。
　衝しよ撃うげきの事実を告げる。
「ボク、こんな道知らない……もしかして、どこかで迷っちゃったかも」
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　そして一時間後。
「うう……ゴメンね、リスティさん」
　弱々しい声で、凰沢美兎は自分の不ふ手て際ぎわを謝あやまった。
　情けない話だった。こちらの世界での先輩としての面めん目ぼくが丸まる潰つぶれだ。
　何せ──来た道を戻ろうとしても、既にどこから来たのかさえ解らないのだ。
　暁月から渡されている携帯電話には、目的地までナビゲートしてくれる機能がある事を思い出したが、複雑な操作は美兎には難しすぎて。あれこれとボタンを押している内に、あろう事かバッテリーが切れた。これではもう、暁月に助けを求める事もできない。
　そして、周辺をウロウロと徘はい徊かいした挙げ句、ようやくコンビニを発見。ホッと安あん堵どして店内に入り、歩き回って渇かわいた喉を潤うるおすための飲み物を買うついでに、暁月から教わっていた凰沢家の住所を訊ねたのだが、
「まさか、店の人も知らないなんてね……」
　隣のリスティが、やれやれと呟いた。
　何でも店員は遠くから通っているバイトスタッフで、この辺りの地理には詳くわしくないのだという。無理もない話だ。この辺りは入り組んだ住宅密集地で、現に美兎もこうして迷っているのだから。
　そしていよいよ八方塞ふさがりになった美兎達は現在、コンビニの近くにあった大きな公園へと足を踏み入れていた。歩き続けて足がクタクタだったからだ。
　迷子を続けるにしても、一旦ベンチか何かで休みたかった。
「それにしても、大きい公園ね……」
　舗ほ装そうされた道路を歩きながら、リスティが周囲を見み渡わたすようにして言った。
　確かに広い敷しき地ちだった。遊具やベンチがあるだけの小さなものとは異なり、大きな池や小高い丘おかもあって。だからこそ美兎は、
「こんな大きな公園、ウチの近所にあったらボクだって知ってる筈なんだけど……」
　しかし美兎が訪れたのは、間違いなく今が初めてだ。そうなると必然的に家路はまだまだ遠い事になる訳で、気持ちが憂ゆう鬱うつになるのを止められない。すると、
「これ以上悩なやんだって仕方ないわよ……まずは、ちょっと休きゆ憩うけいしましょ」
　隣を歩くリスティが、優しい苦笑を向けてきた。傍はた目めで見ていて美兎の落ち込み具合が余よ程ほどのものなのか、先程からこちらを気き遣づかってくれている。
「ありがとう、リスティさん～」
　どうやらもう、リスティは怒ってはいないようだ。それだけが唯ゆい一いつの救いだった。
　リスティの優しさに触れた美兎は、心に固く誓ちかう。絶対に二人で無事に帰ってみせると。
　ちょっとした失言で、怒ったり謝ったりしている場合ではない。
　遭そう難なんした者同士、力を合わせてこの困難な局面を乗り切らなくては。
　生きて帰る──必ず、などと軽い戦場気分を味わいながら歩いていると、
「あ、ベンチがあったわ……あそこにしましょうか」
「うん、そうだね」
　リスティの視線が指し示す先に、美兎は彼かの女じよと同じ物を発見した。木でできた茶色のベンチが、少し離はなれて二つ並んでいる。しかし凰沢美兎は視線の先に、やや不可解なものを見た。二つあるベンチの片方──その手前に、見過ごせないものがあったのだ。
　リスティもとっくに気が付いているだろう。ベンチの前で立ち止まった美兎達は、
「……………………」
「……………………」
　二人して、黙ってそれを見た。ベンチの前──アスファルトで舗装された地面の上に。
　うつ伏ぶせの状態で、男の人が倒れていた。どうやら死んではいないようだが、行いき倒だおれなのか、ベンチで寝ねてて落下したのか判別が難しい。思い切りハトにも突つつかれている。
「ねえ……」
　どうする？　とリスティがこちらを見てくる。
　本音を言えば関わり合いになりなくないが、流石にこれは隣のベンチで素知らぬ顔して休憩をするのは不可能な状じよう況きようだ。だから美兎は嘆息を一つして、
「あのー……大丈夫ですか？」
　そう呼び掛け、男の肩を揺ゆすろうと手を伸ばして。
　──いきなりその手を、男に掴まれた。
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　路地裏で海堂と対峙していた時。
　凰沢暁月の携帯を鳴らしたのは、保安交通隊からの連絡だった。
　先程レッカーされたスレイプニルについて、特記事じ項こうの申しん請せいが確認できたという。
　何でも滅めつ多たに申請されない特記事項が、同じ住所で暁月の父──凰沢剛ごう毅きの名義で登録されたままだったため、データがシステム上でバッティングしてしまい、上手く処理されていなかったらしい。わざわざ離れた場所にある保安署まで歩かされた暁月は、
「あのクソ親おや父じ……行方ゆくえ不明になっても、はた迷めい惑わくなオッサンだな」
　帰りは美兎を後ろに乗せる約束だった。そうしていれば、もっと彼女の気持ちは晴れていたかもしれない。あの男──いい年こいて散々騒そう動どうを巻き起こして、この世界に迷惑を掛けているというのに。この上さらに、こんな事でこちらに面倒を掛けてくるとは。
　暁月は誓う。コクーンや朱の黄昏を止めるのとは別に、もし再会した時は絶対にタコ殴りにしてやると。
　そして、引き取りの書類にさっさとサインをした暁月は現在、公道をスレイプニルで走っていた。だが、暁月が向かっているのは凰沢家とは逆方向である。
　ちょっとした『野や暮ぼ用よう』ができたからだ。
　──保安署を出る時に、美兎が留守番電話に残したメッセージは聞いていた。
　すぐに折り返してみたものの、しかし残念ながら今度は向こうが圏けん外がいのようで。
　最寄り駅とはいえ、凰沢家は徒歩で行くにはやや距離がある。少々入り組んだ場所にあるため、慣れない二人だけで帰らせるのは心配だったが、暁月としては次に美兎やリスティと顔を合わせる前に、なるべく済ませておきたい用件があって。
「まあ、もし道に迷ったら向こうからまた電話があるだろ……」
　よしんば向こうから連絡がなかったとしても、美兎の携帯にはＧＰＳ機能が搭とう載さいされている。万一バッテリーが切れていたとしても、暁月ならば氣の反応から二人の居場所を捜さがす事が可能だ。だから暁月は、問題ないと判断。それに、
　……アイツらだけで話をするには、良い機会だろうからな。
　折角モノレールの車内で、たっぷりとお仕置きをしてやったのだ。
　今ならば、二人とも感情の共有がしやすいだろう。そしてそれは、これからこの世界で生活していく美兎とリスティにとって、恐らく最も大切なものだ。近い立場の者同士、積もる話や感情はあって当然。ならば、そういった心の交流は早くするに越こした事はない。
　──だから暁月も、己の用事を済ませる事にする。
　穏おだやかな春の陽気の昼下がり。スレイプニルでの走行は、シートに座る暁月に心地の良い風を感じさせてくれて。流れていく街中の景色を楽しんでいた暁月は、ふと前方の視界に見覚えのある二つの後ろ姿を見た。手を繋つないで仲良く歩道を歩いていたのは、暁月が良く知る少女達で。暁月はとっさに、少女達に並ぶ位置で止まるようにブレーキを掛け、路ろ肩かたにスレイプニルを停車した。
　すると向こうもこちらに気が付いたのか、暁月の方へとやって来て、
「突然横付けしてくるから、誰かと思えば……」
「やあ暁月。ドライブとは優ゆう雅がだね」
　ガードレール越しに話し掛けてくる桐元葛葉と五泉千影に、暁月は笑いながら、
「そっちも楽しそうじゃねえか──仲良く手なんか繋いでよ。デートかお前ら？」
　と、からかう口調で言ってやる。すると慌てた表情で葛葉が、千影と繋いでいた手を離した。「おや残念」と苦笑する千影の隣で、葛葉は僅かに顔を赤くしながら、
「馬ば鹿かな事言わないでくれる。言っておくけど、これはそういうのじゃないから」
「ふーん……そうなのか五泉？」
「どうかな。明後日に暁月達の家にお邪じや魔まするから、今日はその準備の買い出しを委員長に付き合って貰っていてね。手を繋いで仲良く、商業地区まで買い物に来てたんだ」
　千影は、葛葉と繋いでいたのとは逆の手を掲かかげて見せた。大きなビニール袋ぶくろの中には、何やらパーティグッズのようなものが入っていて。
「そうか……悪いな気を遣つかわせちまって」
　とっさに千影の考えを理解し、凰沢暁月は静かに思う──ありがたいと。
　千影達がやろうとしてくれている事は、暁月が頼んでやって貰っても意味のないものだ。
　むしろ男の暁月が口を挟はさんだら、邪魔にしかならないだろう。
　人と人とを結ぶ絆きずなは、当人達同士によって強く、固いものになってゆくものなのだから。
　よって暁月は、千影と葛葉に告げる。
「俺にできる事があったら遠慮なく言ってくれ。何でも協力するからよ」
「そうかい？　それじゃあ、ちょっとお願いして良いかな」
　と千影。
「明後日のお泊とまりに、副会長も招待しようと思うんだけど──良いかな？」
「ああ勿もち論ろんだ。そうか……確かに、どうせならアイツも居た方が良いもんな」
　と暁月。
「俺の方で連絡しとくよ。絶対に来いってな。──他に何かあるか？」
　すると、
「そうね……それなら、明後日には関係ないけれど」
　それまで黙っていた葛葉が口を開いた。こちらを見上げるようにして、
「凰沢君。良かったら、そのバイクで私達を送ってくれる？」
「あん？　そりゃあ、別に構わねえけどよ……」
　もし美兎とリスティを見かけたら乗せられるように、スレイプニルはサイドカー有りの状態のままでいる。ここで葛葉と千影の二人を乗せる分には、何の問題もない。だが、
「ちょっとこれから野暮用があってな……送るのは良いが、それだとお前達にも寄り道に付き合って貰う事になるぞ？」
「良いとも。むしろ、このままのんびりドライブと行きたい所だからね」
　そう言って千影は笑うと、葛葉へと向き直った。
　対する葛葉も千影を見上げ──そしてジャンケンが始まる。
「……何やってんだ、お前ら？」
「決まってるだろう。どちらが暁月の後ろに座るか、決めているんだよ──っと、あたしの勝ちだ。悪いね委員長」
　ニッと笑って荷物を渡す千影に、葛葉は憮ぶ然ぜんとした表情でそれを受け取り、
「貴女あなたは凰沢君の寄り道先までよ。帰り道は交代して貰うわ」
「言っておくけどな、お前ら……サイドカーの方が乗るのは楽なんだぞ」
　嘆息する暁月に、
「解ってないな、暁月は……」
　と笑いながら千影。
「あたし達は楽がしたいんじゃない──暁月の後ろに座りたいんじゃないか」
「へえ、そいつは光栄だな」
　と暁月。
「しかし、美兎の奴も座りたがってたが……風で髪かみは乱れるし、女ってのはバイクに乗るのは嫌いやなもんだと思ってたけどな」
「そんなのは、相手次第さ。暁月の後ろになら、座りたがる女の子は多いと思うけど？」
「ふーん。そんなもんか？」
「そんなものよ」
　暁月が問うと、さらりと葛葉は答えを返した。
「……それで？　凰沢君の用事というのは、どんなものなの？」
「ああ、そいつはな──」
　そう言い掛けて──しかし暁月は、そこで言葉を切った。
　広い車道を挟んだ向こうの歩道に、『別の野暮用』を見つけたからだ。だから、
「悪い二人共……ちょっとコイツを見ててくれ。すぐに戻ってくるからよ」
　暁月は千影と葛葉にスレイプニルを任せると、車道を横切り向こう側へ。そのまま軽い跳ちよ躍うやくでガードレールを飛とび越えると、歩道へと降り立った。そして前方を歩く二つの背中へ追いつくと、その間に割って入るように両方の肩に手を回して、強ごう引いんに立ち止まらせる。
「な、何だテメエ、いきなり……っ？」
「うるせえな。何だもクソもねえんだよ。良いからこっち来いお前ら」
　青年達の困惑を無視して、暁月は近くの路地裏に二人を引きずってゆく。
「なっ……俺おれ達たちにケンカ売ってんのか、あァっ!?」
　凄む青年の一人に、暁月はフンと鼻を鳴らして、
「良く解ったな。タイムセールだ。ポイントも二倍付けてやるから、ちょっと買ってけ」
　そう言って、青年達の首に回している腕うでに力を込めた。
　暁月は忘れていない。ショッピングモールのレストランでの出来事を。
　美兎やリスティとトラブルを起こした、二人の青年の顔を。
　だから極ごく悪あくな笑みと共に、彼らを路地裏へと引きずり込みながら。
　凰沢暁月は言い放つ。
「ウチの奴らを泣かした罰ばつだ──テメエら、全米より泣かせてやる」
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　リスティ・シェルフィードの眼の前で、瞬またたく間まに無くなっていくものがある。
　それは美兎と共にコンビニへ戻って買ってきた、無数のおにぎりとサンドイッチだ。
　無論、それを食べているのはリスティでも美兎でもない。
　つい先程、休もうと思っていたベンチの前で発見した男である。
　ちなみに男はベンチで寝ていて地面に落ちた訳でも、空腹で倒れていた訳でもなかった。
　その両方だ。空腹で倒れそうだったのでベンチで寝ていたところ、寝ね返がえりを打った際に地面に落下。しかし起き上がる気力がなかったので、そのままでいたのだという。
「……す、凄いね」
「ええ……」
　隣の美兎の呆ぼう然ぜんとした呟きに、リスティは頷いた。
　美兎が抱いだいたのは当然の感想だ。リスティだってそう思う。
　何せ男は、おにぎりは一口、サンドイッチは二口で平らげていくのだ。
　リスティや美兎にとって、一番身近な男性は暁月である。そして、その暁月がかなりの大食であるため、行き倒れていた男のために買ってきた量はかなり多めだった。それは後でまたお腹なかが空いても、倒れないですむように配はい慮りよしたからで。しかし、男の食べる勢いは止まる事を知らず、あっという間に空のビニール包装が山を作ってゆく。飲み物として買ってきた、２リットルのペットボトルのお茶も、もうほとんど残っていなかった。
　間違いない。眼の前の男は、あの暁月よりも大食いだ。そして、
「ふぅ、食った食った……いやー、助かったぜ」
　最後にあんぱんを一つだけ残したところで、男はようやく食べるのを止めた。
　口くちの端はしを親指で拭ぬぐってから、リスティと美兎を見て、
「ありがとよ、嬢ちゃん達。まさか、この年になって行き倒れになるとは思わなくてよ」
　妙みように憎にくめない笑顔で、ニッと笑みを見せた。
　ボサボサの長い髪に、無ぶし精よう髭ひげを生やした男だった。恐らく季節に関係なく、ずっと着ているのだろう。身に纏まとっているトレンチコートは、すっかりくたびれてしまっている。
「あの……、何でまたこんな所で倒れていたんですか……？」
　遠慮がちに訊ねた美兎に、男は顎あご鬚ひげの辺りを掻きながら、
「いや、この公園で馴な染じみと待ち合わせをしていてな……それまで、なけなしの残金百二十円で買ったあんぱんで、何とか凌しのごうと思っていたんだが」
　チラっと横の地面を見る。すると、そこには何なん羽わかの鳩はとがいて、
「そのあんぱんを食おうと思ったら、こいつらがあんまり物もの欲ほしそうな目で俺を見るんで、ちょっと忍しのびなくてよ」
　男は肩を竦すくめながら、
「で、少し欠片かけらをやったら、この鳥類ども調子に乗って一気に集まってきやがってな。あっという間に食い尽くされた。最近の鳩は物騒で怖えな、全く」
　それを聞いたリスティは呆あきれたように嘆息して、
「何も倒れそうになってる時に、自分の食事を犠ぎ牲せいにして鳥にやる事はないでしょうに」
「まあ、俺もそう思ったんだが……」
　と男。鳩達を見ながら、
「けど、コイツらも相当腹減ってそうだったしな……まあ良いかと思ってよ」
　そう言って、爽やかな笑顔を浮かべた。それは微み塵じんの後こう悔かいも感じさせない笑みで。
　リスティは、少しだけ眼の前の男に好感を覚える。恐らく隣の美兎もそうだろう。
　後悔する事なく、己の道を突き進すすむ──それは、自分達の好きな青年と同じだからだ。
「──さて。そういう訳だから、残念ながら俺には今、返せる持ち合わせがちょっとなくてな。馴染みに頼めば何とかなるんだが、生あい憎にくアイツは夜中まで来ねえし……」
　男は申し訳なさそうに言って、そして少し考えた後に、
「仕方ねえな……ここは一つ、自じ慢まんの身体で返すとするか」
「結構よ──そういうのは特に」
　トレンチコートの下に着ているシャツのボタンに手を伸ばす男を、リスティはあっさりと断った。暁月との付き合いで、この手のあしらいは慣れたもので。
　……あれ、でも……。
　リスティは、ふと男の身体を見た。ゆったりとしたサイズのトレンチコートに包まれた男の肉体は、少し──否いや、かなりがっしりとしていて。鍛きたえ抜ぬかれた肉体を目まの当あたりにして、リスティは思う。確かにこれは、自慢してもおかしくはない身体付きだと。
　しかし、そうすると奇きみ妙ような事があった。これ程ほどの肉体を持っているというのに、男の実力が見抜けないのだ。リスティはこれでも、相手の実力を見抜ける程度の力は持っているつもりだ。なのに、眼の前の男の力は全くと言って良いほど見抜けなかった。
　佇まいも隙すきだらけだが、それは油断と余よ裕ゆうのどちらから来ているものなのか解らない。
　物もの凄すごく強そうにも、物凄く弱そうにも見える。不思議な男だった。すると、
「えっと……身体はいいんで、知ち恵えで返して貰っても良いですか？」
　美兎が申し訳なさそうに、
「実はボク達、今ちょっと迷っていて……」
　そう言った瞬しゆ間んかんだ。


「そんなもん──信じれば良いだろ」


　即そく答とうがきた。驚くほど速く、あっさりと男の答えは返ってきて。
「…………え？」
　突然の事に、思わず男の言葉の意味を理解できず、リスティと美兎はキョトンとなる。
　すると、
「──ん？　どうした？　どうすれば良いのか解らなくて、迷ってるんだろ？」
　と、当然のように男。
「『ボク達』って事は、二人で同じ悩みを抱かかえてるって事だろ。それも嬢ちゃん達みたいな年とし頃ごろの娘で、そんな切ない眼をしちまう共通の悩みだろ──当ててやろうか？」
　フッと笑って、
「大方──同じ男でも好きになっちまったんだろ」
『──────っ』
　リスティと美兎は同時に息を呑のんだ。自分達が迷っているのは、凰沢家までの道のりだった。それは紛まごう事のない真実で……だが男が口にした言葉は、間違いなくリスティ達が心を迷わせている、もう一つの真実だったからだ。
　──リスティも美兎も、互たがいに互いの感情を知っている。
　それは確信にも似た想おもい。凰沢暁月──彼の事がどうしようもなく好きだと。
　そして暁月がいるからこそ、今の自分達は存在できていて。もう彼と離れる事など、絶対に考えられない。それがどれだけ強い想いかを、リスティ達は互いに理解している。
　だが、だからこそリスティと美兎の心は複雑だった。
　切ない程に同じ想いがあるのに──自分達の好きな暁月は、一人しか居ないからだ。
　だから……リスティは怖こわかった。
　一度は暁月を拒きよ絶ぜつし、こちらの世界に来る時も、自分は最後まで素す直なおになれなかった。
　またリスティは、暁月と美兎が送っていた生活に割り込むような形でやって来ている。
　勝手な話だ。だから美兎から暁月を奪うばおうなどという気持ちは、リスティにはない。ただ、それでも暁月の傍に居る事を許されて、時々でも良いから暁月が自分を見てくれたら。
　想ってくれたら──それで充じゆ分うぶんだ。それだけで充分に幸せなのだ。
　……でも。
　リスティは思う。そんな自分の願いは、間違いなく美兎の想いを邪魔するものだと。
　自分達が居たアレイザードでは、第二王おう妃ひや側室などは珍しくもない存在である。
　別に、自分の他に相手がいる事を嬉しいとは思わないが、かといって生理的に受け付けられないといった嫌けん悪お感を抱く事もない。
　何より。そもそも自分は、そんな贅ぜい沢たくを言えるような立場ではないのだ。
　──だが、それはリスティの感情や価値観であって、美兎のそれではない。
　ゲイルペインにも複数の妻を持つ者はいると聞いているが、美兎の父親であるガリウスは亡なくした妻だけを想い続け、後妻を娶めとる事は決してなかったという。
　そんな父親を見て育ってきた美兎ならば、自然と同じ価値観を持つ筈だ。
　だから昨夜も、同じ部屋で一緒に寝る時には言えなかった。どう言えば良いのか、どう打ち明ければ良いのか解らなくて、中々寝ね付つけなかった。
　今日も朝から、買い物でずっと共にいるし、現に駅からここまでの道中では二人きりだったのに。話すチャンスは幾いくらでもあったのに──しかし、やはり言えなかった。
　ショッピングをして、楽しい時を共有できたと思うけれど。でも、それはまた別の話で。
　もし自分の願いを口にして、それを美兎に許して貰えなかったら。
　たとえ暁月が許してくれても、後から来た自分にはもう……この世界のどこにも居場所がなくなってしまうような気がして。
　怖かった──考えるだけで、震ふるえてしまう程に。
「……………………」
　すると、俯うつむいて黙り込むリスティと美兎に対して、


「──心配いらねえよ」


　ふと、温かい声が掛けられた。顔を上げると、そこには男の穏やかな表情があって。
　それだけで教えてくれる。自分達は大丈夫だと。
「嬢ちゃん達が同時に好きになるような奴なんだろ。それ程の奴なら、お前さん達を悲しませるような真似はしねえさ……ま、騙されてるんじゃないとしたらだけどな」
「騙すなんて……」
「ないと思います……絶対に」
　それだけは信じられる。男の懸け念ねんを即座に否定するリスティと美兎に、
「即答だな……って事は、信じられずに居るのは相手の男じゃないな、こりゃ」
　男は見み透すかしたように、
「不安なのは──自分達の友情が壊れる可能性の方か」
「……………………」
「……………………」
　リスティと美兎は互いに気まずい沈ちん黙もくになる。
　男の言葉は半分は間違っていて──しかしもう半分は正解だ。
　友情と呼べるようなものは、まだリスティと美兎の間にはない。
　だからこそ暁月は信じられても、互いの事はどこかまだ信じ切れずにいた。
　……だって、解るんだもの、凄く……。
　リスティ・シェルフィードは、凰沢美兎がどれだけ暁月を好きか知っている。
　アレイザードで、暁月と一緒に和平会談に参加してる時。一目で気が付いた。
　ああ、同じだと。自分と同じ想いを、この少女は抱いているのだと。
　そしてこの世界に来てからも、何気ない瞬間に、それは痛い程に伝わってきて。
　だからこそ、考えられないのだ。
　美兎が──自分の想いを許してくれる事など。──すると、
「その顔から見るに……もしもの時は、自分が身を引くつもりだな」
『っ──……えっ!?』
　心の奥おく底そこを見透かされて息を呑んだリスティは、しかし自分と全く同じ反応が隣でした事に驚いた。すると、信じられないような表情の美兎が、こちらを見ていて。
　だから唐とう突とつに理解する。孤こ独どくに陥おちいる不安を抱いていたのは、自分だけではなかったのだと。美兎もまた同じ想いを抱いて、今を過ごしていたのだと。
　そして呆然となっているリスティ達に、
「あのな……自分の眼と心を、もっと信じて良いんだぜ？」
　笑みを含んだ声で、男が言った。
「自分も惚ほれてる男を、自分と同じくらい心から惚れてる──想いを同じにしているダチなんだろ。そいつはな、それこそ相手の男よりも信じて良いような仲間だろうが。それとも、やっぱり信じられないからって、諦あきらめて自分から身を引くか？」
「……………………」
「……………………」
　リスティと美兎は、互いに眼を見合わせ──そして二人で男を見た。
　不思議な気持ちだった。男の言っている事は、ただの理想論のようなものなのに。
　なのに、どこか信じても良いような気がして。
　ずっと不安で、自信がなくて。互いどころか、自分で自分すら信じられずに居たのに。
　初めて会った眼の前の男の言葉が、何な故ぜこんなに響ひびくのか。
　何故こんなにも、自分の心の奥底まで届くのか。
　その理由は解らないままだった。だけど……でも、それでも。
「私……私は……」
　リスティが勇気を出して、自分の想いを口にしようとした時だった。


「ううん、信じられるよ──ボク達は」


　美兎が、リスティの言おうとした言葉を先に言って、こちらの手を握にぎってきた。
　断言する口調とリスティの手を握る強さは、まるで美兎の想いと決意の強さのようで。
　振り仰あおぐようにそちらを見ると、確信に満ちた表情で前を──男を見み据すえる美兎が居た。
「信じられるよ、ボク達は……あの人も、そしてお互いの事も」
　繰り返すようにそう言って、そしてゆっくりとこちらを見て微ほほ笑えむ。
「だよね……リスティさん」
「美兎……ちゃん……」
　美兎が自分と同じ気持ちだった。同じ気持ちでいてくれた。
　その事実は、ずっと不安だったリスティが欲ほしかったものをくれる。
　それは震えるような安心だ。だから、
「あ……」
　リスティは、自分の頬ほおを温かいものが伝うのを感じた。
「や、やだ……っ」
　慌てて手で拭おうとするのに、それは止まってくれなくて。
　そして肩が震え出す。最も早はや、自分でも抑おさえられない程に。すると、
「大丈夫……大丈夫だよ……」
　美兎の腕が、リスティを優しく包つつみ込んだ。柔らかくて大きな胸に、泣き顔を抱かれる。
「大丈夫だから。リスティさんも、ボクも……もう大丈夫だから」
　そっと囁くように、
「ボク達はもう、心配いらないんだ。だって、あの人が居てくれるから──」
　一息。
「これからは──ずっと一緒だから」
「うん……うん……──っ」
　泣きじゃくりながら、リスティ・シェルフィードは思う──暁月に会いたいと。
　早く伝えたかった。こちらの世界に来たばかりで、まだ不安は沢たく山さんあるけれど。
　それでも──自分はもう大丈夫だからと。そこへ、
「悪いな、泣かせるつもりはなかったんだが……汚きたなくて良いなら、ハンカチ貸すぞ？」
　申し訳なさそうな、男の声がした。しかし、
「ううん、大丈夫です……ごめんなさい」
　こちらを抱きしめる美兎が、笑みと共に告げる。その瞳ひとみの端はしに光るものを浮かべて、
「ボク達が今流してるこの涙なみだは──あの人以外の人には止めて欲しくないんです」
「そいつはまた、ベタ惚れなんだな……そいつに」
　ご馳走さん、と男は苦笑して、
「──だが、もう大丈夫そうだな。どんな奴やつかは知らないが、嬢じようちゃん達みたいなのが二人も心の底から惚ほれるような奴なら、後はそいつが何とかするだろ」
「ええ……きっと」
　涙を拭ふきながら頷くリスティに、
「どれ、泣かせちまったお詫わびだ。それでも、もしそいつがお前さん達を裏切るような事があったら、今度俺おれに会った時に言いな。そんなクソガキはな、俺がタコ殴りにして泣かせて、嬢ちゃん達に土下座させてやるからよ」
　男は笑いながら言った。だからリスティと美兎は顔を見合わせると、苦笑を浮かべて、
「気持ちは有あり難がたいけど、それは無理だと思うわ……」
「うん。すっごく強い人だから……きっと誰だれよりも」
　すると男はハッと鼻を鳴らして、不敵な笑みを浮かべて言った。
　確信のように。
「心配ないぜ。何せ俺より強い奴は──今のこの世界にはいないからな」
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「──でも、一つだけボク達の事で、勘かん違ちがいしてる事があるよ」
　ツインテールの少女が悪いた戯ずらっぽい笑みと共に言ったのを、男は聞いた。
「ボク達の事、友達同士って言ってくれたけど……実はきちんとお話をしたの、今日が初めてなんだ」
「ふーん……で？　それが何か問題あるのか？」
「それは……別に問題がある訳じゃないけれど……」
　金きん髪ぱつのポニーテールの少女が言いよどむのを見て、男は笑う。
「過ごした時間の長さなんか関係ねえよ……俺には、嬢ちゃん達が親友同士に見えたぜ」
　そう伝えてやると、少女達は嬉しそうに眼を細めて頷いて。
　そして──しばらく話をした後。
　少女達が居なくなった公園のベンチに、男だけが一人残った。
　どうやら二人は道にも迷っていたらしいので、帰り道を教えておいた。
　男は思う。もう少女達は、迷う事はないだろうと。そして、
「さて。腹も膨ふくれたし、もう一ひと眠ねむりするか……」
　そう言って、ごろんとベンチに横になった時だ。遠くの方から、
『何、人にぶつかってんだ、このジジイ──っ！』
　やかましい怒ど号ごうが聞こえてくる。
　片目を開けて声のした方を見ると、尻しり餅もちをついた老人を取り囲む、数人の青年の姿があった。だが、それを見ても男はベンチに寝ね転ころがったまま、動こうとはしなかった。
　ただ一言こう呟く。
「──黙れガキ共」


　発したのは、そんな短い呟きだけ。
　だが、それだけで青年達の怒ど声せいが止まった。怒声だけでなく──その身動きすらも。
　それを見た老人は、慌ててその場から逃にげるように去っていった。
　自分の怒りをぶつける相手がいなくなった。それなのに、つい今しがたまで息巻いていた青年達は突とつ然ぜん棒立ちの状態になっていて、そのままピクリとも動かない。
　そして──辺りが静かになったのを確認すると、男は満足そうに瞳を閉じた。
　公園に設置されている悪あく趣しゆ味みなオブジェになど、微塵の興味もないと言わんばかりに。
　だが──何が起きたか気付く者は他にいない。
　青年達が微び動どうだにしないのは、彼らが意識を失っているからだという事には。
　そして青年達の意識を奪ったのは──この男が発した覇は気きだったという事実には。
　眼の前に居た老人には解らないように。ただ、やかましい青年達にだけ届くように。
　黙れと念じた。それは殺気ですらない、単なる感情の投射のようなものだ。
　しかし。青年達の意識を刈かり取とるには、それだけで充分で。
　離れた場所にいる複数の意識を奪う──それも周囲の誰にも気付かれずに。
　人間よりも気配に敏びん感かんな、鳩やその他の動物にすら気取られる事はないままに。
　それは──あの暁月ですら、まだ至らぬ領域。
　しかも。そんな凄すさまじい力を持っている事を、ＪＰＮバベルの学生──否、恐らくは世界中のバベルの学生の中でも、トップクラスの実力を持つ美兎やリスティにすら、男は最後まで気付かせなかった。男が軽い口調で言った己の強さについても、恐らく彼かの女じよ達は冗じよう談だんか何かだと思っただろう。
　そして。そんな高みに佇たたずむ男は、ただ静かに、
「さて、と……」
　それだけを呟つぶやき、再びゆっくりと瞳を閉じた。
　すると、程なくして穏やかな寝ね息いきを立て始める。
　まるで何かを待つかのように。
　その時が訪れるのを──ただ静かに待つかのように。
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　暁月が家に戻もどってきたのは、夕焼けが辺りを茜あか色ねいろに染め上げた頃ころだった。
　スレイプニルをガレージに入れ、玄げん関かんの扉とびらを開けた暁月は、
「おーい、帰ったぞー」
　確信と共に、自らの帰宅を告げた。家の前に着いた時点で、美兎とリスティの氣を感じ取っていたからだ。どうやら二人だけでも、無事に家まで帰ってこれたらしい。
　靴くつを脱ぬいだ暁月は、まずはリビングへ。そしてテーブルの上にある、美兎とリスティが買った荷物の横に、並べるようにして自分が持って帰ってきた荷物を置いた。
　そして、暁月は美兎とリスティの下へ。
　二人の氣を頼りに向かった先は、二階にある彼女達の部屋ではなくバスルームだ。
　すると、脱だつ衣い所の扉の鍵かぎは開いていて。奥おくの浴室からはシャワーの音と共に、
『──それにしても、美兎ちゃんの胸って本当に大きいわよね』
『えっと、そ、そうかな……？』
『ええ。とても羨ましいもの……ねえ、ちょっと触さわってみても良い？』
『う、うん……別に良いよ、ちょっとだけなら……──んっ』
『うわ、すっごい柔やわらかい……何なのこれ、どういう事？』
『どういう事って言われても──やあっ、リスティさん、そんなにしちゃ……んぅっ』
『信じられない。まさか、ここまで凄い胸だったなんて……』
『も、もうっ。そっちだけズルイよ！　ボクにもリスティさんの触らせて！』
『えっ、私の？　──って、やんっ。やだもう、くすぐったいじゃない……あんっ』
『ホラ、リスティさんのだってこんなに柔らかいよ。形だってとても綺麗だし』
　などと、楽しそうな美兎とリスティの声がエコー付きで聞こえてきて。
　凰沢暁月は思う。どうやら打ち解けられたようで何よりだ、と。そして、
「よう──帰ったぞ」
　いきなり、浴室へと呼びかけた。すると途と端たんに、
『え──やだ嘘うそっ!?』『な、何で……あ、鍵！』
　などと慌てた声が返ってくる。
「おいおい、そんな驚おどろくなよ……信用ねえな」
『何言ってるのさ……痴ち漢かん対策だよ』
　と警けい戒かいした声で美兎。そしてふと、
『……ねえ、どこ行ってたの？　ボクもリスティさんも心配してたんだよ？』
　静かな声で言われ、暁月は頬を掻きながら、
「ああ、悪いな──ちょっと野暮用があってよ」
『野暮用、ね……また何かロクでもない事しでかしてたんじゃないの？』
　リスティの冷たい声が来る。どうやらまだ少しばかり、モノレール内でのお仕置きが尾おを引いているらしい。すると、美兎が言い難にくそうな声で、
『ね、ねえ……ちょっとお願いがあるんだけど』
「……ん？　何だ？」
『まだキミが帰ってこないと思って、ボク達バスタオルだけで着き替がえは用意してなかったの……だから』
「成る程……パンツを持って来れば良いんだな？」
『違ちがうわよっ！』
　途端にリスティの怒りの声が返ってきた。
『リビングのテーブルに、昼間の買い物の荷物が置いてあるんだけど……その中にある大きな赤い紙袋が、配送に回さずに持って帰って来た服なのよ。それを取って来て欲しいの』
「そいつは構わないが……帰ってきたばかりでもう着るのかよ？」
『そうよ。良いから持ってきて』
『えっと……あのね？』
　と美兎。
『キミが買ってくれた服でしょ。折角だから、それを着て帰ってきたキミにお帰りって言おうって……リスティさんと話してたの』
「………………………………」
　いじらしい美兎の言葉は、暁月にとって予想外のもので。
　思わず眼を丸くしていると、こちらの沈黙が恥ずかしかったのか、
『わ、私は別に……美兎ちゃんが言うから、それならって……だけなんだから』
　素直じゃないリスティの言葉が、尻しりすぼみになっていった。
　だから暁月は苦笑を堪こらえられない。すると、
『あ──アンタ、笑ってるでしょっ！』
「ああ、悪い悪い……」
　くっくっと笑いを押し殺ころしながら、
「それじゃ、ちょっと待ってろ……今、持ってくるからよ」
　そう言って、暁月はリビングへ。そして言われた紙袋を持って脱衣所へと戻り、
「それじゃあ、こいつは洗せん濯たく機きの上に置いとくぞ」
　と告げると、『はーい』『ありがとー』と明るい声が返ってくる。
　だから暁月は穏やかな笑えみを浮かべると、ゆっくりと後ろ手に脱衣所の扉を閉めた。
　内側から。当然ながら外には出ていない。凰沢暁月ｉｎ脱衣所だ。
　そして自分の服を脱いで全ぜん裸らになると、暁月は躊躇ためらう事なく浴室の扉を開けて中へ。
　突とつ入にゆうした。すると、シャワーに濡ぬれた裸はだかで戯たわむれていた美兎とリスティが、
「え───……？」
　全く事態を理解できず、暁月を見て固まる。
　そして──刹せつ那なの後、『これぞ絹を裂さくような』といった、大きな悲鳴を上げた。
「な、何で入ってくるのよっ？」
「いや、俺も汗あせかいたしよ。一緒に入るとエコだろ」
　慌てて躰からだを隠かくすリスティに平然と告げると、美兎は信じられないといった表情で、
「『ここに着替え置いておくぞ』って言ったら、普ふ通つうはその後、外に出ていくよねっ？」
「何言ってんだよ。男なら、一緒に入りたいと思うのが普通だろ」
「たとえ思っても、中に入って来ないわよ！　どんだけ欲望に正直なのよアンタはっ！」
　リスティが叫さけびながら投げつけた石せつ鹸けんを、暁月は至近距離であっさりと受け止めた。
　そしてふっと視線を横に向けて、
「俺、不器用なのかもな──自分の気持ちに嘘がつけねえ」
　真剣な表情で告げる。すると、ふと沈黙が降りた。
　お、やったか？　一緒に入る許可が貰もらえたかと、暁月が顔を上げると。
　美兎が、シャワーの温度を熱湯に調節していて。
「──格好つけて言っても、駄だ目めだよっ！」
　そう叫ぶと同時、最大出力で暁月を目め掛がけて放射してきた。
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「全くもう……」
　凰沢美兎は、やれやれと嘆たん息そくした。
　リスティと一緒に暁月を湯船に叩たたき込んだ後。
　暁月が出て来れないように、浴室の扉を外からモップでつっかえ棒をして。
　急いで買ったばかりの服を着た美兎は、リスティと共にリビングへと向かった。
　暁月が裸で出てくる危険性があるため、脱衣所の鏡は使えない。そこで美兎達は、途とち中ゆうの玄関にある姿見を使い、身だしなみを確認。そして完全に整い終えれば、暁月を迎むかえる準備の完成だ。暁月はそのまま汗を流すだろうから、上がるまで少し時間がある。
　そこで美兎は、今の内に今日買ってきた荷物を少し整理しようとして、
「え──？」
　驚いたように動きを止めた。俄にわかに信じられないものを見たからだ。
「どうしたの……？」
　背後のリスティが何事かと問とい掛けてくるが、美兎は言葉を返せなかった。
　眼を奪われていたのだ。見覚えのある白い紙箱が、テーブルの上に並んでいる光景に。
　それも三つ。
「嘘……」
　信じられないように言って、そっと手を伸ばした。
　そして一つずつ開けてゆく。
　左ひだ端りはしの箱には、猫ねこのマグカップが入っていた。
　中央の箱には、狼おおかみのマグカップが入っていた。
　そして。美兎は最後の一つをゆっくりと開けた。
　見る。右端の箱に、確かに入っているものを。
「どうして──」
　呟きが零こぼれ落おちた。ある筈のないものが、眼の前にあった。
　震える手で取り出す。夢じゃない。幻まぼろしでもない。間違いなく本物で。
　だとしたら──答えは一つしかなかった。美兎は、その可能性に思い至る。
　だから暁月は、後続のモノレールに乗っていなかったのだと。
　……これを探してくれてたんだ。ボクはもう、諦めちゃってたのに……。
「──美兎ちゃん？」
「あのね、リスティさん……」
　だから美兎は、隣へやって来たリスティに告げる。自分の手の中を見ながら、
「ボク……やっぱりあの人が好きだよ」
　すると、こちらの動きを止めたものが何か解ったのだろう。
　美兎と同じ物を見たリスティは、穏やかな笑みを浮かべて、
「良いよ。私もそうだから……」
　そう言って、美兎の肩にそっと頬を置いてくる。
「それで良いのよ、きっと……──私達は」
「………………うん」
　その言葉に、美兎は静かに頷いて。
　ゆっくりと、その手に持っていたものをテーブルの上へ──あるべき場所へと置いた。


　──そして、二人の少女は幸せそうに見る。
　猛もう獣じゆうに食べられてしまう事を、まるで恐おそれていないかのように。
　狼に寄より添そうようにして左右に並ぶ──兎と猫の姿を。
第二章《誇ほこり高たかき野の良ら犬いぬの鬱うつ屈くつ》
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　綺麗に澄すみ渡わたった青空だった──腹が立つ程。
　ＪＰＮバベルが誇る、あらゆる医いり療よう行こう為いを可能とする場所。
　白はく亜あの本校舎よりもなお純白な建物──医療塔の正面玄関から、鬼おに塚づか剣けん哉やは外へ出た。
　睨にらむように、雲一つない空を見上げて、
「良い天気だな……クソったれ」
　吐はき捨すてるように呟いた。
　とある理由で入院していた鬼塚にとっては、四日ぶりの娑しや婆ばである。
　制服のポケットから携けい帯たい電話を取り出すと、鬼塚は待ち受け画面を確認した。
　異世界の回復魔ま法ほうなど、一いつ般ぱん的てきな水準を遥はるかに上回る医療技術を持つバベルでも、なお三日間の入院を余よ儀ぎなくされる程の重傷を、鬼塚は先日負っていて。
　そんな鬼塚の携帯には、しかし一件の着信記録も残されていなかった。
　メールも、留守番電話のメッセージも──何一つ。
　だが、鬼塚剣哉は構わない。そんなものがない事は、とっくに解りきっている。
　自分がしたかった事は、ただの時間の確認だ。
　画面のデジタル時計に、無機質に表示されていた時刻は、午後の二時前。
　それだけを確認できると、携帯をポケットにしまって。
　そして鬼塚剣哉は歩き出した。
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　ＪＰＮバベルの高等部ランキング戦初日の夜──鬼塚剣哉はかなりの重傷を負った。
　ランキング戦が行われている最中に侵しん入にゆうしてきた、正体不明のテロリスト。
　その青年と戦い、敗北したのだ。
　自らを勇者と名乗り、執しつ拗ように凰おう沢さわ美み兎うを狙っていたその青年は、明らかに鬼塚が相手をするには強大すぎる実力の持ち主だった。
　しかし、鬼塚は引かなかった。引けない理由があったからだ。
　──以前、自分に恥はじをかかせた凰沢暁あか月つきに対して、鬼塚剣哉は報復を企たくらんだ事がある。
　実戦訓練で使用する訓練プログラムを暴走させ、それを暁月にぶつけようとしたのだ。
　しかしそんな鬼塚の企みが、あろう事か他の者に利用されてしまった。
　既すでにＪＰＮバベルに極ごく秘ひ裏りに潜せん入にゆうしていた、全く別のテロリストによって。
　その事実は、鬼塚に大きな衝撃を与あたえた。特にショックだったのは、そのテロリストが同じＢクラスの田た中なかという学生だった事だ。
　別に仲が良かった訳ではない。むしろ逆だ。前回のランキング戦でＡクラスからＢへ落ちた鬼塚にとって、気弱な田中は自身の苛いら立だちをぶつけるには格好の存在で。
　言い訳をするつもりはない。鬼塚は日常的に、田中へ理り不ふ尽じんな暴力を振るっていた。
　だが実戦訓練で、成り行きから暁月の相手をする事になり、案の定気絶させられて。
　そして意識が戻った後で、鬼塚剣哉は真相を知らされた。田中は反バベルのテロリストであり、それこそ鬼塚以上の実力の持ち主だったと。
　よって鬼塚は、あの件ではっきりと思い知らされたのだ。
　自分は弱かった。どうしようもなく弱くて、その事すら知らなくて。
　そんな自分の弱さが利用され、関係のない連中まで危険に晒さらしてしまったのだと。
　だから許せなかった──自分自身が。
　しかしバベルは、卑ひき怯ような企みをした鬼塚を罰さなかった。
　鬼塚を、自身の慢まん心しんや弱さを利用された『被ひ害がい者しや』だと位置付けたからだ。
　要はこう言われたのだ。お前は憐あわれだと──だから許してやると。
「……………………っ」
　住んでいるマンションへの道を歩きながら、鬼塚剣哉はきつく歯を噛かみ締しめる。
　あれ程の屈くつ辱じよくを、鬼塚は知らない。今でも思い出す度に、震えるような怒りが込み上げてくる。バベルに対しても、そして自分自身に対しても。
　だから密ひそかに鍛たん錬れんを行い、新たな魔法や戦い方を身に付けた。
　暁月を見返してやりたかったし、何よりもう──弱いままでいるのは嫌だったから。
　だからこそ、あの自じし称よう勇者のテロリストから逃げる訳にはいかなかったのだ。
　もしあの青年から逃げれば、また自分の弱さへ逃げた事になってしまうような気がして。
　だから──断じて引く訳にはいかなかった。
　無論、鬼塚だって相手の実力ぐらいは解る。勝てない事は最初から解っていた。
　だからせめて、時間稼かせぎができればと思ったのだが──結局それすらもできなくて。
　その結果が、医療塔送りというこのザマだ。
　そして世間は、入院している鬼塚を置き去りにして日を重ねて。
　ＪＰＮバベルは年度課程を終しゆう了りよう。今はもう春休みの二日目を迎えていた。
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　マンションやアパートが多くある、第二番街区の居住エリア。
　そこはバベルへ登校する際の利便性を第一に考えられ、単身学生が多く暮らしていた。
　そのため学生らの食生活をしっかりと支えられるよう、コンビニやスーパー、ファミレスなどが充じゆ実うじつしていて。とあるコンビニの前を通とおり掛かかった鬼塚は、ふと空腹感を覚えて足を止めた。
「飯か……そういや、まだだったな」
　ここ数日は味気ない入院食ばかりだった。おまけに今日は退院日だったので、軽い朝食は出たが昼食までは出されていない。時刻は午後の二時過ぎ。十代の育ち盛りにとって、昼食抜きで空腹を我慢するには少しばかり厳しい時間帯に入っている。
　鬼塚は、どこかで何かを買うべきか、或あるいは食べて帰るべきかを思案する。だが、
　……そういや、冷蔵庫にまだ何か残ってたな。
　ふと、己の家の冷蔵庫事情を思い出した。
　三日も入院していたのだ。そろそろ賞味期限や消費期限が厳しいものもあるだろう。
　よって、鬼塚はそのまま帰宅する事に決定。
　再び歩き出すと──ふとコンビニ横の路地から、何かが聞こえた気がした。足を止める事なくチラリとそちらを見ると、数人の若者が気弱そうな一人の青年を囲んでいて。
　……アイツらは──。
　気弱そうな青年は知らないが、囲んでいる側の若者達の顔には見覚えがあった。
　間違いない。あれはＪＰＮバベル高等部の学生──それもＡクラスの青年達だ。
　一時期とはいえ同じクラスだった連中だ。その顔は、鬼塚も覚えている。しかし、
「……………………」
　その現場を目もく撃げきしてもなお、鬼塚が足を止める事はなかった。
　本音を言えば気に入らなかったが、かつて自分もあの田中を相手に似たような事をやっていたのだ。鬼塚剣哉は、彼らを止められる立場の人間ではない。
　……カツアゲか憂うさ晴ばらしか知らねえが、春休みの序じよ盤ばんからご苦労なこったな……。
　とはいえＡクラスの連中は、誰だれ彼かれ構わず因いん縁ねんをふっ掛ける《不ア適ウ合タ者ー》のような、見境のない馬鹿ではない。一いつ般ぱん人じんに手を出せば問題になる事を、彼らはちゃんと理解している。
　恐らく彼らが囲んでいるのは、バベルの学生に違いない。もし高等部の学生だとしたら、鬼塚が顔を知らない事を考えると、Ｃ以下のクラスの者だろう。
　──バベルの敷しき地ち内ない全域には、肉体が受けたダメージを精神ダメージに転化する特とく殊しゆ結界が張られている。しかもその結界には安全対策として、余りに強いダメージを受けた場合はショック状態に陥らないよう、セーフティまで設けられている。
　それこそ過保護とも取れるような結界だが、異世界から帰き還かんした少年少女が持つ力は強大だ。その気になれば、それは人の命を簡単に奪う事ができるもので。だからこそ、そういった力を持つ彼らを世界の宝だと考えるバベルは、互いを深刻に傷付け合う事のないようにと、特殊結界を張っているのである。
　だが──その特殊結界はバベルの敷地内にしか張られておらず、特別自治区全体を覆おおってはいなかった。無論、重要施し設せつや設備などが破は壊かいされないための防護結界はある。だが、肉体ダメージを精神ダメージに転化できる特殊結界はバベルの敷地内にしかない。
　──しかし、それは本来おかしいのだ。
　この特別自治区は、特殊な力を持つ者達が暮らしている。よって本当に彼らの身の安全を第一に考えるならば、あの特殊結界は特別自治区全体を覆う必要がある筈だ。
　だが、現実はそうなってはいない。このままではあの気弱な青年は、Ａクラスの連中によって深刻な怪け我がを負わされる可能性がある。
　しかしバベルは、あの気弱な青年を守らない──それは何故か。
　簡単だ。表面上バベルは私し闘とうを禁じているが、陰ではそれを認めているのである。
　戦せん闘とう能力は、実戦でこそ伸びるものだ。それも、互いに傷付き傷付けられるような状況が望ましい。特殊結界という安全な籠かごの中で何をしたところで、そんなものはお遊ゆう戯ぎで。
　よって技術は学べても、精神や覚かく悟ごまでは学べない。いざという時は、それこそ戦場に立たなくてはならないというのに、一番大切なものを身に付ける事ができないのだ。
　何があっても最後まで戦い続ける精神。誰かを傷付ける勇気。誰かを──殺す覚悟を。
　だからバベルの敷地内こそ特殊結界で覆っているが、それ以外の場所では可能なのだ。
　互いの能力を駆く使しした戦闘が。そして、それが異世界から帰還した少年少女の力を伸ばすために、最も有効である事をバベルは知っているのである。
　現にバベルは、能力別にクラス分けを行なっている。あれは、実力に合わせた教育を行なうためではない。才能に合わせて、学生を選より分わけているのだ。
　強者になれるかどうか、その才能の可能性によって。
　──とはいえ、本当に殺すような真ま似ねをすれば《保安隊ピースアイ》に逮たい捕ほされる。
　そう。Ａクラスに居るような連中は、馬鹿ではないのだ。
　よって、あの気弱そうな青年の命は保障されるだろう──それこそ陰いん湿しつなまでに。
　そして、だからこそ鬼塚剣哉は足を止めない。
　大した力もないのに、こんな所をウロウロしている方が悪いのだ。
　バベルの敷地内には寮りようだってある。実力のない者は、あそこに入って過ごせば良いのに。
　ここでは己の弱さを知らない事は、残念ながら罪なのだ。かつての鬼塚と同じように。
　残ざん酷こくだが、ここはそういう場所なのだから。
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　鬼塚にとっては四日ぶりの帰宅。
　しかしマンションの部屋は、当然のように静せい寂じやくで主を迎えた。
　異世界から帰還した少年少女の中には、家族で暮らしている者もいる。
　だが鬼塚剣哉はそうではない。家族は日本本土におり、鬼塚は一人でここに住んでいる。
　連れん絡らくは、もうずっと取っていない。こちらからも──向こうからも。
　そして、これからも取らないだろう。だが、鬼塚は何も思わない。
　それを寂さびしいと思うような時期は、もうとうに過ぎている。
　鬼塚は呟くように、
「飯……いや、シャワーが先か」
　既にかなりの空腹だったが、まずはこの辛しん気き臭くさい消毒液のような匂においを何とかしたかった。このままでは、何を食べても病院食のような気がしてしまいそうだ。
　鬼塚は制服の上着をソファに放ほうると、風ふ呂ろ場ばへと向かって。
　そして洗面所兼けん脱だつ衣い所の扉を開けた。


　そこに見知らぬ少女がいた──全裸で。


「……あァ？」
　鬼塚剣哉は意味が解わからない。思わず怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて、眼の前の光景を見る。
　自分の家の脱衣所に、自分の知らない女の子がいた。しかも裸で。
　奇妙すぎる事態。唯ゆい一いつ解っている事は、この少女が風ふ呂ろ上がりだという事だ。
　バスタオルで頭を拭いていた少女の肌はだには、まだ雫しずくがついていて。
　そして扉を開けたこちらを見て、呆然とその体勢のまま固まっている。
　だから鬼塚は、まだ混乱する思考の中で取り敢えず、
「おい、お前……それは俺おれのタオル──」
　と、言い掛かけたところで、少女は一気に息を吸って、
「きゃああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ！」
　その全すべてを悲鳴にして吐き出した。
　そして近くにあったドライヤーを掴つかむと、鬼塚に向かって思い切り投とう擲てき。
　それは、避さける間もなく鬼塚の額へと命中し、
「ぐああぁぁっっ……っ！」
　鬼塚が痛む頭を押おさえて数歩を後ろに下がると、脱衣所の扉が中から閉められた。
　速そつ攻こうでガチャリと鍵が掛けられる。裸を見られた反応としては、当然の部類だろう。
　一般的に裸の状態で悲鳴を上げれば、その時点で女は被害者なのだから。
　だが──今回は違う。
「『きゃあぁ！』じゃねえ、誰だテメェっ！　出て来いっ、コラっ！」
　鬼塚は怒いかりの形相で叫び、思い切り扉を蹴けっ飛ばした。
「被害者面してんじゃねえぞっ！　ここは──俺の家だ！」
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　一枚の扉を挟んで押し問もん答どうをする事、実に数分。
　鬼塚剣哉は現在、苛いら立だたしげにリビングに立っていた。
　その正面──二人掛けのソファには、一人の少女がちょこんと座すわっている。
　外見だけを見れば、可愛かわいらしい少女だった。小さい身体。恐らく年は鬼塚より低い。
　多分中学生だろう。胸の前に大きなリボンがある服に、下は長めの白いスカート。
　髪の毛けは、片方に結ゆったサイドポニーといった出いで立たちだ。
「……………………」
　裸を見られた事を、まだ怒おこっているようだった。こちらと眼を合わせようとせず、むすっとした表情で頬を膨らませ、そっぽを向いたままでいる。
　ふてぶてしい態度の少女に、鬼塚はチッと舌打ち。ならばと、必要な事だけを問う。
「おい、お前……名前は？」
「…………………………ティアナっすよ」
　と、不ふ機き嫌げんそうに少女。舎しや弟てい口調で、
「自分は、ティアナ・ランドハウゼンっす……」
「何でお前がキレてやがる……」
　苛立たしげに鬼塚は言って、しかし名前が解れば充分とばかりに携帯電話を取り出した。
「……どこに掛けるんすか？」
「保安署だ。当然だろ」
「……覗のぞきの自首ですか。感心っすね」
　平然と言われ、鬼塚はつい大声になる。
「アホか！　住居不法侵入を通報するに決まってんだろうがっ！」
「うわー。女の子の裸を見ておいて、逆ギレするんすか。最低ですね」
　と白い目で少女。そこで頬を少し赤くして、
「ケンちゃんのえっち……知らないんですか？　覗きは犯罪なんすよ？」
「誰がエッチだ！　お前こそ、いつまで被害者を気取ってやがるっ!?」
　そこまで鬼塚は言って、はたと、
「──ちょっと待て。何で俺の名前を知ってる？」
　表の表札も宅配ＢＯＸも、名字の鬼塚としか書いていない。
　ティアナと名乗るこの少女が、鬼塚の下の名前を知る術はない筈だ。
　するとティアナは勝かち誇った表情で、チッチッチッと指を振ふってから、
「ケンちゃんは馬鹿っすね。そんなの──家捜さがししたに決まってるじゃないですか」
「馬鹿はテメエだ！　何、人様の個人情報を漁あさってやがるっ！」
　単にシャワーを借りるための不法侵入ではなく、目的は通帳などの窃せつ盗とうか。
　……まだガキのくせして、クソったれな社会に毒されやがって……。
　鬼塚は貴重品が仕し舞まってある壁かべ際ぎわの棚たなに視線を向けて、途中でふと気が付く。
　この部屋の南側にある筈のものが、なくなっていた。
　道理で先さき程ほどから、風通しが良い訳だ。鬼塚は震える声で、
「おい……あそこの窓はどうした？」
「ああ、あれですか？　中に入った時に割れちゃったんで、危ないから掃そう除じしといたんすよ。偉えらくないですか？　褒ほめてくれて良いっすよ？」
「『割れた』んじゃなくて、『割った』んだろうが──テメエが！」
　窃盗目的の住居不法侵入に、器物破損が加わった。もう充分だ。
　いよいよ鬼塚が保安署に電話しようとすると、
「まあ、良いっすよ。保安隊が来たら、自分は保護して貰うとします。ケンちゃんに監かん禁きんされて、裸も見られたって言いますんで」
「なっ──テメエ、居直るつもりか！」
「人聞きが悪いっすね……まあ、続きは裁判で聞きますよ」
　ティアナの恐ろしい発言に、鬼塚は戦せん慄りつする。被害者は自分とはいえ、確かに駆かけつけた保安隊がこちらと少女、どちらの言う事を信じるかは五分五分だと。いや、自分は入院していたのだ。ならばその隙に逃げられただろう。それなのにここに残っているという現状は、少女の怪あやしさを証明する筈。
　だが──このティアナという少女なら「『俺が戻ってくるまで絶対に外に出るな。もし逃げたら、どこに居ても捜し出して、もっと酷ひどい事をしてやる』って脅おどされていた」ぐらいの事は言いかねない。もしそうなれば、いよいよ鬼塚には打つ手なしだ。
「……………………っ」
「おやおや、どうしました？　随ずい分ぶんと悩ましそうっすね」
　悔くやしそうに歯は噛がみする鬼塚に、ティアナはふふふと笑って、
「性衝しよ動うどうを抑えきれずに、未成年者略取……監禁。これはもう、立派な鬼き畜ちくっすね」
「…………………………………………出て行け」
　と、鬼塚は絞しぼり出すような声で、
「今回だけは見み逃のがしてやるから、さっさと消えろ……それで二度とここへは来るな」
「お断りします」
「何でだっ!?」
　思わず声を張り上げた。終わると思ったのに。これでこの悪夢が終わると思ったのに。
　するとティアナは無む邪じや気きな笑みを見せて、ぽんぽんとソファを叩くと、
「この部屋は居い心ごこ地ちが良いんで、しばらくここに居させて貰うっすよ」
「まさか、居座る気かテメエ……」
「そんな嫌そうな顔しないで……たまには女の子を監禁する生活も悪くないっすよ？」
「何あっさり冤えん罪ざいを発生させてやがる！　テメエのそれはもう一種の脅きよ迫うはくだろうが！」
「やー、たまには女の子に脅迫される生活も、存外悪くないものっすよ」
　そう言って、笑いながら、
「それとも電話しますか、保安署──別に自分はどっちでも良いっすよ？」
「……………………クソっ、勝手にしやがれ！」
　吐き捨てるように言って、鬼塚はキッチンへ。ティアナに苛いらついていたら、余計に腹が減ってしまった。まずは腹ごしらえだ。いつまでもおかしなガキに関かかわっていたって、ロクな事はない。鬼塚は勢い良く冷蔵庫の扉を開けて、
「…………あ？」
　中が全くの空っぽだった事に、思わず眉を顰めた。
　おかしい。確か、まだ何か残っていた気がしていたのだが。
　仕方ないので、冷れい凍とう庫この方を開け──しかしある筈の冷凍食品がない。
　シンク下の収納にある筈のカップ麺めんもない。上の収納にある筈の菓か子しもない。
　この家にあった筈の、全ての食料という食料が消えていた。
「まさか──」
　鬼塚は即そく座ざに、キッチンのゴミ箱の蓋ふたを開けた。すると──そこに『答え』があった。
　食べつくされた食料の包装だ。そこへ、のうのうと犯人がやってきて、
「おやおや、ケンちゃん駄目じゃないすか……冷凍庫を開けっ放しになんかしたら」
　電気は大事にしないと、みたいな口調でティアナ。
　鬼塚の背後をとことこ通り過ぎて、パタンと冷凍庫の扉を閉めると、
「ところで、ケンちゃん……」
　ティアナはこちらを振り返かえると、少し困ったように、
「実は自分、結構お腹が空いてきちゃったんすけど──どうすれば良いですかね？」
「…………………………」
「ケンちゃん……あれおかしいな？　突とつ発ぱつ性せい難なん聴ちようすか？　何か急激にストレスを感じる事でもありました？」
　こちらの前へ回り込み、心配そうに首を傾かしげるティアナに、
「テメエは──ゴミでも食ってやがれっ！」
　そう叫んで、鬼塚はマンションの部屋を出て行った。
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　当てにしていた食料が自宅にない以上、食事は他の選せん択たく肢しを考える必要がある。
　出前を取るという手段もあったが、そうなるとティアナが黙だまっていないだろう。
　自分の分も頼めなどと騒さわぎ出し、最悪近きん隣りんに彼女の存在を知られてしまいかねない。
　しかし鬼塚は、たとえ冗談でも未成年者略取などという誤解は御ご免めんだ。
　よって必然的に外食しか打開策はなく、ティアナを置いて外へ出たのだが、
「ファミレス～、牛ぎゆう丼どん～、カレーラ～イス～。おおっといけないラーメンも、こってり麺硬で～。ファミレス～、牛丼～、カレーラ～イス～」
　先程から街を歩く鬼塚の後ろを、癇かんに障さわる陽気な歌がエンドレスで追いかけてくる。
　その歌い手は、ムカつく程に明確だ。聞けば、現金の持ち合わせがないらしい。
「……クソっ、どこまでついて来やがる」
「囚とらわれのか弱い兎としては、どこまでもついて行くっすよ」
　と、歌を中断してティアナ。
「兎はひもじいと死んでしまいますからね」
「当たり前だ。それを言うなら、寂しくて死んじまうの間違いだろうが」
「いえ、自分は寂しいとお腹が空きます」
「知るか。兎なら、テメエのクソでも食ってろ」
　兎の習性である糞ふん食を辛しん辣らつな口調で勧すすめてやると、
「ほう……監禁中の少女に、屋外でスカトロ強要っすか。やりますねケンちゃん。この感動を今ここで声高らかに叫んで、ご近所の皆みなさんと分かち合っても良いですか？」
　あっさりと言い返されてしまい、鬼塚はグウの音も出ない。
　駄目だ。どうやらティアナに口で勝つ事は不可能らしい。
　よって完全に会話を打ち切り、無言のまま歩を進めていると、馴なれ馴れしい口調で、
「沈黙が寂しすぎて、お腹が空いてきました……何か喋しやべって下さいよー、ケンちゃん」
　ティアナが隣となりに並んできて、こちらの袖そでをクイクイと引っ張ってくる。
　鬼塚はチッと舌打ちして、ティアナの手を振り払はらうと、
「………………何で俺の部屋にいやがった？」
　そもそもの疑問をぶつけた。単なる物取りが、忍び込んだ家の食料を食い尽つくして、呑気に風呂に入るような真似をする訳がない。何か別の目的があった筈だ。すると、
「やー実はですね……隣のマンションの屋上で、コンビニで買ったおにぎりを食べようとしてたんすよ。そうしたら、急に突とつ風ぷうが吹ふいて──」
「ハッ、それで俺のマンションまで飛ばされたってのか？　嘘付け、建物の間に何メートルあると思ってやがる」
「──いや、飛ばされたのは海の苔りの方で、それを追いかけて全力でダイブしたんすよ。諦めたらそこで試合終了なんで」
「アホかテメエはっ！」
　おにぎりの海苔に命を懸けるな。下手をすれば包装ビニールより原価が安いだろうが。
「でも地面に落ちてないから三秒ルール的にはセーフっすよ。それに、海苔はしっかりキャッチして、きちんと完成させたおにぎりを、美お味いしくいただきましたから」
「俺の家の窓を犠牲にしてな……」
　余りにも馬ば鹿か馬鹿しすぎて会話を打ち切りたくなるが、
「──で、隣のマンションの屋上で何をしてやがった？」
　鬼塚剣哉は、静かに問い掛ける。ティアナが居たと言っているのは、隣りん接せつする高層マンションの屋上だ。だがあのマンションは安全面を考こう慮りよして、入居者にも屋上を開放していない。つまり──鬼塚の家に窓から突入してくる前、既にティアナは不法侵入をしていたのだ。すると、
「いやー、実はちょっと探し物があるんすけど、中々見つからなくてですね……」
　と、全く悪びれる事なくティアナ。
「それで、高い所からなら見つけられるかと思ったんですけど、如何いかんせん屋上が高すぎて……地上が遠くて全然解わかりませんでした。ちょっと勉強になりましたね」
「そうか……そりゃ結構な事だな」
　馬ば鹿かが、自分が馬鹿な事を理解できたようで何よりだ。
　そして鬼塚剣哉は判断する。これ以上、ティアナの事情を知る必要はないと。
　この少女は馬鹿で──多分、それ以上でも以下でもないのだ。
　──だから、後は馬鹿と一いつ緒しよの所を知り合いに見られなければ万ばん事じ問題ない。
　そのためにわざわざ、自分はこんな回りくどい道を選んで歩いているのだから。
　それなのに、一軒のコンビニの前を通り過ぎようとした時、
「──あら？」
　タイミングの悪い事に、店内から出てきた一人の少女と鉢はち合あわせした。
　春休みでも律りち儀ぎに制服を着ているその少女は、ＪＰＮバベル高等部副会長。
　七なな瀬せは遥るかだ。
　……なっ……よりにもよって、何でコイツがこんな所に……。
　最悪だ。風紀委員長も兼けん任にんしている遥は、一番会いたくなかった存在で。
　思わず鬼塚が嫌そうな表情になると、
「人を見るなり、随分と露ろ骨こつな顔をしますのね、鬼塚剣哉……」
　遥もまた眉を顰めた後、軽く嘆息して、
「そういえば今日でしたわね、貴方あなたの退院は……元気になったようで何よりですわ」
「……………………」
　その言葉に、鬼塚は無言を返した。
　遥が言っているのは、所しよ詮せんは問題児に対する社交辞令だろう。訓練プログラムのコカトリス暴走事件の際、鬼塚の取調べを行なったのは遥だった。以前から問題を起こしていたため良い印象を持たれていなかったが、あの事件はいよいよ駄だ目め押おしだった。
　遥の中では恐らく、鬼塚は最上級の警戒対象になっている筈だ。すると、
「退院したばかりなのに、もうこんな所をうろついて……何をしていますの？」
　案の定、こちらの動向を訊たずねて来る。もしここで無視すれば、遥は追つい及きゆうの手を強めるだろう。だから鬼塚は、面めん倒どう臭そうに、
「ただの飯だ……生憎と家にはロクな食材がなかったんでな。アンタこそ何でこんな所にいやがる」
　そう言って、自分から話題を逸そらすために、遥が手に持っているビニール袋ぶくろをチラリと見た。眼めの前のコンビニで購こう入にゆうしたのだろう。時間からするに鬼塚と同じように遅おそい昼食か、もしくは間食といったところか。
　律儀に制服を着ている事から察するに、恐らく遥は生徒会の仕事で登校していたに違いない。だが現在は春休みだ。飲食棟とうや購こう買ばいは閉まっている。よって、こうして外に買い出しに出たのだろう。とはいえコンビニなら、もっとバベルに近い位置にもあるだろうに。
　怪訝そうに見る鬼塚に対し、
「これは……ここのコンビニはオリジナルのフードメニューが充実していて、特にデザートはかなりのレベルなんですの」
　そこまで言うと、遥は少しだけ気まずそうに、
「それで……私は、上うえ崎さきや美み奈な巳みとのジャンケンに負けて……だからですわ」
　仄ほのかに敗北の屈辱を滲にじませる。だが、鬼塚にとってはそんなものはどうでも良かった。
　自分から話題を逸らし、互いの目的は判明した。これでもう用はないだろう。
　鬼塚はその場を立ち去ろうとして、
「ケンちゃん早く行きましょうよー。いつまで美人を相手にいちびってるんすかー？」
「…………っ」
　いつ誰がいちびった。というかお前は空気を読め。
　隣のティアナに不満そうに袖を引かれ、鬼塚は思わず苦い表情になる。
　もう少しだけ黙っていてくれれば、それで話は終わりだったというのに。
　発言を行い自身の存在を主張しては、誰であろうと見過ごす者はいない。
「そちらは……」
　最初から気になっていたのか、遥は鬼塚とティアナを交こう互ごに見てから、
「……親しん戚せきのお子さんか何かですの？」
　鬼塚には友人がいないだろうし、妹にしては似ていないとでも思ったのだろう。
　失礼極きわまりない思考ではあったが、確かに友人でも妹でもない以上、間違いではない。
　ただ親戚の子供でもない。ティアナは赤の他人で、それどころか不法侵しん入にゆ者うしやだ。
　しかしその事情を話すと、またティアナが監禁だの何だのと騒ぎ始めかねない。だから、
「……まあそんな所だ」
　鬼塚は不機嫌そうに相あい槌づちを打った。別に嘘は言っていない。過去に遡さかのぼるだけ遡れば、人類などみな親戚のようなものだろう。それよりも、とにかく今はこの場を早く離れたい。
　面倒な事になる前に。それなのに何を思ったのか、
「あらあら、ウチのケンちゃんがいつもお世話になってるっす。自分は──」
　などと、ティアナが自己紹しよ介うかいを始めようとしたため、
「──テメエはこれ以上、俺に面倒も迷めい惑わくを掛けるんじゃねえよ」
　鬼塚は手で強引にティアナの口を塞ふさいだ。
　何を言う気か知らないが、これ以上事態を悪化させられる訳にはいかない。
　鬼塚の腕の中で「むぐー」などと呻うめくティアナに、遥はこちらを咎とがめるような口調で、
「もっと優やさしくしてあげたらどうですの……？　相手は年下の女の子ですのよ？」
「悪いが、俺にはこれが精せい一いつ杯ぱいでな」
　そう言って、鬼塚はフンと鼻を鳴らした。これでも充分に優しくしてやっている。
　とはいえ、本当の事情を話す訳にもいかない。
　……クソったれ、何で俺がこんな目に……。
　自身の不幸を呪のろいながら、鬼塚は眼の前の遥へ、
「俺なんかの相手より、副会長のアンタにはもっと他にやる事があるだろうが……」
　告げる。どうか自分の事は放っておいてくれと願いながら、
「アンタは……凰沢の野や郎ろうの心配でもしてりゃ良いんだ」
　うんざりした口調でそう言った──次の瞬間いきなり、


「──なっ、何でこの私が、凰沢あかちゅきの心配をしなければいけませんにょっ!?」


　それまでは冷静だった遥が、突とつ如じよ顔を真っ赤にして叫んだ──言語機能を崩ほう壊かいさせて。
　とっさにこちらの言葉を否定しようとして、思わず噛んでしまったのだろうが……それにしたって余りにも過かじ剰ような壊れっぷりだ。思わず面食らう鬼塚に、
「お、お答えなさいっ、鬼塚剣哉っ！　何故この私が、凰沢暁月の心配をする必要があるというんですのっ!?」
　ある程度の言語機能を回復させながら、怒り心頭とばかりにこちらへ詰つめ寄ってくる。
　鬼塚は気け圧おされるように、
「いや……問題児の管理と監かん督とくは、風紀委員長のアンタの役目だろ……」
　だから、バベル最強の問題児の暁月が何か問題を起こさないように心配するのが、遥の仕事と思っただけで。まさかそれを言っただけで、ここまで遥が壊れるとは思わなかった。
　鬼塚剣哉は後こう悔かいする。どうやら自分は、遥の地じ雷らいを踏ふんでしまったようだと。
　これは遥を納なつ得とくさせるまでは、とでもじゃないが解放されない雰ふん囲い気きだ。
　しかし感情的になっている遥は、生半可な言葉では機き嫌げんを直す事はないだろう。
　ふと見れば、鬼塚に口を押さえられたままのティアナが、
「……ぬふー。むぐふふー」
　事態の混乱を楽しむように、眼を弓の形にしてこちらを見上げていて。
　……テメエが空気を読まねえで、しゃしゃり出たせいだろうが……っ。
　鬼塚の苛立ちが最高潮に達した時だった。
　ふと電子音が鳴なり響いた。それは遥の懐ふところから聞こえていて。
「電話だろ……出た方が良いんじゃねえのか副会長」
　鬼塚は何とか話題を逸らそうとして、しかし限界に達した苛立ちから思わず、
「──ひょっとして、凰沢だったりしてな」
　余計な一言を付け足してしまった。しまった、と思った時にはもう遅い。
　携帯を取り出そうとしていた遥は、鬼おにの表情になりながら、
「まだそんな戯ざれ言ごとを言うつもりですの、貴方は……──っ!?」
　そこまで言って、しかしピタリと動くのを止めた。
　着信相手の表示を見たのだろう。信じられないような表情を浮かべる遥に、
「まさか……本当に凰沢からか？」
　意外そうに鬼塚は問い掛けた。よもや遥の携帯のメモリーに、暁月の番号が登録されているとは思わなかった。特別な問題児という事で、連れん絡らく先さきを押さえているのだろうか？
　かといって、それが暁月から連絡が来る理由にはならないだろう。
　自分が知らない間に、暁月と遥の関係が大きく変わるような何かがあったのだろうか。
　……いや、そんな事はどうだって良い。
　二人の間に何があった所で、自分には関係のない話だ。鬼塚としては、一刻も早くこの場から離れられればそれで充分なのだから。鬼塚はフンと笑いながら、
「出ろよ副会長。俺おれ達たちの事は構わないからよ」
「で、ですが……貴方とはまだ話が終わって──」
「凰沢から掛かってくるなんて、それこそ余よ程ほどの事かもしれないぜ。良いのかよ？」
「そ……それは、確かにそうかも……しれませんけど」
　先程までとは違う優しい色に顔を赤く染めながら、遥は震える手で通話ボタンを押して、
「も、もしもし……七瀬ですわ」
　怖おず怖ずとした声で電話に出た。そして、
「ええ……構いませんわ、少しならば。ええ……ええ……──ええっ!?」
　最後にいきなり語ご尾びが跳はね上あがり、素すっ頓とん狂きような声になった。
　そして、何事かと視線を向けた鬼塚と一いつし瞬ゆん眼めが合うと、慌あわててこちらに背中を向けて、
「お泊とまりだなんて……いきなり、そんな大だい胆たんな……っ」
　最早顔だけでなく、耳から首筋まで赤くした遥は、恥はずかしそうに太ふと股ももを擦すり合あわせる。
　困こん惑わくを表現するかのように、腰こしを微かすかにくねらせながら、
「いえ、別にそういう訳では……でも急にそんな事を言われましても、私……」
　などと、小声で何事かを話し込み始めた。そんな隙すきだらけの背中に、好機を見た鬼塚は、
「…………今だ、行くぞ」
「むふー、むんぐふー」
　何かを言いたそうなティアナの口を押さえたまま、道を歩き始めた。
　背後からは「ですが私にも心の準備が……」「いえ嫌ではないですわ。本当ですのよ」といった遥の声が聞こえてきたが、鬼塚はもう構わない。
　良く解った。前から知っていたが、今度という今度こそ痛感した。
　余計な事に関われば、ロクな事にはならないのだと。
　だってそうだろう。面倒事はティアナだけで充分だというのに。
　これ以上なんて絶対に御免だ。
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　鬼塚が食事の場所に選んだのは、中ちゆ華うか料理のファミレスだった。
　昼食には遅く、夕食にはやや早い時間帯だ。当然のように店内は空いていて、鬼塚とティアナは窓まど際ぎわの四人席へと案内された。座席へ着いたティアナは、メニューを開くなり、
「ケンちゃんケンちゃん。好きなもの頼たのんで良いっすか？」
「……勝手にしやがれ」
　鬼塚がそう言うと、何を勘違いしたのか嬉うれしそうにはしゃいでメニューを捲めくっていく。
　そして食べたいものが決まったのか、店員の呼び出しボタンをクイズ番組さながらに勢い良く押すと、やって来た女性店員に対して、
「たんまり野菜タンメンと、あんかけチャーハンをお願いして良いっすか！」
　満面の笑みでいきなりメインの麺めん類るいとご飯ものを二つも頼み、
「──あと麻マー婆ボー豆どう腐ふと餃ギョ子ーザと春巻きとシューマイと、それにドリンクバーも！」
「ありがとうございます。それでは、オーダーを確かく認にんさせていただきます」
　ティアナの注文に、女性店員は笑顔でそれらを繰くり返し、
「ドリンクバーは、お一つで宜よろしいですか？」
　と、鬼塚に問い掛けてくる。鬼塚が無言で頷うなずくと、
「かしこまりました。ドリンクバーとお冷やはあちらに、チャーハンはスープバーをご利用になれます。それでは少々お待ち下さいませ」
　そう言って女性店員は立ち去ろうとする。だから、
「おい──ちょっと待て」
　鬼塚は不機嫌そうな声で店員を呼び止めた。
「俺がまだ注文してねえだろうが」
「えっ……？」
　店員がキョトンとした顔で振り返る。どうやら、今ので二人分だと思っていたらしい。
　ドリンクバーを鬼塚にも確認してきた時点で、何となくそんな予感はしていたが。
「普通のチャーハンを一つ──以上だ」
「か、かしこまりました。少々お待ち下さい……」
　鬼塚の注文を端たん末まつに打ち込むと、店員は一いつし瞬ゆん困こん惑わくの視線をティアナへ向けてから、そそくさと厨ちゆ房うぼうへと入っていった。それを見たティアナは、
「やれやれ客の注文もロクに取れないとは……店員の教育がなってないっすね」
「テメエの注文のせいだろ。馬鹿みたいに頼みやがって」
「いえいえ、これぐらい普通っすよ。それじゃ、自分はちょっとドリンクバーへと旅立ちます。ケンちゃんのスープも持ってきてあげますからねー」
　そう言うや、ウキウキとした足取りで店の奥へと向かっていった。
　ティアナの小さな背中を見送った鬼塚は、店の天てん井じようを見上げて嘆息する。
　ドリンクバーを頼むなど、どうやらティアナは長居をする気満々のようだ。
　だが鬼塚はそれに付き合うつもりはない。これ以上ティアナと一緒に居る所を、他の者に見られる訳にはいかないのだ。自分の頼んだものを食べ終えたら、さっさと店を出るのが得策だろう。鬼塚がそうやって思考をまとめていると、
「はーい、お待たせっすー」
　トレイにお冷やとドリンク、スープなど一式を乗せたティアナが戻ってきた。
　てきぱきと机の上にコップを並べると、自分のドリンクバーで入れてきた飲み物を自信たっぷりに鬼塚へと見せ付けて、
「ティアナちゃんすぺしゃるー。ふっふーん、どうすっか？　一口欲しいですか？」
「いるか。そんなドドメ色のマズそうなもん」
　あれこれ混ぜたのだろう。各飲料メーカーが見たら、ブチ切れそうな一杯ぱいだった。
「むー、美お味いしいのにー。冒ぼう険けん心しんが足らないっすね、けんちん」
「大きなお世話だ……それと、その汁しる物ものみたいな呼び方は止めろ」
　そう言って、鬼塚がお冷やの入ったグラスを呷あおると、
「──ところで、先刻の美人さんはどんなお知り合いなんすか？」
　自身のスペシャルドリンクとやらを、ティアナはストローでちびちび飲みながら、
「ほら……ここに来る途中でケンちゃんがいちびってた」
　鬼塚は「だから、いちびってねえって言ってんだろ……」と嘆息してから、
「あれは、ＪＰＮバベル高等部の副会長兼風紀委員長様だ。俺は素行が良くなくてな、眼を付けられてんだよ」
「そうなんすか？　ケンちゃんは、そんなに悪い人には見えませんけど……」
　キョトンとするティアナに、フンと鬼塚は鼻を鳴らすと、
「今日会ったばかりのテメエなんぞに、俺の何が解るってんだ」
　吐き捨てるように告げて、心の中で思う。これは良い機会だと。
　馴れ馴れしいのか懐なついているのか知らないが、鬼塚がどういう人間なのかを知れば、ティアナも部屋に居座ろうなどとは考えなくなるだろう。だから教えてやる。
「お前は知らねえだろうがな──俺はこれまで自分の力をひけらかしては、散々弱い奴をいたぶってきてんだよ」
　そうだ。そうやって自分は、気に入らないものを傷つけてきたのだ。
　何度も何度も。友人や、それこそ家族さえも。
　そして自分の弱さが認められず、己より強い相手には卑怯な復ふく讐しゆうをしようとして。
　挙げ句の果てにはそれをテロリストに利用され、大問題を巻き起こした。
　どうしようもなく弱くて姑こ息そくな人間。それが鬼塚剣哉という人間の本質なのだ。しかし、
「──誰の話をしてるんですか？」
　ふと投なげ掛けられた静かな問い掛けに、鬼塚は正面を見た。
　するとそこには、真まっ直すぐな瞳でこちらを見るティアナが居て、
「自分はそんな、以前のケンちゃんなんか知らないっすよ。自分が話してるのは──今こうして眼の前にいるケンちゃんの事です。無断で部屋に居た見ず知らずの自分に、怒りはしても保安署に連絡を入れたりせず、今もこうして一緒に食事に付き合ってくれている、優しいお人ひと好よしのケンちゃんの事です」
「何を言ってやがる。俺がしたのは以前の話じゃねえ……つい最近の事だ」
　ティアナの真っ直ぐな瞳を受け止めきれず、鬼塚は呻くように言って視線を逸らした。
　だってそうだろう。あの一件は、まだ過去にするには早すぎる。
　真実を知らされた時のあの怒りと後悔は──今も鬼塚の心を締め付つけているのだから。
　そうだ。それにあの自称勇者を相手にした時も。凰沢暁月に負けないようにと、隠れて必死に鍛錬を積んできたというのに、結局鬼塚はロクに時間稼ぎすらできなかった。
　どこまでいっても、やはり自分は弱いままで──思い知る。
「人が……人がそんな簡単に変われてたまるか」
　絞り出すような声で、鬼塚は言った。それはこの世の真理の筈だ。
　人は変われない。どこまでいっても自分以外の存在にはなれない。それなのに、
「変われますよ──ケンちゃんが信じさえすれば」
　ティアナ・ランドハウゼンはそれでも揺ゆるがない。
　確信を思わせる穏やかな口調で、
「あのですねケンちゃん……変われないと思い込んでいるだけで、誰だって自分自身が想像しているよりも、ずっと簡単に変われるものなんですよ」
　とティアナ。
「自分は昔のケンちゃんの事は知りません。でも、もし本当にかつてのケンちゃんが、ケンちゃんの言うような人だったなら──」
　一息。
「だとしたら──今のケンちゃんは、もうとっくに変われてるんじゃないですかね」
「…………………………」
　ティアナがくれる穏やかな言葉を、いつしか鬼塚は黙って聞いていた。
　有り得ない話だと思う。ティアナが口にしたのは、理想論のようなもので。
　だが、思わず受け入れそうになってしまう自分がいた。
　自分は少しでも変われているのだと。そして、これからも変われるのだと。
　それは、己の弱さを呪い続ける鬼塚の心に優しくて。
　鬼塚剣哉は思う。自分は、まだ信じても良いのだろうかと。
　ティアナの言葉ではなく──自分自身を。
「………………馬鹿馬鹿しい」
　しかし鬼塚は、自分の心の中で沸わき上がりかけた希望を打ち消した。
　何を血迷っているのだ。信じるだけで──願うだけで人が本当に変われるというならば。
　……だったら、もっとマシな筈だろうが。このクソったれな世界は……。
　すると、
「むー、信じてないっすねケンちゃん……」
　と不満そうにティアナ。
「別に良いですよ、ケンちゃんが解らなくても……自分は知ってますから」
「…………何をだ？」
「ケンちゃんは素直じゃないだけで──絶対に悪い人じゃないって事をっすよ」
　そう言って、ティアナは席を立った。空になったティアナすぺしゃるのグラスを持って、
「いつか……ケンちゃん自身も解る日が来ると良いですね」
　優しい笑みをこちらへ寄よ越こすと、ティアナはドリンクバーのコーナーへと歩いていった。
「……………………」
　鬼塚剣哉は無言のままで見る。
　ドリンクサーバーの前で、新たな配合に頭を悩なやませる、楽しそうなティアナの横顔を。
　新しい飲み物を補ほじ充ゆうして戻ってきたら、ティアナはまた優しい言葉をくれるに違いない。
　それから彼かの女じよは、きっと他た愛あいのない話をするのだ……それこそ騒がしい程に。
　対する鬼塚は恐らく、それを話半分に聞きながら適当な相槌を打って。その内、注文していた料理がやって来たら──ティアナと二人、差し向かいでの食事が始まるのだ。
　それはきっと温かな食しよ卓くたく。かつての鬼塚にはあり、今は失った風景がそこにはある。
　鬼塚は思う。そんな騒がしい食卓を──満まん更ざらでもないと感じる自分が居ると。だが、
「………………悪いな」
　鬼塚はそう小さく呟くと、そっと席を立った。
　そして一人、歩いて行く。店の出口へと向かって。
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　鬼塚剣哉は、ティアナには気付かれないようにファミレスの外へ出た。
　レジの前を通り過ぎようとした所で、帰ろうとしている鬼塚に気付いた店員には、無造作に五百円玉を放っておいた。自分が頼んだチャーハンの代金なら、これで充分だろうと。
　そうして店の外へ出た鬼塚は、もう決して後ろは振り返らない。間ま違ちがっても見るつもりはなかったからだ。席へ戻ったティアナが、どんな表情をしているかなど。
　怒ったり、残念がったり、寂しがったり。そんなのは都合の良い思い込みだ。鬼塚とティアナの間には、何の関係もありはしない。今日たまたま出で逢あっただけの、完全なる赤の他人──自分達はその程度の間あい柄だがらなのだ。そこには何かの感かん慨がいを差さし挟はさむような余地はない。
　今いま頃ごろティアナは注文した料理に囲まれて、一人で当然のように食事をしている筈だ。
　まあ……ティアナはお金を持っていないため、無銭飲食でしょっ引かれるだろうが。
　無論、店員には一緒にいるところを見られているので、万が一保安隊が事情を聞きに来るかもしれないが、ティアナは赤の他人なのだ。彼女の無銭飲食に対し、鬼塚が代金を支払うような義理もなければ、責任もない。知らぬ存ぜぬで話は終わる。これで一件落着だ。
　時刻は完全に夕方になっていた。既に辺りは、夕ゆう陽ひが放つ茜あか色ねいろに染められていて。
　鬼塚は沈しずんでゆく太陽を追いかけるように、ゆっくりと歩を進めていく。
　重い足取り。しかし、ティアナが追いかけて来るのを待っている訳ではない。鬼塚は、行きとは全く別の道を歩いていた。それは、自宅へは少し遠回りになる道のりだった。
　だが行きよりはマシだ。行きはもっと遠回りをしていたのだから。
　そう──鬼塚剣哉は、最初からティアナとはこれで別れるつもりでいたのだ。
　だからこそ、行きはわざわざ回りくどい道ばかりを選んだのである。
　探し物を見つけようとして、安易に高い所へ登るような真似をしていた程だ。恐らくティアナは、この特別自治区の地理にはそう詳くわしくない。彼女があのファミレスから、鬼塚のマンションへ辿たどり着つく可能性は低いだろう。
　──だから、これでお終しまい。これで鬼塚剣哉には、再び日常が戻って来る。
　最高に反へ吐どが出る、そんなクソったれな日常が。
　そして鬼塚が、細い路地の突つき当あたりを左に曲がった時だ。
　まるでそこだけ先に夜が訪おとずれたかのような、そんな暗い路地で。
　鬼塚剣哉は、とある場面に出くわした──それは一方的な傷害と暴行だ。
　二人組みの青年が、地面に転がっている一人の青年を足あし蹴げにしていた。
　鬼塚剣哉は、地面に転がっている青年は知らない。だが二人組みの顔は知っている。
　ＪＰＮバベル高等部Ａクラスの学生で、そしてかつてのクラスメイトで──何よりも数時間前、通りかかったコンビニの裏で、他の青年に恐きよう喝かつ行こう為いをしていた連中なのだから。
　現場は人通りの少ない細い路地だ。よって、互いが互いを認にん識しきするのは必然で。
「チッ……見られたか。面めん倒どう臭くせえな」
「……………………」
　二人組の片方の苛立ちを含ふくんだ声に、しかし鬼塚が無言のままで居ると、
「……ん？　何だお前……鬼塚じゃねえか」
　もう片方の青年がこちらに気付いたのか、気が抜けたように言った。
　そして二人組みは薄うすら笑わらいを浮かべながら、
「よお、どうした落ちこぼれ……聞けばお前、システム結界の故障でランキング戦が中止になった時、退たい避ひする最中に崖がけから落ちて、死に掛けたらしいな」
「そのまま入院してたって話だが、もう出てきたのか。まあ相変わらず、無様なようで何よりだ」
「……………………」
　しかし、鬼塚は二人組に言葉を返さない。否定もしない。
　自称勇者のテロリストにやられたなどという話はできない以上、バベル側が考えた鬼塚入院の理由付けは納得できるものだったし、鬼塚がＡクラスから落ちこぼれたのも、無様である事も否定しようのない事実だ。だから鬼塚は無言のまま、その場を通り過ぎようとして、ふと地面に這はいつくばっている青年と眼が合った。
　既に相当の暴力を受けているのだろう。ボロボロになった青年は、
「っ…………」
　必死に助けを求める眼を、鬼塚へと向けてくる。思わず鬼塚の足が止まり、しかし、
「おいおい、何を立ち止まってんだ。さっさと行けよ、鬱うつ陶とうしいぜ。それともまさかお前、止めろとか言うつもりじゃねえだろうな？」
　二人組みが、そんな鬼塚をせせら笑うように、
「お前だって、散々やって来た事だろうが。気に入らない奴をブチのめすなんて真似はよ。聞いてるぜ。Ａクラスでは大した事のなかったお前が、Ｂクラスじゃ大層な王様気取りだったそうじゃねえか。そんなお前が今いま更さら、良い人気取りかよ？」
「まさかだろ、なあ鬼塚。お前は、俺達とは違って本物のクソ野郎だもんなあ。大方、退院祝いの景気付けに、俺達に混ざってこいつをボコりたいんだろ？」
「────っ？」
　その言葉を聞いた地面の青年の顔が、恐きよ怖うふと絶望に強こわ張ばった。信じられないようなものを見る眼でこちらを見る青年に、しかし鬼塚は何の感情も抱かない。
　この青年は鬼塚とは何の関係もない赤の他人だ。あのティアナと同じ存在なのだ。
　そんな奴やつに関わる義理も、責任も、必然性すら鬼塚には存在しない。
「……………………」
　だから鬼塚は、何も言わずにその場を後にした。
　──その筈だった。
　だが数メートルを進んだところで、鬼塚の足は何故かピタリと止まってしまう。
「…………クソったれ」
　ギリっと歯を噛み締めながら思う。一体自分はどうしたのだと。
　早くこの場を立ち去れ。それで話は終わりだ。あんなに面倒は御免だと思っただろう。
　何がそんなに気になる。何がそんなに気に食わない。
　かつては自分も、同じような事をしていたじゃないか。
　彼かれらの行動を咎める権利など、鬼塚には絶対に存在しない。
　なのに──どうして頭の中で優しい声がするのだ。
『──そうなんすか？　ケンちゃんは、そんなに悪い人には見えませんけど……』
　ふざけるな。これまで鬼塚剣哉という人間が、どんな真似をしてきたと思っている。
『──自分はそんな、以前のケンちゃんなんか知らないっすよ。自分が話してるのは──今こうして眼の前にいるケンちゃんの事です』
　ふざけるな。人がそんなに、簡単に変われてたまるものか。
『──変われますよ。ケンちゃんが信じさえすれば』
　ふざけるな。これまで何度となく、他人を、家族を、自分自身を裏切ってきたのだ。
　誰がそんな奴を信じる。誰にそんな奴が信じられる。
　ああそうだ。鬼塚剣哉は、世界中の誰よりも鬼塚剣哉を信じない。
　それなのに、
『──あのですねケンちゃん……誰だって自分自身が想像しているよりも、ずっと簡単に変われるものなんですよ』
　それなのに、
『──自分は昔のケンちゃんの事は知りません。でも、もし本当にかつてのケンちゃんが、ケンちゃんの言うような人だったなら──』
　それなのに──どうして自分の足は、一向に前へ進んでくれない。
　逃げれば良いのだ。誰だって面倒事からは眼を逸らして生きている。
　簡単な事ではないか。これまでは普通にできていた事ではないか。
　なのに何故、今それができない？　その答えを、


『──だとしたら今のケンちゃんは、もうとっくに変われてるんじゃないですかね』


　そっと優しい声が教えてくれる。自分を──もっと自分を信じて良いのだと。
　だから鬼塚は、
「………………ふざけるんじゃねえ」
　腹の底から沸き上がる苛立ちを、路地裏の掃はき溜だめに吐き捨てた。
　鬼塚剣哉は確信する。自分は何一つ変わっていないと。
　要は癇に障って仕方ないのだ。気に入らない奴がいる。それだけの話なのだ。
　もしこれが凰沢暁月なら、二人組みをブチのめして、それで終わりだろう。
　それは絶対ともいうべき真実で。しかし、鬼塚はそれが気に入らない。自分にできない事を、暁月なら何とかしてしまう──その事が、どうしようもなく気に入らない。
　……ああ、そうだ。
　鬼塚剣哉はようやく理解する。自分はただ気に入らないのだと。
　あの二人組みがしている事も、そしてそれを見て苛いら立だっている自分自身も。
　だから──自分でも驚くほど自然に、声が出た。
「──止めろ」
　すると二人組みも、地面に蹲うずくまったままの青年も、信じられないような表情で鬼塚を見る。
　だが鬼塚は構わない。確かに自分には、彼らを咎める権利も助ける義務もないが。
　気に入らないものを、気に入らないと言う。
　たったそれだけの権利まで、鬼塚剣哉は手放したつもりはない。
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　鬼塚の制止に対して、二人組みが取った反応は実に単純なものだった。
「おいおい、鬼塚。落ちこぼれのお前が、俺達に向かって命令かよ──」
　そう言った次の瞬しゆ間んかんには──路地裏の地面が隆りゆ起うきし、津つ波なみとなって鬼塚を襲おそっていた。
　魔ま法ほう陣じんをキャンセルして行われた、不意打ちとも取れる土系魔法の先制攻こう撃げきだ。
　それは鬼塚をあっさりと飲み込み、
「──そう来ると思ったぜ」
　しかし真横から声がしたのと同時、
「ぐは──…っ、な、に……？」
　土系魔法を使用した右側の青年は腹部に重い衝しよ撃うげきを受けて、呻くようにして地面に両りよう膝ひざを着いた。事態が理解できずに混乱する。自分の攻撃は間違いなく鬼塚を飲み込んだ筈だ。
　そして彼の周囲には、困惑した仲間と、地面に転がったままの青年しかいない。
　それなのに今、確かに鬼塚の声がして、そして自分は攻撃を受けた。
「い、一体何が……」
　呆然と呟くと、何もない眼の前の空間から声が来る。
「悪いが、卑怯な不意打ちなら俺も得意でな……読めるんだよ」
　そして彼の顎あごへ、かち上げる軌き道どうで爪つま先さきが叩き込まれた。


　高速移動の流れの中に身を置きながら、鬼塚は確かな手て応ごたえを得る。
　鬼塚が使用したのは、炎ほのお系魔法の熱で生み出だした蜃しん気き楼ろうによる幻げん影えいだ。
　それはあらぬ場所へ鬼塚の分身を生み出し、同時に本来の鬼塚の姿を消し去って。
　相手の奇きし襲ゆうに対し、こちらが返した奇襲が成功した。
　あの自称勇者のテロリストには敵かなわず、恐らくは暁月にも通じる事はないだろうが、それでも鬼塚が鍛錬の果てに得た新たな力は、Ａクラスの連中に通用したのである。
　……まずは一人。
　しかし鬼塚剣哉は気を緩ゆるめない。まだもう一人残っているからだ。本来ならば、相手の力量は自分よりも上。油断は許されない。すると、
「クソっ……調子に乗ってんじゃねえぞ！」
　残るもう一人は全方位へ向けて風系魔法の豪ごう風を放った。姿を消している相手に対して、それは有効な攻撃だ。だが、その風は鬼塚剣哉を捉とらえない。当たる直前で、風が曲げられたのだ。鬼塚によって生み出された、炎の壁かべによって。
「何……っ、これは……!?」
　驚きよ愕うがくする残った一人に、鬼塚は彼の眼の前で起きた現象のカラクリを教える。
「──高熱化した空間は、上じよう昇しよう気流を伴ともなう空気の壁を作り出す」
　一息。
「お前の風は──俺には届かねえよ」
　相手の首の後ろへ、鬼塚は右の肘ひじを思い切り叩き込んだ。
「がっ……!?」
　短い呻き声ごえを上げて、残る一人が前へと倒たおれ込む。
　……良し、これなら……。
　自分達たちの攻撃を完全に回かい避ひ・防ぼう御ぎよされた上で、こちらに圧あつ倒とうされたのだ。混乱した二人組みの思考は、鬼塚の実力が自分達を遥かに上回っていると錯さつ覚かくさせただろう。
　攻撃が通用しない相手に対し、戦意を保つ事はできない。二人組みが両方とも地面に倒れた状態である事を確認し、鬼塚はふうと息を吐くと、ようやく緊きん張ちようを解いた。
　──それは油断。そのツケを、鬼塚は背中への衝撃と激痛で支し払はらう事になった。
「がっ……ぁ……っ!?」
　呼吸が一いつし瞬ゆん止まると、身体から力が抜ぬけ、鬼塚は地面に両膝を着く。
　何とか背後を振り返ると、そこには鉄パイプを持った青年が居て。
　鬼塚剣哉はようやく自分の不覚を悟さとる。
　……クソったれ、三人目が居やがったのか……。
　それは鬼塚の知っている顔だった。鉄パイプを持つ青年もまた、昼間他の二人と共にコンビニの裏に居た、Ａクラスの学生だったからだ。そして、
「情けねえな、お前ら……何こんな落ちこぼれにやられてんだよ」
　そう言って、鬼塚の脇わき腹ばらを蹴り上げてくる。
「ぐっ……は……っ！」
　衝撃で地面を転がった鬼塚が、激痛に身を縮めていると、
「くそ、コイツ……ふざけやがって」
　倒れていた二人が立ち上がり、憎ぞう悪おの眼まな差ざしと共に、鬼塚を取り囲んで、
「テメエ……落ちこぼれの分際で、調子に乗ってんじゃねえぞ、鬼塚ぁ！」
　そして感情的な怒ど声せいが吐き出されると同時。一方的な暴行が始まった。
「…………っ…………っ」
　振り下おろされる踵かかとと鉄パイプ。そして突き刺ささる爪先。
　それらが与える激痛に耐たえながら、鬼塚は視線を周囲に彷徨さまよわせた。
　逆転の可能性を模も索さくした訳ではない。気になる事があったからだ。そして、
　……いねえ……逃げたのか……。
　先程まで、今の鬼塚と似たような眼に遭あわされていた青年の姿が消えていた。
　恐らく、隙を見て逃げ出したのだろう。
　だが鬼塚は、それを薄はく情じようとは思わない。鬼塚と彼は、何の関係もないのだ。
　助けたつもりもない。これは、この連中が気に入らなかった鬼塚が勝手にやった事で、その結果鬼塚が招いた事態だ。それ以上でも以下でもない。
　……けど、これではっきりしたぜ……。
　暴力の嵐あらしに晒されながら、鬼塚剣哉は心の中で自じち嘲ようした。
　何をしようとしたところで、最後にはやっぱり失敗して、無様な姿を晒すハメになる。
　やはり自分は、何も変われてはいないのだと。
　そして鬼塚が、激痛に意識を手放そうとした時だった。


「あーっ！　もう、こんな所に居たんすか！」


　不意に馬鹿で呑のん気きな叫び声が、路地裏に響ひびき渡った。
　その声に鬼塚も、鬼塚を袋ふく叩ろだたきにしていた三人も、ほぼ同時に見る。
　それは場ば違ちがいにも、この場所へ迷い込んだ一人の少女で。
　そしてその少女は──ティアナ・ランドハウゼンは笑いながら言葉を続けた。
　全く空気を読まずに。
「わーい、ケンちゃん見ーっけ！」
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　ティアナ・ランドハウゼンが現れた。それは正に、突とつ然ぜん起きた不測の事態だ。
　だがその状じよう況きようを鬼塚が完全に理解した時、まず最初に抱いだいた感情は「怒り」だった。
　……何をやってんだ、この馬鹿は……っ！
　馬鹿だ馬鹿だとは思っていたが、ここまで馬鹿か。
　状況を良く見ろ。空気をちゃんと読め。ここは、この場所は、どう考えてもお前が来て良い場面ではないだろう。
　思わず怒ど鳴なりつけそうになるのを、それでも鬼塚は辛かろうじて我が慢まんする。
　ここで騒いでも、逆効果にしかならないからだ。
　鬼塚が慌てて何かを言えば、Ａ組の三人はよりティアナに興味を向けるだろう。
　鬼塚剣哉は強く思う。自分の問題に、ティアナを巻き込む訳にはいかないと。
　何故なら、自分とティアナは何の関係もないのだから。
　彼女は鬼塚とは関係のない場所で、笑いながら嬉しそうにご飯を食べていれば良いのだ。
　こんな薄うす汚ぎたない路地裏で、鬼塚のトラブルに巻き込まれて良いような少女では断じてない。
　だから絶対に巻き込まない。巻き込んでたまるものか。
　しかしＡ組の三人は、間違いなくティアナを鬼塚の知り合いと認識しただろう。
　明らかにやりすぎと解る暴行の現場を目撃されたのだ。このまま済ませる訳がない。
　恐らく彼らは、チンピラの《不適合者》のように始末に終えない真似はしないだろう。
　だが知ち恵えは回るのだ。良い方にも……悪い方にも。だから、このままではいけない。
　何故なら状況は悪化を続けていた。
　馬鹿は「もぉー」などと拗すねた感じで、とことこ鬼塚達の方へとやって来ていて。
　そしてＡ組の三人は一瞬顔を見合わせると、残ざん忍にんな笑みを浮うかべた。彼らの中でティアナをどう扱あつかうか決まったのだろう。やはり無事に帰すつもりはないらしい。
　だから鬼塚は瞬しゆ時んじに状況を判断。事態を打開するための思考を巡めぐらせる。
　──恐らく三人は、ティアナを捕とらえようとする。
　その時が、間違いなく鬼塚に対する意識と警けい戒かいが最も弱まる瞬間だ。
　不意を突けば一人は倒せる。その事に動どう揺ようしている隙に、もう一人までは倒せるかもしれない。しかし最後の三人目まで倒すのは、流石さすがに無理だ。どう考えても間に合わない。
　凰沢暁月にはできても、鬼塚剣哉にそれを成なし遂とげる事は不可能だ。
　だが──鬼塚剣哉は構わない。
　自分の目的は、この三人を倒す事ではない。ティアナを無事に逃がす事だ。
　ならば、たとえどれだけ無様でも、逃げる事ができればそれで良い。
　……チャンスは一回しかねえ……。
　三人の内の誰かがティアナを捕えようとしたら、不意を突いてまず一人を倒して。
　そして残る二人の意識が鬼塚に向いた瞬間、炎系魔法で目めく眩らましの閃せん光こうを生み出す。
　たとえ倒す事はできなくても、逃げるぐらいの隙なら作れる筈だ。
　後はティアナを連れて、ひたすら全力で逃げれば良い。人通りのある場所まで行けば、流石に三人も追っては来ないだろう。
　──無論、上う手まくいく保障はどこにもない。
　何せ、鬼塚は落ちこぼれの負け犬だ。また無様に失敗する可能性は充じゆ分うぶんにある。
　それに自分は、まだ何も変わっていないのだから。だが、
　……だったらどうした、クソったれ……。
　鬼塚剣哉は自分に言い聞かせる。
　変われていない事を、言い訳にできるような状況では最早ない。
　もし変われていないというなら──たった今、自分は変わらなくてはならないのだ。
　そして、いよいよその瞬間が訪れる。
「コイツの知り合いか……良い度胸だなお嬢じようちゃん」
「いえいえー、別に知り合いではないっすよ」
　薄ら笑いを浮かべる三人に、ティアナもまた明るい笑みを返して。
　告げる。
「自分はですね──ケンちゃんに監禁されてるんです」
　ティアナの言葉の意味がとっさに理解できず、三人が一瞬ポカンとなった。
　その瞬間、鬼塚は動いていた。こちらの胴どうを踏んでいた一人の足を横蹴げり。
「痛っ──うおっ!?」
　バランスを崩くずしてたたらを踏んだその足を、こちらの両りよ脚うあしで挟んで捻ひねると相手は地面に転倒した。その顔面に、
「──これでも喰くらっとけ」
　鬼塚は肘を叩たたき込んだ。鼻を潰つぶされた激痛で、路地裏に悲鳴が響き渡る。
　だがまだだ。今ので残る二人の意識はこちらに向いた筈。
　だから鬼塚は、唱えておいた閃せん光こう魔ま法ほうを解放しようとして──しかしできなかった。
　残る二人の反はん撃げきに遭って、鬼塚が失敗した訳ではない。
　ズズゥン！
　そんな腹の底が震ふるえるような重い轟ごう音おんが、鬼塚が閃光魔法を唱える必要性を奪うばったのだ。
「な──……っ!?」
　鬼塚剣哉は絶句する。自分の眼の前にある光景が信じられずに。
　残る二人が完全に無力化されていた。
　それも、路地裏のコンクリートの壁に二人まとめてめり込み、気絶する形で。
「駄だ目めですよ、いきなりレディを触さわろうとしちゃ」
　そんなとんでもない真似をやってのけた少女は、あっけらかんとした口調で言い放つ。
「全く……殺されても文句は言えないっすよ？」
　それから鬼塚へと向き直ると、
「やあやあこれは、ケンちゃんではないっすか。ご機嫌いかがです？」
「ご機嫌なのは、お前の頭の方だろうが……」
　鬼塚は頬ほおをヒクつかせながら、
「一体何なんだお前は……馬鹿なのは頭だけじゃなくて、馬鹿力まであったって事か？」
「何ですとーっ、バカって人をバカにする人の方がバカっすよ！　バーカバーカ！」
「やかましい。大体、何でこの場所が解りやがった？」
　行きとは全く別の、異なる道を選んだのだ。ティアナがこの場所へ辿り着ける可能性など、どこにもない筈。すると、ティアナはフッと笑って、
「こんな事もあろうかと、ケンちゃんには発信機を付けておいたのでしたー」
「いつの間にそんな真似しやがった！　テメエは俺のストーカーか！」
「やだな、冗じよ談うだんっすよ冗談。本当は手て当あたり次し第だいに聞いて回ったんですよ。ケンちゃんの外見的特とく徴ちようと、その無む駄だに尖がった雰囲気を伝えて。そしたら『自分を助けに入ってくれた人に似てる』って仰おつしやる人がいまして。で、ここを教えてくれたんすよ」
　あはは、とティアナは笑ってから、ふと笑みを深く穏おだやかなものにして、
「でも……やっぱり自分の言った通りだったじゃないですか」
「あァ？　何の事だ……」
　訝いぶかしげに問う鬼塚に、先程ファミレスでくれた言葉をもう一度口にする。胸を張って、
「ケンちゃんは──悪い人じゃないって」
　まるで自分が、賭かけか何かに勝ったかのような満面の笑み。思わず毒気を抜かれた鬼塚が、チッと舌打ちを虚こ空くうに捨てると、ふと遠くから聞こえてくるものがあった。
　段々と距きよ離りが近づいてくるそれは、明らかに保安隊のパトカーのサイレンだ。
　恐らくは、例の逃にげた青年が呼んでくれたのだろう。
　どう説明したところで、面倒事になるのは避けられない状況に、鬼塚が辟へき易えきしていると、
「ど、どうしましょう、ケンちゃん……」
　珍めずらしくティアナが狼狽うろたえ始めた。
「実は自分……保安隊に見つかると、かなりマズイ事になってしまうのですが」
　オロオロとするティアナに、鬼塚は彼女の事情を何となく察する。
　ＪＰＮバベル高等部Ａクラスの学生を、二人も瞬殺できる実力の持ち主なのだ。
　鬼塚は確信する。ティアナ・ランドハウゼンは普ふ通つうの少女ではないのだろうと。
　あれだけの力を持っていれば、たとえ中等部の生徒であろうと、その噂うわさは高等部の鬼塚の耳にまで届いていた筈だ。否、それこそ高等部Ｂクラスの委員長を務める桐どう元もと葛くず葉はのように、飛び級をしていてもおかしくない。それなのに、そんな逸いつ材ざいが中等部にいるなどという噂を、鬼塚は聞いた事がない。ならば、ティアナはバベルの学生ではないのだろう。
　そして恐らく、他国のバベルの学生でもない。何故ならティアナは、保安隊に見つかるとマズイと言った。まるで指名手配でも受けているかのように。
　ならば、そういう事なのだろう。鬼塚に対する脅しは、きっと見せ掛けだったのだ。
　だが──それでも鬼塚剣哉は構わない。だから、
「行け……保安隊には俺が説明しとく」
　そう言って、鬼塚は路地の先を顎でしゃくって見せた。
　自分とティアナは何の関係もない。ならばここで別れれば、それで話はお終いだ。
　鬼塚が知らぬ存ぜぬで通せば、保安隊がこの件からティアナに辿り着く事はないだろう。
　すると、
「……やっぱりケンちゃんは良い人だ」
　ティアナはニコッと笑って、最後に、


「でも──ファミレスの代金踏み倒して逃げてきたから、ケンちゃんもヤバイっすよ？」


　とんでもない事実を、さらりと言い放った。
　鬼塚剣哉は一瞬意味が解らず──しばらく経たっても意味が解らず、そのままで居ると、
「ケンちゃん……あれおかしいな？　突発性難聴すか？　何か急激にストレスを感じる事でもありました？」
　その言葉に、鬼塚の身体が震え始めた。怒りで。
「テメ……っ、あの店食い逃げしてきやがったのか！」
　確かに鬼塚は自分が頼んだチャーハンの分しか代金を払って来なかった。
　そしてティアナはお金を持っておらず、そのまま行けば保安署へ通報された筈で。
　それで全ては終わりだと思っていたというのに。
　まさかの食い逃げ。店員には共犯だと思われた可能性が高い。
　おまけにここに来るまで、ティアナはあちこちで鬼塚の人相を聞いて回っているという。
　これでは鬼塚が、ティアナとは無関係などという言い訳は不可能だ。
　すると当事者の馬鹿は名な残ごり惜おしそうに、
「それじゃあケンちゃん、後の事は任せました……ありがとう、永遠に」
　そう言うや、路地裏を信じられないような速度で駆け出した。
　その背中があっという間に小さくなる。だから、
「ふっ……ざけんなあぁぁぁぁ。待ちやがれ、テメエっ！」
　鬼塚もまた全速力で駆け出した。余りの怒りで、Ａ組の三人にやられた痛みを感じない。
　アドレナリンが全開だ。そして、逃げる小さな背中に追いつくと、
「うわー、二人で一緒に逃げるなんて。何か逃とう避ひ行こうみたいっすね、ケンちゃん」
「それは単に、テメエの思考が現実から逃とう避ひしてるだけだっ！」
　楽しそうに笑うティアナに、鬼塚は怒声を返して。
　心の中で思う。冗談ではない──自分は何としても、保安隊から逃げ切ってみせると。
　──そして鬼塚は走りながら、それから先の事を考えた。
　結局昼食は食べ損そこねた。無事に保安隊を撒まいたら、まずはどこかで食料を買う必要があるだろう。念のため、少し……いやかなり多めが良いに違いない。
　何故なら予感があるからだ。きっと自分達は、一緒に帰る事になるのだろうと。
　リビングの窓が一枚ないままの──あのマンションの部屋へ。
「……クソったれ」
　鬼塚は、その未来を思おもい浮かべて毒づいた。
　でも──その顔には苦くし笑ようでも自嘲でもない、小さな笑みが浮かんでいて。
　しかしその事に、鬼塚剣哉は気付かない。
　どんなに認めたくなくても。どれだけ信じられなくても。
　今の自分が既に、以前の自分とは確かに変わっている事を。
　この時は、まだ──…
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　ちょっと小腹が空いたかもしれない。
　自室でのんびりとくつろいでいた凰おう沢さわ暁あか月つきは、寝ね転ころがっていたベッドから身を起こした。
　まず頭に浮かんだのが、料理好きの美み兎うに簡単なものを作って貰えないか頼む、という選択肢だ。暁月が頼めば、恐らく彼女は嫌いやな顔一つせず──むしろ嬉き々きとして腕うでを振るってくれる事だろう。
「……けどなぁ」
　暁月はやれやれと頭を掻かいた。
　何せ現在の時刻は、既に深夜二時を回っている。最も早はやすっかり夜も更ふけて。
　そして今日は一日中、自分達たちは商業地区へ出で掛かけていた。慣れない遠出や人ひと混ごみは、美兎やリスティの心身を消しよ耗うもうさせただろう。今頃は二人共、とっくに夢の中にいる筈だ。
　流石さすがに寝ねている彼かの女じよ達を起こす訳にはいかない。
「さて、どうすっか……」
　よって暁月は、自分一人で可能な解決策を思案する。
　我慢する──この選択肢はまず消した。あんなものは心と身体に毒でしかない。
　深夜だろうが何だろうが、好きなものは好きな時に好きなだけ食べるのが暁月の信条だ。
　それで体調を崩したり、それこそ太ったりしてしまうような軟なん弱じやくな鍛きたえ方かたはしていない。
　ではどうするか。台所へ行けばカップ麺くらいはあるだろう。冷蔵庫の中には食材だってあるだろうし、フリーザーにはそれこそ温めるだけで調理可能な冷凍食品もある筈だ。
　だが──どうにもそういう気分じゃない。
　だから凰沢暁月は、自分が今何を食べたいのか、己おのれの腹に聞いてみる。
　すると空いた小腹から、食べたい物のイメージが脳へと送り込まれた。
　思い浮かぶ。
「…………たこ焼き、だな」
　そう言って暁月は「ふむ」と納得の頷きを一つ。
　外はカリカリ、中はふわとろの生き地じ。その中に、クセになる歯ごたえと素材の甘あまみと旨うま味みを芳ほう醇じゆんに含んだタコ。笹ささ船ぶね型の皿いっぱいに焼きたてのそれを敷しき詰めたら、甘あま辛からのソースをたっぷり掛けて、その上にマヨネーズをシャワー。最後に振り掛けられた鰹かつ節おぶしは美う味まさを誇るように熱で踊おどり、青あお海の苔りは風味豊かな香かおりをふわりと舞まい上げる。
　そんな鮮せん明めいなイメージが、暁月の脳内で脳内で再生された──フルハイビジョンで。
　──だからもう、凰沢暁月は止まらない。
　答えは出た。たこ焼きだ。ならばこの深夜の時間帯に、それを食べられる場所はどこだ。
　眠ねむらない現代社会とはいえ、流石にこの時間にやっているたこ焼き屋はないだろう。
　では深夜という時間帯、最も頼たよりになるのはコンビニはどうか。
　確かにそれは一つの手。店てん舗ぽによっては、たこ焼きをパックで売っている所もある。
　だが残念ながらコンビニには、暁月の想像したクオリティのたこ焼きは置いていない。
　保存のために冷蔵している関係上、レンジで温めるとどうしても生地はフニャフニャになってしまうし、正直味もイマイチだ。あれは味ではなく、あくまで「たこ焼きを食べている気分」を楽しむものである。
　しかし当然ながら、そんな紛まがい物もので満足できる程ほど、今の暁月の小腹は気安くはなかった。
　そう──凰沢暁月は妥だき協ようしない。そして、絶対に諦あきらめもしない。この程度の危機など、これまでに何度も乗のり越こえてきた。だから、今回もきっと何とかしてみせる。すると、
「……ん？　待てよ……」
　ふと名案が思い浮かんだ。確かに、コンビニで売っているたこ焼きの味は心ここ許ろもとない。
　だが例外がある。それは、フードメニューやスナック類が充じゆ実うじつしているコンビニだ。
　最近のコンビニの中には、レストランなどの飲食店に負けないクオリティで、フードメニューを調理・提供している店がある。その中に確か、たこ焼きを扱っている店があった筈だ。──とはいえ、流石にどの店かまでは思い出せないが。
「まあ、捜さがしてりゃその内見つかるだろ……」
　ここで悩んでいても仕方がない。暁月は財さい布ふと鍵かぎを持って自分の部屋を出た。
　深夜のため電灯が消えている二階の廊ろう下かには、蒼あおい月明かりが差し込んでいて。
　美兎やリスティを起こしてしまわないよう、暁月は気配と足音を消したまま廊下を進み、階段を下りるとそのまま玄げん関かんへ直行。そして速すみやかに家の外へ出た。
　すると暁月を迎むかえたのは、昼間と同様に雲一つない美しい星空。
　春の夜風は肌はだに触ふれると心ここ地ちの良い、優しい涼すずしさを伴っていて。
「良いね……こいつは楽しい夜になりそうだ」
　暁月はニヤッと笑うと、そのまま歩き出そうとして──ふと背後に気配を感じた。
　振り返る。だがそこに人の姿はない。
　何故なら暁月が感じたのは、人の気配ではなかったからだ。
　暁月が感じたもの──それは愛機の意志だ。精せい霊れい駆く動どう式バイク『スレイプニル』。
　あの巨きよ大だいなモンスターバイクは、機械ながらも意志のようなものを持っている。
　だから暁月は、苦笑しながらガレージへ。
「何だお前……乗れってのか」
　暁月の言葉に、スレイプニルは沈ちん黙もくを返した。当然だ。意志のようなものがあるとはいえ、会話ができる訳ではない。だが、それでも暁月は確かに感じた。
　解る。スレイプニルが発する波動を──まるで愛機の意志のように。そして、
「ま、良いか……解った。連れてってやるよ、お前も」
　暁月は語り掛ける。出掛けるなら一緒に連れて行けとねだる愛犬を宥なだめるように。
　否──この場合は、愛馬と言うべきか。
　まあ、たまには夜中にバイクで走るのも悪くないだろう。
　最高速度は音速を超こえられるスレイプニルは、空力制せい御ぎよによって高速の衝撃から乗り手を守る事ができる。それを応用して使えば、深夜でも近所迷惑にならない程度には、エンジン音を小さくする事が可能な筈。よって騒そう音おん対策は問題ないだろう。
「良いな？　この事はアイツらには内ない緒しよだぞ」
　まるで親に黙って弟を夜中に連れ出すように告げて、暁月はスレイプニルを押してガレージを出た。そして念のため、自宅からしばらく離はなれた所でようやくシートへ跨またがると、
「それじゃあ──行くとしようぜ」
　スレイプニルのエンジンに火を入れ、夜の街へと繰り出した。
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　深夜の特別自治区の街かい道どうを、一台の黒くろ塗ぬりのバンが走っていた。
　一いつ般ぱん的てきな乗用車にしてはやや重じゆ厚うこうな車体ながらも、その走行はスムーズである。
　大型車両など珍しくもない世の中だ。よってバンは全く違い和わ感かんを放つ事なく、完全に夜の街へ溶とけ込んでいた。
　──だから、誰も気が付かない。
　黒いボディは光を反射しないよう、あえてツヤのない特殊な加工が施ほどこされている事に。
　そして、それが追つい跡せきや隠おん密みつ行動を目的としたものである事にも。
　恐らくほとんどの者がこのバンを見ても、頑がん丈じようそうというイメージしか抱けない。
　無論その想像は正解だ。しかし、実際にどれだけ頑丈かを知れば、その異常さに眉まゆを顰ひそめる事だろう。
　何せ防ぼう弾だん加工に加え、反魔ま法ほう・反衝撃の平面結界までもがコーティングされているのだ。
　それはバベルが持つ、軍用特とく殊しゆ車両レベルの装そう甲こうである。
　当然ながら車内も普通ではない。運転席と助手席こそ通常車両と同じだが、後部座席は全て取とり払われ、側面には無数の機材が並んでいる。
　そんな異常なスペックを持つこのバンに、男が二人と女が一人乗っていた。
　後部座席を排除して作られたスペースの床ゆかに置かれた、大きな木箱を開けながら、
「ロニー、目標ポイントへの到とうち着やく予定時刻は？」
　その男は真しん剣けんな口調で、運転席の男性へ問とい掛ける。
　するとロニーと呼ばれた男性は、前を向いてハンドルを握にぎったまま、
「このまま何の問題もなく行ければ、およそ三十分後ってところです、ジャッキー」
「良し……例の取り引きが行われるのは三時半だ。我々は先回りして、現場及およびその周辺に問題がないかを確認する」
　そう言ってその男──ジャッキーは、木箱に入っていた物の中から手て頃ごろな一つを取り出した。それは漆しつ黒こくのハンドガン。最新式のベレッタだ。
　ジャッキーは銃じゆ弾うだんの入ったマガジンを挿そう入にゆうして、
「保安隊の動きはどうだ、クリエ？」
「無線はびっくりするくらい静かです。まあ彼らは、例の取り引きの情報なんて掴んでないでしょうから、無理もないけど」
　助手席の女性は、操作しているノートパソコンのモニターから眼を離さずに、
「それにしたって、何で私達がこんな作戦に？　これって上の尻しり拭ぬぐいですよね？」
「ああ、確かにそうだ。だが文句を言っても始まらん。俺達は命令に従うしかない」
　クリエが漏もらした不満に、ジャッキーは淡たん々たんと、
「とにかく何としても、研究所から盗ぬすみ出された《Ｐ細さい胞ぼう》を奪だつ還かんする」
　そして、銃じゆうのスライドを引いて初弾をチェンバーに装そう填てんさせながら、
「──状況によっては、取り引きの現場へ急きゆう襲しゆうを掛けるぞ」
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　深夜のたこ焼きを求めて西へ東へ。ハシゴした店は五軒を超えると数えるのを止めて。
　だが、凰沢暁月はとうとう辿り着く。焼きたてのたこ焼きを提供しているコンビニへ。
「六百円になりまーす」
　愛あい想その良い店員に言われるままに、暁月は代金を支払った。
　八個で六百円。少々高いと思わなくもないが、深夜割り増しとでも思って納得する。
　この店に来るまでの間にかなりのお預けを喰らっていたため、たこ焼き欲と食欲の両方を満たせるよう二皿頼もうとしたのだが、残念ながら材料のストックが一つ分しか残っていなかった。しかも深夜でスタッフの数が少なく、また鉄板を温めるところから始めなくてはならないため、調理にかなり時間が掛かってしまうらしい。
　だが暁月は了りよう承しようした。自分は一向に構わないと。
　何せ作り置きではなく、オーダー式なのだ。小腹を通とおり越して、最早かなりの空腹感を覚えていたが、しかしそれもたこ焼きをより美味くするための調味料と思えば、我慢のしがいもあるというものだ。一皿では量的にいささか物足りないが、その分じっくりと味わって食べれば良いだろう。
「さて、と……」
　引ひき換かえ用の番号札をポケットに入れると、暁月はのんびりと店の中を巡ってゆく。
　既に深夜の三時を回っていたものの、店内には暁月の他にも若じや干つかんの客の姿があった。
　店内の食事用スペースで、スポーツ新聞を読んでいる中年サラリーマン。
　そして、デザートコーナーでいちゃついている若いカップルだ。
　カップルの様子を見た暁月は思う。こんな所で、物好きな真似をしているものだと。
　そして他に店内にいる人間は、レジの番をしている青年と、暁月が頼んだたこ焼きの準備を始めた、コンビニのスタッフがもう一人。
　それに暁月を含めた計六名が、深夜のコンビニという空間を共にしていた。
　そんな中、たこ焼きが出来上がるまでの時間を潰すため、暁月の足は自然と窓際の雑誌コーナーヘ。そして適当なコミック誌を手に取ると、立ち読みを始める。
　有線放送だろうか。店内には、簡略化したメロディラインだけの最新ヒット曲が流れていて。頭の片かた隅すみでそれを聞きながら、暁月はぼんやりとコミック誌のページを捲ってゆく。
　──すると、ふとインターホンのような音が店内に響いた。
　それは新たな客の来店を、店の入口に設置されたセンサーが報しらせたもので。
　そして──その瞬間、確かに店内の雰囲気が変わったのを暁月は感じた。
「へえ……」
　まるで吸い寄せられるように。暁月はコミック誌から、視線を入口へと向ける。
　暁月だけではない。店内に居た誰もが、思わずそちらを見た。
　一人の女がそこに居た。かなり──否、凄すさまじいまでの美女だった。
　美兎、リスティ、千ち影かげ、葛くず葉は、遥はるか。暁月の周囲にも可愛らしく、そして美しい少女達はいる。彼女達は各おの々おの、いずれ劣おとらぬ魅みり力よくの持ち主であり、それこそ世が許すならアイドルや女優として活かつ躍やくしていてもおかしくない容姿を誇っている。
　だが、そうした少女達の傍そばにいる暁月の眼から見ても、女の美しさは圧あつ倒とう的てきだった。
　女性という事実と、その美しさを強く主張する身体つき。余よ裕ゆうを持った表情と佇たたずまい。
　そこに存在しているだけで放たれる、至高の宝石にも似た鮮せん烈れつなオーラ。
　アレイザードに居た頃、メリッサの娼館などで随ずい分ぶんと美しい女達を見てきた暁月でも、これ程の女性にはお目に掛かった事がなかった。
　……凄え美人だな……何者だこの姉ちゃん。
　思わず暁月が眼を離せずに居ると、女は暁月の視線に気付いたのか、こちらへ向かって悠ゆう然ぜんと笑えみを見せた。それは普通の男ならば、思わず眼を逸らしてしまうような色気のある微びし笑よう。だが暁月はそれを真っ向から受け止めると、自身もまた笑みを返した。
　女の美しさと存在を認めた上で、自分はそれに臆おくしてはいない事を伝えたのだ。
　すると女はとても嬉しそうに眼を細め──そしてようやく暁月から視線を外すと、店員が立つレジへ。
「い、いらっ、……っしゃい、ませ……」
　必死に応対しようとするレジの青年の声が、情けない程に引っくり返った。
　すっかり女の存在感に呑のまれてしまい、直視する事ができずにいる。
　しかし女は、店員の緊張など微み塵じんも構う事なく、
「すまないが、たこ焼きを一つ貰えるかな？」
　と、極ごく上じようの笑みでオーダーを告げた。すると、
「たこ焼き……あっ、と……たこ焼き、ですよね？　えっと、たこ焼きは……ですね」
　注文された店員は、それだけでいっぱいいっぱい。女の美しさにすっかり当てられ、売り切れというたった四文字が言えず、目を白黒させる事しかできなくて。
　それを見た暁月は苦笑すると、コミック誌を棚たなに戻もどしてレジへと足を向けた。
　そして後ろから女に声を掛ける。
「──残念ながら、たこ焼きならつい先刻売り切れたぜ」
「うん？　……そうなのか？」
　暁月の呼よび掛けに、ゆっくりと女が振り返った。
　……っと、こいつは……。
　彼女の美び貌ぼうを至近距離で目まの当あたりにして、暁月は思う。店員が挙きよ動どう不ふ審しんになるのも無理はないと。それ程までに、眼の前の女の存在感は強きよ烈うれつだった。
　だから暁月は、店員の代わりに教える。ポケットから出した引き換えの番号札を見せて。
「悪いが、アンタが来る前に俺が頼んだのが最後の一つだったらしい。ちょっとばかり遅かったな」
「そうなのか……それは困ったな」
「何だ。知り合いにでも頼まれてたのか？」
　残念そうな笑みを見せる女に、暁月は問う。すると、
「まさか。私が食べたかったんだよ。決まっているだろう？」
　女はあっさりと言い放つ。他の誰でもない。自分こそが、深夜三時にたこ焼きが食べたかったと。それは美容や健康を無視した発言で。暁月は驚おどろきを得る。これだけ美しい女が、まさか自分と同じ思考の持ち主だとは。
　……おいおい、最高だな。
　凰沢暁月は思う。この出会いはもう、一種の奇き跡せきだと。だから、
「俺も食いたいんで全部を譲ゆずる訳にはいかないが……良かったら一緒に食うかい？」
　提案する。深夜にたこ焼きを求める、美しい同志に向かって。すると、
「それは有あり難がたいな。だが構わないのか？」
　嬉しそうに微ほほ笑えむ美女へ、暁月はニッと笑みを返した。
「ああ。確かに俺はたこ焼きは好きだが──アンタみたいな美人はもっと好きなんでね」
「ふふ、成る程な……」
　女は楽しそうに眼を細めると、暁月との距離をさらに一歩詰めて、
「それでは、ご厚こう意いに甘えるとしようか」
「ああ、そいつが良いと思うぜ」
　甘い声で囁ささやかれた暁月は、それでも動じる事なく手を差し出す。
「凰沢暁月だ。アンタは？」
「セシルだ」
　そう言うと女は細く柔らかな手を、暁月の手に重ねた。
　そして、そっと指を絡からませると──自身の名を告げる。
　鮮烈なオーラを放ちながら、
「セシル・エンドハート。よろしく、凰沢暁月君」
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「──ジャッキー、間もなく目標ポイントです」
　ハンドルを握るロニーの声に、バンの中の空気が緊張した。
「まずは現場の様子を見る。ロニー、スピードを少し落としてポイントを通過しろ。車を止めるのは１ブロック先だ」
「了りよ解うかい」
　ジャッキーの指示に従い、黒のバンは《Ｐ細胞》の取り引き現場とされるポイント──一軒のコンビニの前を通過した。ジャッキーは車内から鋭するどい視線をコンビニへ向けて、
「クリア……クリア。良し──どうやら店の周囲に見張りはいないようだ」
　外の様子の確認を終しゆう了りよう。そしてバンがコンビニから１ブロック先で停車すると、
「店内の方はどうだ、クリエ？」
「待って下さい、そんなに早くは無理です」
　ノートパソコンのキーを素す早ばやく打ちながら、クリエはコンビニのオンラインシステムにハッキングを仕し掛かける。そして、
「……入りました。店内の防犯カメラの映像を出します」
　その言葉と同時に、ノートパソコンのウィンドウにコンビニ内の様子が映し出された。
「こちらでも確認したい。俺の携けい帯たいにも映像を回してくれ」
　ジャッキーは懐から小型の携けい帯たい端たん末まつを取り出した。
　そして液えきし晶よう画面に映し出された店内映像を見ながら、
「店員が二人……それに客が五人か」
「情報では、既すでに《Ｐ細胞》は強ごう奪だつ犯はんから運び屋の手に渡っているそうですね。となるとこの中に運び屋か、もしくは買い手が居てもおかしくない……」
　ロニーの言葉に、ジャッキーは厳しい表情で、
「クリエ、店内にいる人間の顔を、本部のサーバーの犯罪者リストと照合しろ。全員だ」
「もうやってます」
　クリエが操作しているノートパソコンは、既に高性能マトリクスの解かい析せきソフトによる人物照合を開始していた。だが数分後、
「駄目です、ジャッキー……該がい当とうする人物がありません」
　弾はじき出された結果をクリエが告げる。ロニーが運転席から後ろへと振り返り、
「取り引きの予定時間には少し早い……まだ姿を現していないのでは？」
「いいや──居る。少なくとも買い手か、運び屋のどちらかはな」
　と、ジャッキー。
「わざわざこんな人目のある場所を取り引き場所に選んでいるんだ。取り引きは万ばん全ぜんを期して行われる。ならば、間違いなくどちらかが先着して安全を確保している筈だ」
　店内映像を見ながら確信する。この中に、取り引きの関係者は絶対に居ると。だから、
「──クリエ。防犯カメラの映像を遡れるか？」
「ええ、店のサーバーに録画分が保存されていますから。どれ位まで巻まき戻しますか？」
「今いる店員と客の内、初めの一人が姿を現したところまでだ。再生速度は早送りで構わない」
　ジャッキーの出した指示を、クリエは忠実に実行した。
　そして判明する。初めに店内に姿を現したのは、予想に反してスタッフではなく中年サラリーマンの方だった。時刻は深夜の〇時半過ぎ。終電か最終のバスを逃のがしたのだろう。スポーツ新聞とコーヒーを購入すると、後は店内の食事用スペースにずっと留とどまっていた。
　次にシフトの交代時間か、現在の店員がやって来て、その後に若いカップルが。
　続いて黒くろ髪かみ長身の青年が来店し、最後に美しい女性がやって来て。
　それが現在コンビニ店内に居る人間の、これまでの動きだった。
「……客の内、大きい荷物を持っているのは二人ですね」
　とロニー。中年サラリーマンはシルバーのアタッシェケースを。若いカップルの内、男性が大きめのトランクケースを店内へ持ち込んでいた。
「どう思います、ジャッキー。もしかしたら、彼らのどちらかが運び屋なのでは……」
「確かに怪あやしいが、まだ店員の可能性も捨てきれない。彼らなら、バックヤードやカメラの死角となるカウンター裏などに《Ｐ細胞》が入ったケースを隠かくす事は可能だ」
　油断のない眼差しで、ジャッキーは繰り返し録画映像を確認する。そして、
「これは……──早送りを止めてくれ！」
　ふと気が付いた。黒髪長身の青年と、最後に入ってきた美しい女性が、二人共店内へ入るなり即そく座ざにレジの店員へ歩み寄り、何事かを話はなし掛けていた。
「クリエ、彼らが何て言っているか解るか？」
「録画映像に音声はありませんが、読どく唇しん用の解析ソフトに掛ければ、多分何とか……」
　クリエはキーパネルを操作し、読唇ソフトを走らせた。
　口元がアップになり、リップシンクが始まる。そして、
「えっと……どうやら二人共、たこ焼きを頼んでいたみたいですね」
　クリエがそう解析結果告げた瞬間──ジャッキーの表情が一気に険しくなった。
「っ──こいつらか！」
「ど、どうしましたジャッキー。彼らに何かおかしい点でも？」
「おかしい？　ああおかしいとも。こいつらは二人とも店内に入るなりレジへ直行し、示し合わせたようにたこ焼きを頼んでいる。そしてその後、先に入っていた青年は後から来た女へ声を掛けた──何な故ぜか！　決まっている。店内でたこ焼きを頼むという行動が、彼らが互たがいを取り引き相手だと報せるための符ふち丁ようだったからだ！」
「まさか……ジャッキー、それは考えすぎです。現に彼らは何の荷物も持っていない、手ぶらの状態じゃないですか。ただの偶ぐう然ぜんですよ」
　諭さとす口調で言うロニーに、しかしジャッキーは断固として譲らない。
「偶然？　深夜のこの短い間に、取り引きが行われる店内で、二人の客が立て続けにたこ焼きを頼んでいるのが、ただの偶然だと？　良いかロニー、たこ焼きは粉物だ。立派な炭水化物だぞ。食欲を持て余す年とし頃ごろの青年ならまだしも、若い女性がそんなものをこの時間に頼む事に、お前は不自然さを感じないのか。取り引きの際に、荷物を別の場所へ置いて先に相手を確認する事は、別に珍しくはないだろう」
「ジャッキー……深夜にコンビニを訪れた客が、二人続けてたこ焼きを頼んだだけじゃないですか。だから私は、それを偶然だと言ったんです」
　やれやれといった口調でロニー。
「ジャッキー、貴方あなたはいつもそうだ。そうやって何か思い立ったら、途と端たんにそれ以外考えられなくなって、後は周囲を無視してひたすら暴走する。貴方の作戦遂すい行こう能力は確かに素す晴ばらしいが、同じ位に被ひ害がいと犠ぎ牲せいを生んでいる事を忘れたんですか？」
「──ちょっと。こんな時に、下らない言い争いは止めて下さい二人共」
　信じられないとばかりにクリエ。
「それに──どうやら目標は、二人が考えているのとは別の人物みたいです」
　そう言って、ノートパソコンを操作した。とある画面をモニターに映し出し、
「見て下さい。これは先程あのコンビニの前を通り過ぎた際に、念のため行なっておいた赤外線による熱探知の映像です」
　すると面おも白しろい事が解った。店内に居るのは、スタッフが二人に客が五人の計七人である。
　ところが熱探知の映像では、人間の熱反応は六人分しか映っていないのだ。
「これは、カップルの男の熱反応がないのか……どういう事だ？」
　眉を顰めるジャッキーに、
「恐おそらく彼はゴーレムですね。だから熱反応が検出できなかったんでしょう。人の形は作れても、体温まで人間と同じにはできませんから。きっと店内に長時間いても怪しまれないよう、この女性がカップルを装よそおうために生み出しているんでしょう」
　クリエは冷静に状況を分ぶん析せきして、
「よりにもよってこの時間帯に、わざわざこんな手の込んだ真ま似ねをして店にいるんです。十中八九、彼女は取り引きの関係者ですね。後は、運び屋か買い手かですが──」
「──運び屋だな」
　と、断言する口調でジャッキー。
「恐らく、ゴーレムに持たせているトランクケースの中身が《Ｐ細胞》だろう」
「どうして解るんです、ジャッキー？」
　ロニーがその理由を問うと、
「取り引きは信用が第一だ。運び屋がその場所へ溶け込むために変装する事は有り得るが、買い手がおかしな偽ぎ装そうを行えば、取り引きそのものが行われない危険性がある」
　大体、とジャッキー。
「ロニー、お前はシュークリームかエクレアかで迷うカップルの振ふりを、三十分以上もゴーレム相手に一人芝しば居いし続けるような痛い女を、取り引きの相手として認められるか？」
「それは、ちょっと……いえかなりキツイですね」
「そうだろう。運び屋はあの女で間違いない──だとするなら」
　ジャッキーは別の木箱から中身を取り出して懐へ仕し舞まうと、周囲に人や車がないタイミングを見計らって、バンの外へ出た。
　そのままスライドドアを閉めようとすると、車内からクリエが訊きいて来る。
「どうするつもりです、ジャッキー？」
「幸い、取り引きにはまだ少し時間がある。買い手が現れる前に、あの女から《Ｐ細胞》を回収した方が、取り引きの途とち中ゆうで襲しゆ撃うげきするよりもリスクは少なくて済むだろう」
「まさか、一人で行くつもりですか？」
「ああ、その方が目立たない。君達は車をコンビニの近くへ移動したら、逃とう走そうの準備をして待機していてくれ」
　口をキュッとへの字に結んで、表情を改めたジャッキーは告げる。
「安心しろ──あの手の女の扱いなら、これまでの経験で慣れている」


５


　互いに自己紹介を終えた後、暁月はセシルを伴って店の外へと移動した。
　オーダー式の調理メニューが充実しているこのコンビニでは、喫きつ煙えんしながら食事を行いたい客のために、店外にベンチと灰皿を設置していて。
　頼んだたこ焼きができるまでの間、のんびりとそこで待つ事にしたのだ。
　ベンチに腰を下ろした暁月は、購入した缶かんコーヒーを飲みながら、
「ふーん、探し物の最中なのか……」
「ああ。少々手に入れたいものがあってね」
　そう言って隣で微笑を浮かべているセシルに、からかうような口調で、
「──たこ焼きかい？」
「ふふっ、そうだな……それもその内の一つだ」
　暁月の言葉に、セシルは楽しそうに眼を細めた。
　そんなセシルの様子を見ながら、凰沢暁月は改めて思う──綺き麗れいだと。
　顔立ちが整っているとか、そういう事ではないのだ。
　言うなれば存在そのもの──セシルがそこに居るだけで、明らかに空気が違ちがうのである。
　それだけではない。セシルの身体には、眼を奪われる要素が多くあった。
　左ひだ眼りめの脇わきにある泣きぼくろや、艶なまめかしい赤いルージュの唇くちびるにも視線が向くが、
　……こいつは、ちょっとすげえな……。
　セシルが羽織っているジャケット──ボタンを留めても深く開いたその胸むな元もとからは、今にも零こぼれてしまいそうな大きな膨らみと谷間が露出していて。あの美兎を超えるサイズの胸を目の当たりにしたのは、暁月の経験でも初めての事だった。
　そしてチラリと見える黒のブラジャーから、凰沢暁月は推察する。恐らくセシルは、素す肌はだにそのままジャケットを羽織っているのだと。
　また大きくスリットが入ったマイクロミニのタイトスカートからは、惜おしげもなく太股が晒さらされており、ガーターベルトで吊つったストッキングが女の色いろ香かを強調していた。
　そうしたセシルの美しさの一つ一つを堪たん能のうするように眺ながめていると、
「──女の身体を見るにしては、随分と露ろ骨こつな視線だな」
　暁月の視線を許す口調で、セシルが笑い掛けて来る。
「そんなに私の事が気になるかな？」
「まあな。先刻も言ったように、俺おれは美人が好きなんだ──見ちまうよ、どうしても」
　それに、と暁月。
「良い事はコソコソと、悪い事は堂々とやるのが俺の主義でね」
「成る程……そういう考え方は好きだな」
　セシルは感心したように笑みを深くして、


「──それは親おや御ごさんの教えかな？」


　そんな彼女の口から、ふと投げ掛けられた問いかけ。
　何気のない、会話の流れの中で向けられた疑問に、
「さて……どうだろうな」
　凰沢暁月は苦笑した。昼間に、美兎やリスティの前で一度失敗して免めん疫えきができていたため、今回は感情を暴走させるような事はない。だから冷静な口調で告げる。
「お袋ふくろは一歳さい下の妹を産んですぐに死んじまったらしいし、親おや父じからは何かを教わったような記き憶おくもないしな……」
「そうなのか……しかし何かを教わった記憶はなくても、子は親を見て育つものだろう。君も父上の背中から、自然と学んだ事があったのではないのか？」
「生あい憎にく、いつも家にはいなかったからな……背中どころか顔もほとんど見てねえよ」
　そして数年前に完全に家を出て行ったきり、ずっと音信不通の状態だ。
　だから今、どこに居るのか解らない。何をやっているのかは解っているが。すると、
「寂さびしい──と思った事はないのか？」
　とセシル。
「深夜のコンビニで、得体の知れない女とこうしていても、心配する親が居ない事を辛つらいと感じた事は？」
「ねえな。何せウチは、野や郎ろうはどいつも好き勝手やってる家でね」
　暁月は笑いながら、瞳ひとみの奥おくにそっと確かな感情を込めて、
「何より──妹が死んでからは、俺も好きにやるって決めたしな」
　かつて。この世界は間違っていると泣きながら、妹が死んだあの日。
　凰沢暁月は誓ちかったのだ。コクーンと朱あけの黄たそ昏がれ──この世界の双そう頭とうであり、互いに殺し合う関係にある兄と父を、自分が必ず止めてみせると。
　だから会いたいとは思う。可能ならば今すぐにでも。
　──だが、それは寂しいからではない。二人に教えなくてはならない事があるからだ。
　自分達が考える理想の世界を実現するために衝しよ突うとつした挙げ句、娘むすめを、妹を犠牲にして死なせておいて。そんなお前らが作る世界に、一体どれだけの価値があるのかと。
　もし本当に理想の世界なんてものがあるとして、ならば何故そこに彼女はいないのかと。
　解るまで殴なぐって教えてやる必要がある──他でもない自分が。
　だからそれまで、凰沢暁月は絶対に止まらない。そして、
「それにまあ、最近は家族……みたいな連中もできたからな」
　頭の中で少女達の事を思い浮かべて、暁月は優しい苦笑を浮かべる。
　だから自分は、もう決して寂しくはないと。すると、
「そうか……」
　穏やかな表情でそう言ったきり、セシルはそれ以上何かを訊いて来る事はしなかった。
　初対面の相手に対して、余計な詮せん索さくや必要以上の深入りをせず、かといって距離を取りすぎない──過かか干んし渉ようと無関心、そんな両極の中心点。
　それは当然の事ではあるものの、だからこそ最も難しい距離感で。
　……世の中には居るもんだな、完かん璧ぺきな良い女ってのが。
　凰沢暁月は、セシルの気き遣づかいに心ここ地ち良よさを得ながら、
「そっちこそ良いのかよ、アンタみたいな美人がこんな時間に俺と一緒に居て」
「おや。君と一緒に居ると、何か問題があるのか？」
「おいおい、何度も言ってるだろ……」
　ニヤッと笑って顔を近づける。息が届きそうな距離で、セシルの瞳を覗のぞき込む。
「──俺は美人が好きなんだぜ？」
　すると、
「それなら心配はいらないな……」
　とセシルは悠然と笑って、
「何故なら君に、私をどうにかできるとは思えない。さらに言うなら、君はそういう真似をするタイプでもないだろう。もし何かあるとすれば──それは私が望んだ時だけだ」
　だから何の問題もない、と断言する。
　……やれやれ、完全に子供扱いだな。
　暁月は心の中で嘆息する。まあこれ程の美人だ、無理もないのかもしれない。
　とはいえここまで完璧に眼中から外されるとは……彼女には何かあるのだろうか。
　ふむ、と暁月はしばし考えて──そして思い至る。
「待てよ……確か『セシル』ってのは男名だったよな。まさかとは思うが、アンタ──」
「おや、心外だな……」
　その言葉にセシルは笑みを深いものにすると、暁月の右手を掴つかんで導みちびいた。
　ジャケットの内側──ブラジャーの中にある自らの胸へと。
　暁月の手が感じたのは、温かくて柔やわらかなセシルの左胸の感かん触しよくだ。
　大きな暁月の手でも溢あふれる程の大きさ。それは、昼にモノレールの中で揉もんだ美兎の胸を明らかに上回るボリュームで。
　……こいつは。
　凰沢暁月は軽い驚きを得る。無論セシルの胸の大きさや、抜ばつ群ぐんの触り心地にも驚いたが。
　それ以上に──自分が今、セシルに利き手を掴まれているという事実にだ。
　利き手とは武器を持つ腕であり、さらに暁月にとってはそれ自体が最大の武器である。
　言うなればそれは、暁月の生命線。
　その右手を完全に相手のタイミングで掴まれ、向こうの懐へ引きずり込まれたのだ。
　それは、もしセシルが暁月を殺そうとしていたとしたら、殺せていたという事で、
「どうだ──これでもこの胸は、私の女としての自じ慢まんの一つなんだが」
「ああ、確かに大したもんだ……」
　互いの吐と息いきが感じられる距離で囁かれ、暁月は頷きながら思う。
　こうして今触っているセシルの胸は、自分の命と同じ価値なのだと。
　すると、暁月の手を解放したセシルは「さて」と前置きして、
「もしこれでも女だと信じられないなら、もっと私を確かめてくれても構わないぞ」
　そう言って、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた。
「ただし──君にその覚かく悟ごがあればの話だが」
　先さき程ほどセシルは言った。暁月が自分をどうにかできる事はないと。
　何かあるとすれば、それは自分が許した時だけだと。
　だからこそセシルの意思で彼女の胸に触る分には、何の問題もなかったのだ。
　しかし、ここから先は暁月の意思という事になる。セシルが暁月を見み逃のがす理由はない。
　その覚悟があるのか、とセシルは聞いているのだ。
　馬ば鹿かげている、と暁月は思う。そんなもの、どうするかなど決まっている。
　考えるまでもない。すると、感情が顔に出ていたのだろう。
「良い顔だ……」
[image: 画像]
　暁月の考えている事を知ったセシルが、楽しそうに眼を細めた。
「だが簡単に命を懸かけようとするのは良くないな──その蛮ばん勇ゆうは、君を殺すぞ」
「生きてるって事は、常に命いの懸ちがけだろ。アンタみたいな美人の胸を触って、生きてる事を実感できるなんて最高だぜ」
　暁月は笑いながら、
「別に命を捨てるつもりはねえよ。俺はただ──生きてる事をもっと実感したいだけさ」
　未来は常に不確定。一寸先は闇やみであり、生きている保障も殺される確証もありはしない。
　……つっても、本当に殺されちゃ洒しや落れにならねえからな。
　凰沢暁月は考える。セシルに殺される事なく、彼女をもっと確かめる術はないものかと。
　──その時だった。
　暁月は視界の端はしに、一人の男の姿を捉えた。普通に考えれば、それはコンビニの客で。　しかしサングラスを掛けたその男は、どこか異様な空気を身に纏まとっていた。
　その事に、セシルも気が付いているのだろう。しかし、
「こら、今は私の事だけを見るシーンだぞ？」
　セシルは軽く咎とがめる口調でそう言った。男の存在など微塵も意に介かいする事なく。
　まるで──これから男が何をしようと構わないと言わんばかりに。
　そしてそれは、やって来た男も同じで。男は暁月やセシルに一いつ切さいの関心を払はらわず、そのまま店内に入っていった。その姿を見送った暁月に、
「やれやれ……まさかあの程度の男に、君の気を散らさせてしまうとは」
　とセシルは苦笑して、
「私の女としての魅力は、案外大した事がないのかな……」
「いやいや、そいつは違うぜ」
　と暁月。
「このままだと、もしかしたら俺とアンタを折せつ角かく結んでくれたものが、台無しにされるかもしれないって思っただけさ……」
　だってそうだろう。今こうして、暁月とセシルがこの場所に居るのはどうしてか。
　それは当然、焼きたて熱々のアイツを一緒に食べるためで。
　もちろん屋外でする命懸けの情事も悪くはないが、当初の目的を見失っては本ほん末まつ転てん倒とうだ。
　だから暁月は、男の後を追ってコンビニの中へ入ろうとして。
　その刹せつ那な──店内が爆ばく発はつした。
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　至近距離で閃光と、さらには破は砕さいしたガラスの破は片へんに襲われた暁月は、
「おいおい……」
　衝撃に巻き込まれる寸前に思わずツッコミを入れ、とっさに硬氣功を発動する。
　しかし硬氣功はガラスの破片は防げても、爆発の衝撃までは殺せない。
　思い切り吹ふっ飛とばされた暁月は、それでも、
「おっ──……ととっ」
　宙で身体を捻って滑すべるように足から着地するや、弾かれたように前へと駆かけ出した。
　向かう先は、先程まで座すわっていた場所。店外のベンチ──爆発時にセシルが居た場所だ。
　割れた窓から店の外にまで吹き出して、周囲に立ち込めた煙けむりの中へ突っ込むと、
「──随分と派手に飛ばされていたようだが、大だい丈じよ夫うぶだったか？」
　向こうからの声と共に、セシルの無事はすぐに確認する事ができた。
　何故なら彼女は、ベンチに座ったままの状態で。
　先程いた場所から一歩たりとも──否、恐らくは全く動いていなかったからだ。
　それを見た暁月が、
「どうやれば、あの爆発の衝撃に巻き込まれてそこまで平気でいられるんだよ……」
　呆あきれたように呟つぶやいた時だ。爆発した店内から飛び出してくる者がいた。
　それはつい先刻、店内に入っていったあの男。しかも彼は一人ではなく、その肩かたに一人の女性をトランクケースと一緒に担かついでいて。
　……強ごう盗とうかと思ったら、誘ゆう拐かいかよおい……。
　暁月はとっさに男の後を追おうとして──しかし、まずは店内へと駆け込んだ。
　中に居た客と店員の無事を確認するためだ。そして完全に電気が消え、暗くら闇やみと化した店内で暁月は確認する。食事用スペースに居た中年サラリーマン。レジに居た店員。
　そして調理を行なっていた店員の三人が無事である事を。だから、
「良し……連れて行かれた姉ちゃん以外、全員無事だな」
　暁月はホッと胸を撫なで下ろした。
　氣の反応から生きている事は解っていたが、深刻な負傷もないようだ。
　だが攫さらわれた女性の隣に居た連れの男性の無事を、凰沢暁月は確認しない。
　気が付いていたからだ──最初から。
　氣を操あやつる暁月には、あの男性が人間ではない事など一いち目もく瞭りよ然うぜんで。ダッチハズバンドにしては手が込みすぎているとは思ったが、他人の趣しゆ味みと思って敢あえて口は出さなかったのだ。
　だから暁月は、改めて破は壊かいされた店内を見み渡わたす。
　悲ひ惨さんな状態ではあるものの、火の手は上がっていなかった。
　どうやら爆発したのは火薬による爆ばく薬やくではなく、衝撃と閃光を生むタイプのものだったらしい。充じゆ満うまんしている煙も、発はつ煙えん機能による目眩しだろう。
　よって暁月は判断する。これは強盗でも、自じ爆ばくテロでもない──誘拐事件だと。
　となれば、ここから先は《保安隊ピースアイ》の仕事だ。
　暁月は携帯電話を取り出し通報しようとして、
「いや──ちょっと待て」
　大事な事を思い出した。それは今、凰沢暁月がこの場所にいる理由だ。
　だから、急ぎ店内の調理スペースへと向かった。
　すると床には一人の若いスタッフが倒れていた。だが今、問題なのは彼の安否ではない。
　既に一度確かく認にんした通り、意識はないものの間違いなく彼は無事なのだから。
　だが──スタッフの周囲の床には、無事ではないものがあって。
　暁月は我わが目を疑った。信じたくなかったからだ。
　時間をかけて深夜のコンビニを何なん軒けんも周って、ようやく買う事ができたアイツが。
　暁月の口の中で、カリカリ、ふわとろ、ジュワーとなる筈の焼きたてのアイツが。
　たこ焼きが──煙と埃ほこりにすっかり犯おかされ、無残な姿を晒していた。
「……………………」
　凰沢暁月は思う。俺の心が泣いていると──魂たましいが涙なみだしていると。
　だからもう止まらない。
「このまま逃がしやしねえ──食い物の恨うらみを舐なめるなよ」
　暁月は通報という市民の義務をキャンセル。怒いかりのままに店の外へと飛び出した。
　そして、そのままスレイプニルのシートへ飛び乗り、すぐさま発進させようとして、
「どれ──私も連れて行って貰もらおうかな」
　そんな声と共に暁月の背中へ、温かくて柔らかくて大きいものが押おし付けられた。
「おいおい……まさか付いてくる気かよ？」
　嬉しい感触に暁月がタンデムシートを振り返かえると、セシルは当然のように言い放つ。
「構わないだろう。君との良い所を邪じや魔まされた挙げ句、一緒に食べる予定だったたこ焼きまで台無しにされたんだ」
　それを聞いた暁月は、
「……ま、良いか。解ったよ」
　納得の苦笑を浮かべると、愛機のキーを回した。
　すると主の怒りを感じたスレイプニルは、応こたえるようにエンジン音を嘶いななかせて。
「しっかり掴まってろよ──飛ばすぜ」
　暁月がそう告げると同時、深夜の街道を一陣じんの風が走り出した。
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　街道からインターチェンジを上り、海岸沿いの高速専用道路を爆ばく走そうしている車がある。
　それは《Ｐ細胞》の奪還を命じられた、ジャッキーら三人を乗せた黒いバンだ。
　その車内では現在、予定外の展開によって混乱が生じてしまっていた。
「ど、どうしてコンビニを爆ばく破はしたんですっ、ジャッキー！」
　ハンドルを握ったまま非難の声を上げるロニーに、
「取り引きの時間が迫せまっていた──だから、最も手っ取り早い手段を選んだだけだ」
　ジャッキーは事も無げに言ってのける。
　彼が使用したのは、衝しよ撃うげ波きはを伴うスタングレネードに、ＥＭＰ拡散装置を積んだ特製の爆ばく弾だんだった。火薬をほとんど使用していないため殺傷能力が低く、代わりに効果範はん囲い内ないに存在する相手の無力化、及び施し設せつの無効化の役に立つ。何よりこの爆弾の優すぐれている点は、ＥＭＰ──電磁パルスの拡散により、周辺のＰＣ機能を完全に麻ま痺ひさせる事ができる点だ。これで、ジャッキーが店舗で行なった爆破の瞬間を映した防犯カメラ映像はもちろん、店舗の非常事態がオンラインを通じて《保安隊》へ通報される事もない。
　そして、現在逃走しているジャッキー達には、さらに追い風が吹いていた。深夜の高速が、何故か封ふう鎖さされていたのだ。だから通行止めを無視すれば、そこは全く障害のない逃走ルートになって。あとはただ、ひたすら目的地を目指して爆走を続ける。
　しかし、ジャッキーの説明に納なつ得とくがいかないのか、
「ジャッキー……私達の任務は《Ｐ細胞》の奪還だけなんですよ？」
　助手席で、信じられないと言わんばかりにクリエ。
「──どうして運び屋の身み柄がらまで確保する必要があるんです」
　そう。ジャッキーが強ごう奪だつしたのは《Ｐ細胞》が入ったトランクケースだけではなかった。
　その持ち主──運び屋の女性本人も拉ら致ちしてきていたのだ。すると、
「今回、《Ｐ細胞》は何者かによって我々の研究所から盗み出されている。よって奪還だけでは不ふじ充ゆう分ぶんだ。二度と同じ真似を繰り返させないように、我々は黒幕の情報について知っておく必要がある」
　ジャッキーはそう言うと、自分の足元──車内の後部スペースの床を見下ろした。
　爆発の衝撃で気を失ったままでいる運び屋の女は、現在手てじ錠ようで拘こう束そくされていて。そしてジャッキーは、懐ふところから小さい種のようなものを取り出すと、運び屋の鼻の前ですり潰した。
　すると強力な刺しげ激きし臭ゆうが生まれ、運び屋の意識を強ごう引いんに覚かく醒せいさせる。
「っ!?　──はっ……はぁ、……っ!?」
　意識を取り戻したものの、ここがどこだか解っていない運び屋の女に、
「残念ながら取り引きは失敗だ……」
　見下ろす視線で、淡々とジャッキーは告げる。
「……買い手が来る前に襲われ、現場を離れてしまったお前のせいでな」
　すると運び屋はゴクリと喉のどを鳴らして、
「な、何を言って──」
　その言葉を銃じゆ声うせいが遮さえぎった。ジャッキーが発はつ砲ぽうしたのだ。運び屋のすぐ真横の床へと。
「悪いがシラを切らせる時間はない……お前はただ、黙だまって俺の質問にだけ応えろ」
「ジャッキー！　防弾加工しているとはいえ、車内には銃弾や重要な機材を積んでいるんです。万一の事だってある。発砲するなんて正気ですか!?」
　悲鳴のようなロニーの叫さけびに、しかしジャッキーは運び屋に銃じゆ口うこうを向けたまま、
「聞いたな。お前の命運を握っている俺は、どうやら正気じゃないらしい。だからもし、これからする俺の質問に正直に答えなければ、お前の生命は誰だれにも保証できない」
「じょ、冗談でしょ……そんな脅おどしで」
「冗談……？　冗談だと？」
　強がる運び屋にジャッキーはフッと笑うと、いきなり彼女の襟えり首くびを掴んだ。そのまま強引に引き寄せると、こめかみに銃口を突きつけ、女の眼を至近距離で覗き込みながら、
「俺を見ろ──俺の眼をよく見ろぉぉっ！　これが冗談を言っている眼に見えるか？　お前の命が懸かっているんだ。下手な勘かん違ちがいは即そく、死に繋つながると思え」
　冷れい酷こくに言い放つ。
「訊たずねるのは一度だけだ──お前にこの荷を運ばせた、黒幕の名を吐はけ」
「……………………っ」
「黒幕の名前だっ、言えぇぇっ！」
　興奮の余り、思い切り二度訊きいたジャッキーに、
「し、知らないわ……間に何人か仲ちゆう介かい屋が入っているの──本当よ、信じてっ！」
　運び屋の女は必死に訴うつたえた。自分は、ジャッキーが望んでいるような情報を知る立場にはないと。天地神明に誓って真実だと。だから、どうか助けてくれと懇こん願がんしてくる。
　すると、ジャッキーはスッと眼を細めて、
「…………そうか、ならお前は用なしだ」
　そう言うや、運び屋のこめかみに銃のグリップを叩き込んだ。
　強烈な衝撃で脳を揺らされた運び屋は、呆あつ気けなく昏倒して床に倒れ込む。そして、
「やはり吐かないか……本格的な取調べは本部で行なうしかないな」
　忌いま々いましそうに呟いたジャッキーに、
「すぐに気絶させるなんて、だったら何でわざわざ覚醒させたんです！」
「貴方は馬鹿なんですか、ジャッキーっ!?」
　ロニーとクリエの怒りが爆発した。
「しかも運び屋が使うトランクケースなんて、間違いなく特とく殊しゆなロックが掛かかっているでしょうに……開け方も聞き出さずに、どうやって中を確認するんです？」
　二人から同時に責め立てられたジャッキーは、
「…………………………」
　無言で懐からもう一度、覚醒作用の薬やく剤ざいを取り出そうとして、
「それは本部に戻った後にして下さい！　仲介屋の名前も吐かないのに、鍵の開け方なんて口を割る筈はずがないでしょう！」
　それより、とクリエ。
「──先程から、我々を追って来ているアレを何とかして下さい、ジャッキー」
　そう言って、サイドミラーに視線を落とした。そこには、ジャッキー達のバンを猛もうスピードで追ってくる巨大なバイクが映し出されていて。
「店の外に居た青年と女か……」
　同じものを確認したジャッキーは、
「……了解した。彼らは俺が片付ける」
　そう告げると、戦せん闘とうの準備を開始した。
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　スレイプニルを駆り、黒いバンを完全に捉えた暁月は、
「さて、と……お仕置きの時間だぜ」
　不敵な笑みを浮かべながら、どうやって食べ物の恨みを晴らすかを思案した。
　ズガンと一発、派手に吹っ飛ばしてやりたい所だが──生憎と、現在の時速は既に二百五十キロオーバーで。最高速度が音速を超えるスレイプニルからしてみれば、前戯にもならないような速度だが、あれはあくまで遮しや蔽へい物のないサーキットでしか出せない速度だ。
　ザッハークから美兎を助け出した時も、その前にザッハークのフレアブレスによって訓練用の市街地が吹き飛んでいたからこそできた真似である。こんな場所でもし、スレイプニルの最高速度を出したりしたら、あっという間に衝突事故でお陀だ仏ぶつだろう。とはいえ、時速二百五十キロでも充分高すぎるスピードなのだ。こちらの攻撃で、下手に向こうがハンドルやブレーキの操作ミスなどを起こせば、あのバンは乗っている人間諸もろ共ともスクラップになってしまいかねない。まあ、コンビニを爆破して誘拐をするような馬鹿がどうなろうと知った事ではないが、連れ去られた女性がいるのだ。少なくとも彼女だけは、無事に助け出さなければならない。
　……まあ、かなり頑丈な作りをしているみたいだが……。
　暁月は前方を走るバンの車体を見ながら推測する。防弾加工に加え、恐らく反魔法・反衝撃の平面結界も張られているだろうと。とはいえ現在の速度での横転や壁へき面めんへの激げき突とつに耐えられるとも思えない。よって、エンジン系をショートさせて、徐じよ々じよに速度を落として止めさせるのが一番だろう。
　そうとなれば、まずは完全に追いつき並走するか、追おい抜いて前へ出るのが得策である。
　暁月がアクセルを開けて一気に加速しようとした時、ふと前方のバンに変化があった。
　背面にあった観音開きの後部扉とびらが開き、コンビニを爆破した男が姿を現したのだ。
　唇をキュッとへの字に結んだ男は、肩にとある物を担いでいた。
　四連装のミサイルランチャーだ。
　アクション映画などで見た事はあったものの、生で見るのは初めての暁月は、
「おいおい。面白すぎるぜ、オッサン……」
　ちょっとした感動を覚えて、思わず笑みを零す。すると男は、一切表情を変える事なくミサイルを発射した。白はく煙えんの尾おを引いて高速で迫るミサイルに、暁月は、
「しっかり掴まってくれ──ちょっと乱暴な運転するぜ」
　タンデムシートのセシルにそう告げると、右手を水平に突き出した。
　その手に黒の魔ま剣けん──レーヴァテインを具現化して。
　そして、高速道路を舞ぶ台たいにした戦闘が幕を開けた。


　走るスレイプニルの前方へミサイルが着ちや弾くだんした。
　だが、凰沢暁月は焦あせらない。高速走行の中で、暁月はミサイルの動きを完全に把は握あく。
　即座にハンドルを切って回避すると、爆発の衝撃と横から吹く海風に対して絶ぜつ妙みようのカウンターを入れて体勢を立て直し──しかし、そこに残る三発のミサイルが迫っていた。
　全すべて直ちよ撃くげきコースだ。だから暁月は、
「ハッ……そう来ねえとな！」
　黒の魔剣で斬撃の乱れ打ちを繰くり出し、無数の空気の刃やいばを放つ。
　それは三発のミサイルを直撃して迎げい撃げき・爆破し、さらに爆発の衝撃と炎を切り裂さいた。
　そしてできた道を、スレイプニルが駆け抜けてゆく。そして、
「それにしても、高速で派手な真似しやがって……映像に残るのが怖こわくねえのか？」
　黒いバンを追い掛けながら、暁月は怪訝に呟いた。
　チラッと視線を上げると、交通案内の看板脇に設置されたカメラが眼に入り、
「……ん？　作動してねえのか？」
　高速で駆け抜けながらも、作動を示す赤色ランプが灯ともっていない事に気が付く。すると、
「ＥＣＳか何かのジャミングだな……」
　と後ろのセシルが指し摘てきする。
「あのバンは、強力な妨ぼう害がい電波を発しているようだ。周囲にある電気制せい御ぎよ系けいのシステムは、全て動作不良になる。恐らく、交通管理局のカメラに映像を残さないためだろう」
「やれやれ、念入りなこったぜ……」
　と暁月は嘆息。
「まあコイツは『精霊駆動式』らしいからな。多分、大丈夫だろ──なぁ？」
　そう暁月が呼び掛けると、スレイプニルは当然だとばかりに、一度エンジンをウォンと甲かん高だかく鳴らした。愛機の心強い反応に、暁月は満足を得ながら、
「それに映像に残らないっていうなら──ちょっくら無む茶ちやがやれそうだぜ」
　それもお互いに。
　これで後々、交通管理局や保安隊から呼び出しや出頭要よう請せいを喰らう心配はない。
　最初は「誘拐を見過ごせず追い掛けた」「ついカッとなってやった」と言い張るつもりだったが、これでもう何の気き兼がねもなくお仕置きができる。
　すると暁月は、前方に暗い入口を確認した。それは特別自治区の人工島──その東側に広がる山さん岳がく部ぶに掘ほられた、二連続の長ちよ距うき離よりトンネルだ。島の外周に沿って緩やかなカーブを伴う全長は、途中の山間で一度百メートル程外に出るものの、総距離およそ十二キロ。
「ここだな……」
　暁月は、ニヤリと笑って確信する。このままの速度で駆け抜ければ、およそ三分で通過する空間──あそこが勝負所だと。恐らく向こうも同じ事を考えているだろう。
　先程のミサイルは全て撃うち落おとしたが、あれで全部という訳でもあるまい。ならばもし壁や天てん井じように撃ち込まれ、崩ほう落らくでも発生させられたら、そこでこの追跡劇は強制終了だ。
　だが、凰沢暁月はそんな幕切れを許さない。
「──行くぜ」
　だから一気にスレイプニルを加速させ、トンネルに入ると同時に黒のバンへ数ｍという距離まで接近した。これでもう、ミサイルのような広こう範はん囲いの武器は使えない。
　だがそれは、相手に使える武器がなくなったという訳ではない。
　距離を詰つめたという事は、必然的に攻こう撃げきを当てやすくなったという事で。
　そして暁月の予想通り、相手の男は新たな武器を背後から取り出した。
　サブマシンガンだ。それを、両りよ肩うかたに一丁ずつぶら下げた男の口が動く。
　──喰らえ、と。
　それと同時、９ミリの弾だん丸がんの嵐が暁月とスレイプニル目め掛がけて吹き荒あれる。
　しかし、暁月はスレイプニルの速度を落とさなかった。
　スレイプニルの車体は精神感応石オリハルコン製だ。マシンガン如ごときでは傷一つ付けられやしない。
　そして黒の魔剣を盾にして自分とセシルへの銃弾の雨を防ぎ、暁月はさらにバンへと接近。すると男の背後──車内の床に、コンビニから連れ去られた若い女性が意識を失い倒れているのを確認する。だから暁月は、後ろのセシルを振り返って、
「──バイクの運転は？」
「ああ、できるが？」
「悪いけど、少しの間コイツの運転を任せて良いか？」
「それは構わないが……どうするつもりだ？」
　あっさりと了承しつつも、セシルがこちらの狙いを訊いてくる。
　だから暁月は教える。平然と、
「ちょっと向こうに乗り移って、誘拐された人を助けて来るわ」
　そう言うや、足を置いていたステップを勢い良く蹴けって跳ちよ躍うやく。
　黒の魔剣を振りかぶり、そのまま強引にバンの車内へ突っ込もうとして──しかし驚きの光景を見た。例の爆破男がサブマシンガンを捨てると、背中から日本刀を取り出して車外へと飛び出して来たのだ。
「ははっ……面白え！」
　下手に地面へ落下すれば即そく死しする高速移動の最中に、相手から仕掛けられた空中戦。
　それを、凰沢暁月は不敵な笑みと共に受けて立って。
　激突する。
　ガキィィィィィィィンッ！
　空中で互いの剣をぶつけ合った暁月と男は、そのまま宙で何度となく高速で斬きり結むすんでゆく。刹那の時の中で、激しく攻こう守しゆを入いれ替かえながら、
「先刻から魔法を使わねえな……ひょっとして《不ア適ウ合タ者ー》かアンタ？」
「お前に答える義理はない」
　暁月が投なげ掛けた問い掛けを、男はあっさりと切って捨てる。
　そんな相手の実力を、暁月は冷静に判断する。お仕置き目的で本気は出していないとはいえ、それでも手を抜いているつもりはない。しかも自分の重い剣撃にあの細い日本刀で対応できるとは、悪くない腕の持ち主だと。だが、当然ながら異世界アレイザードに名を馳はせた、シェルフィードの赤き剣王──ゼクス程の腕ではない。
　だから、強引な剣撃で男をバンの中へ吹っ飛ばそうとして、
「……ん？」
　暁月はふと、自分の眼の前に浮かぶ黒い物体に気が付いた。
　握り拳こぶしよりも一回り小さい──それは手しゆ榴りゆ弾うだんだ。そして眼の前の男が、
「──悪いが、お前の相手はここまでだ」
　そう言うと同時、二つの現象が起きた。
　一つは、眼の前を走行していたバンの急加速。そしてもう一つは、男の身体がまるで何かに引っ張られたかのように、バンの車内へと戻っていったのだ。
　手榴弾と共に、宙へ置き去りにされた暁月は見る。急速に離れていく黒いバン──その後部扉と男の腰こしの間を結ぶように、一筋の細い光があった。
　恐らく伸しんし縮ゆく機能を持った特殊なワイヤーか何かだろう。
「何だ……命いの綱ちづなしてやがったのかよ」
　興ざめとばかりに呟き、弾くなどして手榴弾に対処しようとしていた暁月の前で、しかし事態が予想外の方向へ動いた。
『な──っ!?』
　暁月と男は、同時に声を上げる。
　バンが急加速をした事で、慣性力が後方へ働いて──車内で気絶していた女性が、バンの外へ放ほうり出されたのだ。
　……くそっ！
　だから暁月は、とっさに動いていた。
　宙に浮いていた手榴弾をキャッチし、足元の空間へ放ったのだ。そして暁月が、水平にした黒の魔剣──その幅はばのある剣身に乗ったのと、手榴弾が爆発したのは同時だった。
　爆発の衝撃を推進力に変えて、暁月は宙を前方へと高速サーフィン。
「行けぇぇぇぇぇぇぇ─────っ！」
　そして女性が地面に落下するギリギリのところで彼女の腕を掴むと、錬環勁氣功を発動。
　一瞬で全身に氣を巡らせると、宙へ放り出された女性の勢いを完全に殺し、
「よっと……！」
　さらに女性の身体を、ふわりと宙へ舞い上げて、壁にあるトンネル内の位置を示す看板に優しく襟えりを引っ掛けて、見事に救出を成功させる。
　しかし、その代だい償しようとして宙で体勢を崩した暁月は、
「あー、これはちょっと痛そうだな……」
　そのままトンネルの壁面へ激突しかけて──しかし、暁月と壁との間に、黒い影が割って入った。それはトンネルの壁面を、水平に走るスレイプニルだ。
　すると──そんなとんでもない運転を行いながらも、セシルは平然と笑っていて。
「ちょうど良かったな。そろそろバイクを返そうと思っていたんだ」
　そしてスレイプニルのハンドルから手を離すと、そのまま後ろのタンデムシートへと下がった──地面と水平の体勢のままで。
　……やれやれ。どんだけなんだ、この姉ちゃんは……。
　暁月は苦笑しながら、セシルの前へ着地。再びスレイプニルのシートへ跨った。
　すると意思を持つ愛機は、主の帰き還かんを喜ぶようにエンジンを高鳴らせて、
「ふむ。やはりこの子も、君が運転する方が嬉うれしいようだ」
「かもな……──よっと」
　暁月はスピードを一切落とす事なく、スレイプニルを壁面から地面へ下ろした。
　すると一本目のトンネルの終わりが見えてきて。そしてトンネルを抜けた瞬間、まるでフラッシュを焚たいたように、外の景色が蒼い月光に包まれて。
　そして次の瞬間、暁月は見る。
「げっ……」
　二本目のトンネルの入口が、瓦が礫れきで埋うまっていた。
　それは恐らく、誘ゆう拐かい犯はんの連中が起こした人じん為い的てきな崩落。だが気が付いた時にはもう遅おそかった。今からブレーキを掛けても、とてもじゃないが間に合わない。
　下手に黒の魔剣や氣弾で吹き飛ばせば、二次崩落も有り得る。
　かといって、ガードレールやフェンスを飛び越えようにも、左は東とう京きよ湾うわんだし右は山さん岳がく地帯の急きゆ斜うし面やめんだ。逃げ場ばはない。そんな待ったなしの行き止まりに対し、暁月は、
「──だったら、こうするしかねえよな！」
　ふっと笑うと、スレイプニルのアクセルを一気に全開にした。
　誘拐された女性は助け出したが、まだたこ焼きの恨みが残っているのだ。
　だから凰沢暁月は──こんな幕切れなど、決して認めたりはしない。


９


「…………振り切ったようだな」
　追手の姿が完全に見えなくなったのを確認し、ジャッキーはバンの後部扉を閉めた。
「どうするんです……この後は？」
　運転席のロニーからの問い掛けに、
「決まっているだろう。我々の任務は《Ｐ細胞》の回収だ。忘れたのか」
　運び屋の女は途中で落としてしまったが、自分達の本部は様々な設備が充実している。
　たとえ時間は掛かろうとも、トランクケースの鍵だってきっと開けられるだろう。
　ジャッキーは後部スペースから、前の運転席と助手席の間に身を乗り出して、
「このまま目標のポイントへ向かい、速やかに本部へ戻るぞ」
　そして、バンが長いトンネルを抜けた時だった。
　ジャッキー達の目の前に、とある光景が飛び込んできた。
「そ、そんな……」
「嘘うそ……信じられない」
　ロニーとクリエが、ほぼ同時に呆ぼう然ぜんと呟いた。
　だがジャッキーは、二人を咎めようとは思わない。
　気持ちは同じだったからだ。眼の前の光景を、とてもじゃないが信じられない。
　遥はるか前方。バンの進行方向の道路に、道を塞ふさぐように巨大なバイクが留まっていた。
　そしてその傍かたわらには──黒髪長身の青年と美しい女が、悠然と佇んでいて。
　トンネルは瓦礫で塞いだ。当然ながら他に道はない。ならば答えは一つだけで。
　だからジャッキーは、信じられないと言わんばかりに呟いた。


「まさか──海の上を走ってきたとでもいうのか？」


10


　道を遮るように立っていた暁月は、迫ってくる黒いバンの速度が上がるのを見た。
　やはりというべきか。大人しく停車するつもりは、どうやら微塵もないらしい。
　だから、凰沢暁月は思う──上等だと。
「どれ……お手並み拝見といこうかな」
　そして、背後のセシルから投げ掛けられた笑みを含んだ声に、
「とびきりの美人に見られてるんだ、張り切らないとな」
　暁月はニッと笑って、錬環勁氣功を発動した。
　眼を閉じ、一瞬で体内に膨ぼう大だいな氣を巡らせると、さらにどんどんと練り上げてゆく。
　全身が青白く輝かがやく程に。そして、
「────────っ！」
　暁月は眼を開けると同時、右の拳を前へ向かって繰り出した。
　それは、眼前に迫っていた黒いバンのボンネットに直撃して。
　次の瞬間──轟音と共に衝しよ撃うげきが突き抜けた。
　それは防弾加工に、反魔法・反衝撃の平面結界がコーティングされた、重厚な車体のバンを粉々に吹き飛ばして。
　しかし、中に乗っていた三人は全くの無傷だった。
　だが──激突による急停車の慣性が働き、そのまま宙を飛んでゆく。
　海岸沿いを走る高速道路の外へ──東京湾へと。
　暁月はフンと鼻を鳴らして、背後を振り返り、
「お前らが爆破したのが、最後の材タ料コだったんだ。東京湾で獲とって来て弁べん償しようしやがれ」
　放物線を描えがいて海へと墜つい落らくしていく誘ゆう拐かい犯はん達たちへ、食べ物の恨みを呟いた。
　そして──そこでふと気が付く。
「何だよ……行っちまったのか」
　ほんの少し前まで、そこに居た筈のセシルの姿が、綺麗に消えてしまっていた。
「やれやれ……凄え美人ってのは、最後までこっちの想像の上を行くな」
　既に周囲にはセシルの氣を感じない事に、凰沢暁月は苦笑した。
　氣を操る自分は、相手の気配の有う無むに対して敏びん感かんだ。それなのに、そんな自分に気付かせる事なく姿を消すとは──やはりセシルは、ただの美人ではなかったと。
　だが暁月の顔にあるのは、満足のいく笑みだった。
　焼きたてのたこ焼きは結局食べられず、おかしな誘拐事件に巻き込まれもしたが。
　それでもセシルのような、想像を絶する美人に会えたのだ。
　ならば、それだけでも充分すぎる程のお釣つりが来る。
　楽しい夜だった。やはり、出掛ける時に抱いた予感は正しかったらしい。
　だから凰沢暁月は、心の底から嬉しそうに笑って。
　間もなく夜明けが来る空へと向かって呼び掛けた。
　この声が届くようにと。
「また会おうぜ、セシル──セシル・エンドハート」
終章《嵐あらしの前の夜明け》
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　──こんな所で諦める訳にはいかなった。
　自分達に託たくされた任務の重要性を思えば、それは当然の結論で。
「ハァ……ハァ……──くっ」
　何とか岸まで辿り着いたジャッキーは、荒あらい呼吸を繰り返した。
　限界まで酷こく使しした肺は、どうしようもなく酸素を欲ほつしていて。
　己の肉体からの欲求に従いながら、それでもジャッキーは見た。
　それはこの作戦で、どうにか自分が成し遂げた結果。
　意識を失っているロニーとクリエ。
　そして、運び屋の女から奪だつ取しゆした《Ｐ細胞》が入ったトランクケースだ。
　黒髪長身の青年によって移動手段であるバンを粉々に破壊され、ジャッキー達は高速走行の勢いそのままに東京湾へ投げ出された。
　しかしジャッキーは、諦めなかった。自分の命も、仲間の命も──そして任務も。
　そして、海面落下の際の衝撃による激痛に必死に耐えながら、全てを抱かかえて夜の海を岸まで泳ぎきったのだ。
「本部に、連れん絡らくを……しなければ」
　身体がまるで鉛なまりのように重い。
　それでもジャッキーは、懐から携帯電話を取り出した。
　特殊な任務に従事するジャッキーの携帯は、任務中は情報端たん末まつの役割も担になう命綱だ。
　そのため防水・対水圧を始め、あらゆる衝撃に耐えられる特別製で、海水に浸つかった程度では、その機能が損なわれるような事はない。
　そして、暗記している本部の番号をコールしようとした時だった。
「──大したものだな、任務に命を懸ける男の意地というのは」
「────っ!?」
　ふと眼の前から女の声がして、ジャッキーは弾かれたように顔を上げる。
　すると夜明け前の海岸の岩場に、一人の女が立っていた。
　美しい女だった。
　顔が美しかった。身体の全ての形とラインも。そして身に纏う雰ふん囲い気きさえも美しかった。
　それは、一目見れば決して忘れる事はない美女。
　そしてジャッキーは、自分の眼の前に立つこの女の事を知っていた。
　忘れる筈がない。《Ｐ細胞》の取り引き現場のコンビニに居て──そして黒髪長身の青年と共に、モンスターのような巨大なバイクで自分達を追って来たこの女の存在を。
　すると、
「水を吸った服を着たまま、同じ状態の仲間を二人抱え、さらに目標物まで手放さずに泳ぎきったその精神力は賞賛に値するが……」
　女は気の毒そうな笑みでこちらを見て、
「……残念ながら、そのケースの中にお前達が捜していた《Ｐ細胞》はないよ」
「何──」
　思わずジャッキーが問い返した瞬しゆ間んかん──突とつ如じよトランクケースの鍵が弾はじけ飛んだ。
　ジャッキーの眼には、何が起きたのか解らなかった。
　一つだけ解るのは、それが眼の前の女の仕し業わざという事だけ。そして女はジャッキーの眼では認識できない速度で、今度はトランクケースの片側の側面を削けずり飛ばして。
　そうして露あらわになったケースの中身を、ジャッキーは目の当たりした。
「……馬鹿な」
　思わず、そんな呟きが零れ落ちる。
　空だった。ジャッキーが、ロニーが、クリエが、命懸けで回収したトランクケースは。
　回収目標の《Ｐ細胞》どころか──塵ちりの一つさえ入っていない。
　ジャッキーは焦しよ燥うそうを露わにする。まさか自分は、全く関係ない民間人の女を運び屋と勘違いしていた？　女が口にした仲介屋という単語は、殺されたくなくて適当に吐いた嘘だった？　否いや、そんな筈はない。このトランクケースは、プロの運び屋が使用する特別製の鞄かばんだった。ジャッキーの装備である、携帯電話と同じように。
　だからこそ車内で開ける事を諦め、そのまま本部へ持ち帰る事にしたのだ。
　つまりあの女は間違いなく本物の運び屋で、しかし──このトランクケースが空だったという事は、導き出される答えは一つ。
　あのコンビニでの取り引き自体が、偽にせ物ものだったという事だ。
「囮おとりによるダミーだと……こちらの動きが漏れていたのか？」
「というよりは、意図的に流された情報にお前達は引っ掛かったんだよ」
　残念だったな、と美女。
「お前達の研究所から《Ｐ細胞》──『フェニックス細胞』を奪取した者は、巧こう妙みような保険を幾いく重えにも掛けていたのさ。お前達が把握していないだけで、今夜この特別自治区では偽にせの取り引きや、囮の運び屋で溢れていたんだよ」
「何て事だ……」
　呆然と呟くジャッキーに、
「悲しむ事はない。これは本来、お前達にどうこうできるような問題ではないのだから」
　美女は悠然と笑って。
　告げる。


「たとえそれが、日本が誇ほこる特務機関──内閣官房情報調査室だろうと」


　その言葉を聞いたジャッキーは、
「────っ！」
　反射的に動いていた。余りにも危険だったからだ。
　こちらの狙いだけならまだしも、正体まで知られる訳には断じていかない。だからとっさに右の腕を振り上あげ、上着の袖そでに仕込んであった隠しナイフを投とう擲てきしようとして、
「──────」
　しかしその途中で、まるで糸が切れたように力なく地面へと倒れ込んだ。
　そして何が起きたのか解らぬままに、ジャッキーの意識は暗い闇へと落ちていった。
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　セシル・エンドハートは、自分が意識を失わせた男を静かな瞳で見つめていた。
　別に物理的な攻撃を行なった訳ではない。
　セシルはただ意識を向けただけだ。
　仲間や荷物を抱えて泳いで、疲つかれきっていたであろう男に──「楽になれ」と。
　たったそれだけ。だがそれだけでも、男の意識を絶つには充分だった。
　それ程までに圧倒的な力量差が、セシルと男の間にはあったからだ。
　そして、倒れている男を見下ろしていたセシルはふと、
「……そろそろか」
　そう言って、上着のポケットから携帯電話を取り出した。
　と同時、携帯から電子音が鳴り出す──着信だ。
　それは見計らうというよりも、むしろ完全に見切っていたかのようなタイミングで。
　だがセシルは、それが当然であるかのように通話ボタンを押した。
　そして、
「──どうだった？」
　相手も、相手の用件さえも確かく認にんしないまま、電話の向こうへ問い掛けた。すると、
『駄目だな。やっぱりこっちも外れだったみたいだ──予想通りだったけどよ』
　軽い調子の声が、セシルが知りたかった情報を伝えてくる。
『……つーか、毎回思うんだけどよ』
「ん？　どうした？」
『こっちの行動見み透すかしてるみたいに、速そつ攻こうで電話に出るの止めてくれるかよ団長。いい加減、おっかなくて心臓に悪いからよ』
「おや。そういう嘘は良くないな、海かい堂どう……」
　と、笑みを浮かべながら。
　世界最強のテロリスト集団《朱の黄昏》──その女団長セシル・エンドハートは告げる。
「私がお前を驚かせている筈がないだろう。私が電話に早く出ているのは、お前が私に掛ける時、私がすぐに出ると思って掛けてきているからだ。お前が十コール目で出て欲ほしいと思っていたなら、私だってそうしているよ」
『うーわー……そっちの方がおっかねえよ』
　引くわー、と電話の向こう──海堂元もと春はるの反応に、セシルは笑みを深くしながら、
「しかし参ったな……予定では今夜の内に《Ｐ細胞》が手に入る筈だったんだが」
『あれ、まさかそっちも空から振ぶり？　嘘だろ、団長の『勘かん』まで外れたのかよ……？』
「半分はお前のせいだよ……」
　楽しそうに告げる。
「──お前から夕方に貰ったディスクが、予想以上に面白かったんでな」
　それは海堂が、監かん視し対象と共に異世界へ行っていた時の記憶を映像化したディスクだ。
『おっ、早さつ速そく見たのかよ。な、面白そうな奴やつだろ？』
「ああ……つい会いたくなってしまう程にな」
　だから取り引きよりも、そちらの方を優先したのだ。
　あのコンビニに居た運び屋が囮だった事など、それこそ店に入る前から解わかっていた。
　だが、それでも構わなかった。今夜のセシルの一番の目的は、《Ｐ細胞》でも──ましてやたこ焼きなどでもなかったから。
　とはいえ、本命と思われるルートには別の団員を向かわせようとしたのだが、生憎と連絡が取れなかった。どうやら余よ程ほど、楽しい事でもあったらしい。
　だがそれを責めるつもりはない。
　セシルもまた、自分の楽しみを優先したのだから。
「まあ《Ｐ細胞》に関しては、まだ何とでもなる……」
　何せ、
「アレの行き先など──この特別自治区内には一つしかないからな」
『そうなのか？　何だよ……それなら先に教えてくれりゃ良かったのによ』
　不満そうな海堂に、セシルは笑いながら告げる。
　確信のように。
「すぐに解るよ──お前にも」


　そして電話を終えたセシルは、海岸から移動を開始した。
　内閣官房情報調査室のエージェント達を置き去りにして。
「申し訳ないが、ちょっと人と会う約束があるんでな……」
　セシルは苦笑する。彼らに大きな外傷はない。程なくして眼めを覚ますだろうと。
　では──そもそも何故、今回の件に日本政府の特務機関が絡んできたのか。
　それは、今回奪取された《Ｐ細胞》──フェニックス細胞の研究開発を行なっていたのが、他でもない日本政府だったからだ。
　下位次元であるこの世界に顕けん現げん・物質化した、高位次元生命体──その細胞の一部を偶然回収する事に成功した日本政府は、それを培ばい養ようする事で、高位次元生命体が持つ強大な力を手に入れられないかと考えたのである。
　それは言うなれば、コクーンらが極ごく秘ひ裏りに行なっている《Ｙ計画》の小規模版。
　だが幾いくら規模が小さいとはいえ、この世界における異世界の技術・能力に関しては、その全てをコクーンが管理している。新国連に加盟している常任理事の七カ国は、各国ともコクーンによる特別自治区とバベルを抱えているが、異世界に関する重要な事こと柄がらや技術などについては、独自の研究や開発は許されていない。
「──ましてやそれが、自分達の目的と同じ高次生命体に関かかわるものならば尚なお更さらな」
　だから日本が行なっていた事は、この世界の管理者であるコクーンに対する裏切り。
　国際社会の顔色を伺うかがい、日和ひより見み的な行動しか取ってこなかった日本が、なぜそのような大だい胆たんな行動に出たのか？　その答えは、至って単純である。要は建て前ではコクーンを受け入れているものの、本音では彼らが管理している現状の世界情勢に対して、日本は強い不満を抱いていたのだ。
　だがそんな研究は、どの国も隠れてやっている事だ。そして、その事をコクーンもある程度は黙もく認にんしている。互いの共生と共存のためには、歩み寄る事は必要なのだから。
　しかし今回日本がやっていた事は、コクーンとしても見過ごせないレベルのもので。
　だから、それは決して知られてはいけない真実。
　ところが、よりにもよってそのフェニックス細胞を盗まれてしまったのだ。もしその存在をコクーンに知られれば、自分達が──日本という国家そのものがどうなるかは、火を見るよりも明らかで。そのため大おお慌あわてで、特務機関のエージェントを回収のために送り込んできたのである。
「しかし──そろそろ自分達の考えが甘かった事に気が付く頃ころだろう」
　最初は、他国の企きぎ業ようやスパイによる犯行を疑っていたのだろうが、そんな筈がないのだ。
　何故ならフェニックス細胞は、この特別自治区へと持ち込まれているのだから。
　そして複数のダミー取り引きや囮の運び屋を使い、フェニックス細胞は移送された。
　セシルは思う。つい先程まで追跡劇を繰り広ひろげていた時──高速道路は全域に渡わたって封鎖されていた。それは恐らくフェニックス細胞の移送に際し、襲撃や強奪などあらゆる事態を想定した上での対策に違いないと。
　しかし人工島であるこの特別自治区において、高速道路は物流の要だ。もし一晩でも封鎖を行えば、経済活動から住民の生活まで支障が生じる事は避さけられない。よって今回のような決断が、高速道路を所管している交通管理局程度に下せた筈がないのだ。
　ならば──それが可能な者は誰か。
　特別自治区に多大な影えい響きようを出しかねない、高速の封鎖などという指示が可能な者は誰か。
　決まっている。そんな真似ができるのは、この特別自治区にはたった一人しかいない。
　ＪＰＮバベルのトップにして、この特別自治区を治めるコクーン。
　氷ひ神かみ京きよ也うやにしか。
　よってフェニックス細胞は、間違いなくＪＰＮバベルへ運び込まれただろう。
　だが──そうなると今回の件には、おかしな点が浮ふじ上ようしてくる。
　もし京也がコクーンとして、日本が陰で行なっていた事を追つい及きゆうするなら、現場に踏ふみ込んで証しよ拠うこを確認した時点で、事実を公表していればお終しまいだった筈だ。なのにわざわざ何者かに奪取させた上で、隠れて移送するなどという面めん倒どうな手段を取っているのである。
　となると、そんな真似をする理由は一つしか考えられない。
　セシル・エンドハートは確信する。
「恐らく、彼個人の独断によるものか……何か狙ねらいがあるのだろうな──」
　一息。
「──それも、世界や仲間のコクーンにさえ秘密にしなければならない程の、な」
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　そして、頭の中で状況の整理が終わった頃──セシルは待ち合わせの場所へ辿り着いた。　それは住宅地の中にある、巨大な敷しき地ちの公園だ。
　舗ほ装そうされた道路を歩きながら、セシルは暗い公園の奥へ。
　すると程なくして、視線の先にあるベンチに腰こし掛かけている一人の男性の姿を確認する。
　セシルはそのまま彼の下へと歩み寄り、
「──待ちましたか？」
　悠然とした笑みで語り掛けた。すると、
「いいや……ちょうど今起きたところだ」
　男は大きな欠伸あくびを一つすると、ニッと笑って、
「──で？　何の用だセシル。急に、どうしても会いたいから来てくれなんてよ」
「ええ──実は、ちょっと気に入った青年が居たもので」
　と、笑みを含んだ声でセシル。
「可能ならウチに入れようと思っているんですが……構いませんか？」
「あン？　そんなものは好きにしろよ。今はもう、黄昏はお前の組織なんだからよ……」
　男は、やれやれとばかりに嘆息して、
「大体お前、この数年は俺に断りもなく、何人か新人を入れてるだろうが。何だって今回に限って、そんな律りち儀ぎに俺に許可を取るんだよ？」
　その言葉に、セシルはふっと微笑した。
　そして、男が全て解っている事を承知の上で、報告する。
「すみません──何せ相手は、貴方のご子息なもので」
「だったら、余計に関係ねえよ」
　すると、ハッと不敵に笑って。
『朱の黄昏』の創設者──凰おう沢さわ剛ごう毅きは告げる。
「あんな可愛かわいげのないクソガキは、俺の息子むすこでもなんでもねえ」
「そうですか？　私には中々魅みり力よく的てきに見えましたが──」
　とセシル。
「──貴方にとても良く似て」
「おいおい。幾ら俺の搾しぼりカスとはいえ、あの程度の奴と一いつ緒しよにしてくれるなよ」
　と剛毅。
「異世界に召しよ喚うかんされて、ノルンチェックじゃ『真の勇者』だの『覇は王おう』だのと出たらしいから、ちっとはマシになったのかと思えば……てんで大した事ないみたいじゃねえか」
「貴方と比べれば、誰であろうと見み劣おとりはするでしょう」
　セシルは苦笑する。
「でも──色々とご存知という事は、やはり気にはなっていたのではないですか？」
「ならねえよ。バベル史上初とかいって、黙ってても耳に入る程度にはなったようだがな……あれ位ならまだ、俺の眼中には入らねえ」
　フッと剛毅は笑うと、懐から一つの袋ふくろを取り出した。
　あんパンだ。そして袋を開けると、中身を二口でペロリと平らげて、
「お前といい、これをくれた昼間の嬢じようちゃん達たちといい……最近の女ってのは何だ、どいつもあんな草食系が好みなのか？　ったく、世も末だなおい」
「彼を草食系と言えるのは、貴方ぐらいのものだと思いますが」
　セシルは「ふふ」と楽しそうに笑って、
「でも、そうですか……彼女達には会われたんですね」
「ここで寝ねてたら偶然な。優やさしくて可愛い、良い娘こ達だったぜ」
「良い女に好かれるというのも、良い男の条件──とは思いませんか？」
　言いながらセシルは思い出す。コンビニのベンチで、暁あか月つきの手を己の胸へ導いた時の事を。本来自分は、間違ってもああいう真似をする女ではない。朱の黄昏の仲間はもちろん、自分より強い剛毅にだって、あんな風に大胆に己の肌はだを触らせた事はなかった。
　なのにあの時は、自然とああしてしまっていた。暁月に対して、無むし性ように自分という女を教えてやりたくなったのだ。すると暁月はこちらの圧力に屈くつせず、逆に挑いどむかのように自分へと応えようとして。
　セシルは思う。あの時──邪魔が入らなければ、自分達はどうなっていただろうかと。
　すると、
「まあ──あの娘らを選んだっていうなら、女を見る目だけは認めてやっても良いがな」
　そう言って、剛毅はフンと鼻を鳴らした。
「つー訳だから、あのガキを入れたいんならお前の好きにしろよ」
「解りました。では、そうさせて貰います」
　と、セシルが満足そうに頷うなずくと、
「用件は終わりか？　ならもう俺は行くからな」
　そう言って、剛毅はベンチから立ち上がって、
「……そういや、日本政府が馬鹿をやったらしいな？」
「ええ。どうもコクーンの氷神京也が絡んでいるようなので、こちらで潰つぶしておこうと思ったんですが……色々あって、そのまま向こうの手に渡ったようですね」
　めめこは、ディスクを海堂に渡した後、この特別自治区を離れ。
　その海堂に任せた運び屋は、セシルが見かけたのと同様に囮だった。
　そして──本命を任せようとしたティアナは、セシルと同様に他の何かを優先して。
　よってフェニックス細さい胞ぼうは、間違いなく氷神京也の手に渡ったと考えるべきだろう。
　とはいえ相手はコクーン一人。普ふ通つうに考えれば、海堂とティアナに任せれば対処できる問題だ。あの二人はまだ、コクーンと直接戦闘をした事はないので、今回の件は彼らに経験を積ませる良い機会になるだろう。
　……しかし、今回の件は氷神京也が、他のコクーンにも黙って動いている。
　恐らく戦場は、京也の庭であるＪＰＮバベルになるだろう。地の利が相手にあり、京也の陰いん謀ぼうという不確定要素がある事を考えると、二人だけに任せるのは危険かもしれない。
　さらに日本政府もまだ、自分達の裏切りの証拠を隠いん滅めつしようと動いてくる筈だ。
　そんな混こん沌とんとした状況が見えてくる中で、
　……『彼』はまだ、そこまでの戦力ではないか。
　暁月の事を思い出したセシルは、フッと苦笑した。
　コンビニの爆発への対応や、高速道路での戦闘。あれが彼の実力の全てではないだろうが、それでも隠しているものも含めて、大体の実力は推おし量はかれる。崩落したトンネルを前に、躊ちゆ躇うちよなくアクセルを開けてガードレールをジャンプ台にそのまま海を突っ走り、最後は岩壁まで駆け上ったあの度胸はセシルも非常に好みではあるが。
　セシルは思う。恐らく今の暁月の実力は、海堂やティアナよりも下だろうと。
　海堂達であれば、自分に一いち撃げきは入れられるだろう。そして戦闘は一撃で決着が付く事もあるし、一撃が入れられるなら他の攻撃を当てられる可能性だってある。
　つまり、少なくとも海堂やティアナは、セシルに勝つ可能性はゼロではないという事だ。
　──しかし、残念ながら暁月は違う。
　恐らく暁月の攻撃が、セシルに当たる事はないだろう。自分が姿を消した時、暁月は最後までその事に気が付かなかった。また暁月は性格からか、真正面から行き過ぎる傾けい向こうがある。要は読みやすいのだ。たとえフェイントなどを使った所で、最後は力押ししかないのであれば、そんなものはどうとでもできる。
　避ける事も、迎撃する事も、その攻撃自体をさせない事すら。
　だから恐らく、今の暁月ではセシルはもちろん、海堂やティアナにも及およばない。
　そして──当然ながらあの氷神京也にも。
　念のため、自分も残るべきかとセシルが思案していると、
「まあ、そっちもお前らで好きにやってくれ──俺も好きにやるからよ」
「ええ、そのつもりです……」
　そう剛毅が言って歩き出し、セシルが少し後を付いて行こうとした時だった。
　その事に気が付いたのは。
　だから。その事実が、一体何を意味しているかに気が付いて、
「ふ、ふふっ……あはははっ、そうか──これは気が付かなかったな」
「どうした急に。何か良い事でもあったのか？」
　嬉しそうに笑うセシルに、剛毅が振り返って何事かと問い掛けてくる。
　だがセシルは「ええ」と言っただけで、再び笑みで肩を震わせていると、剛毅はそれ以上は何も訊かずに再び歩き始めた。だからセシルもまた、数歩後ろを付いてゆきながら。
　思う。一体いつの間に、と。最も考えられるとしたら、コンビニのベンチに居た時か。
　しかし、そんな筈はない。少なくともあの三人組みを追い掛けるため、暁月と共にバイクに跨った時は、確かにまだあったのだから。
　そうなると高速道路での戦闘の最中という事になる。だが、少なくともバイクに乗っている間は、暁月は常に自分に対して背中を向けていた。こちらに対して、何かをするには難しい体勢だ。何より自分は、そんな事で油断をしたりはしない。暁月が自分に何かをする機会はなかった筈だ。ならばどこかで落としたか？　否、それこそ有り得ないだろう。
　無論、その可能性はゼロではないだろうが、しかしこれは暁月の仕業だと信じたい。
　その方が──絶対に面白いからだ。
　だからセシルは決断する。それならば自分は、今回の件に出しゃばるのは止めようと。
　上方修正した暁月の戦闘能力に、期待を抱きながら。
　ここで京也を相手に倒れるようなら、それまで。期待外れの男だったという事だ。
　だが自分と暁月は、既に再会の約束を交かわしている。暁月や、それこそ彼の周りにいる少女達をどうするかについては、次に会った時に考えれば良いだろう。
　その機会が訪れる事を願いながら、セシル・エンドハートはそっと呟いた。
　嬉しそうに。
「楽しみにしているよ暁月──次に会った時は、最後まで私を確かめてみせてくれ」


４


　暁月が家へ帰ったのは、空が白み始めた頃だった。
　スレイプニルをガレージへ入れると、暁月は配達されていた朝刊を小こ脇わきに挟はさんで玄げん関かんへ。
　そしてなるべく音を立てずに鍵かぎを開けると、そっと家の中へと入った。
　帰宅した暁月を迎むかえたのは、シンとした静せい寂じやくだ。
　夜のどこか澱よどんだ空気が、早朝の清純なそれに変わりつつある。
　そして靴くつを脱ぬぎながら、階段から二階を見上げると、穏やかな二つの氣が感じられて。
　暁月は安心する。どうやら美み兎うとリスティは、眠っているようだと。
　だから暁月は、足音を立てずに階段を上って自分の部屋へと戻った。
　後ろ手にそっと扉を閉めると、暁月はまず机の方へ。
　そして上着のポケットから中身を取り出すと、それをそっと机の上へと置いた。
　もう二度と引き換かえる事のできない、たこ焼きを頼たのんだ時の番号札と。
　そしてまだ微かすかな温ぬくもりと、仄ほのかに甘い香かおりが残る──黒の大きなブラジャーを。
「大事にしないとな……折角の美人との、素す敵てきな一夜の思い出だしよ」
　暁月は穏やかな笑みと共に、セシルとの思い出をそっと胸の引き出しにしまうと、
「さて、と……」
　呟くようにそう言って、次に何をするべきかを考えた。
　結局たこ焼きは食べられなかった。取り敢えず何か腹に入れたい気がする。
　否、その前に汗あせも少し掻いているし、高速道路では海風にも晒された。また海面を走った時は、衝撃で舞い上がった水みず飛沫しぶきで少し濡ぬれたし。まずはシャワーを浴びるべきか。
「……………………」
　だが──暁月が行なったのは、そのどちらでもなかった。
　他にするべき事があったからだ。
　食事やシャワーよりも、先にしなくてはならない事が。
　だから暁月は、そのまま壁かべ際ぎわの方へと歩を進めた。
　そして見る。自分のベッド──その上で穏やかに眠っている、美兎とリスティを。
「やれやれ……」
　どうやら暁月の居ぬ間に潜もぐり込んだらしい。今朝は美兎が一人で忍しのび込んでいたが、今回はどちらが先だろう。もしかしたら、二人で一緒にやって来たのかもしれない。
　だが、もし寝ぼけてやって来たのではないのなら、暁月が居ない事には気が付いた筈で。
　上着や財さい布ふもないし、玄関には靴もなかったのだ。どこかへ外出している事は、恐らく美兎もリスティも勘かん付づいただろう。だが、それでも暁月の携帯が鳴る事はなかった。
　暁月は確信する。きっと二人は、暁月を信じて待つ事を選んだのだろうと。
　その想いの形を、暁月は自分のベッドの上で眠る二人の少女に見た。
　寄より添そうようにして眠る、美兎とリスティに。
　だが二人は、互いに寄り添っている訳ではなかった。二人の間には、奇きみ妙ような空間がぽっかりとあって。まるでその空間に寄り添うように、美兎とリスティは眠っている。
　二人の仲が悪い訳ではない。背中合わせではなく、互いに向き合っているのがその証だ。
　また暁月のベッドは、その身体に合わせてかなり大きいサイズのため、もっと離れて眠る事だってできる。なのに二人はそうしていない。
　何故か……その答えを、暁月は理解している。
　そこだった。美兎とリスティの間にある空間──そこが、凰沢暁月の帰る場所だった。
　凰沢暁月は思う。自分が美兎とリスティの居場所であるのと同じように。
　彼女達もまた、自分の居場所になっているのだと。
「そうだよな……」
　二人に手を伸のばしながら、コンビニの前でセシルから投げ掛けられた言葉を思い出す。
　彼女は暁月に訊いたのだ。家族と離れ、寂しくはないかと。
　その問いに対し、暁月が返した答え──その手て触ざわりと温もりがそこにはあって。
　守りたいと思った。凰沢暁月にとって、新しい家族と思えるような存在を。
　だから暁月は、改めて誓う。自分の眼の前にある、美兎とリスティの寝ね顔がおに。
　たとえこの先、どんな事があろうと。たとえ世界中が敵に回ろうとも。
　自分は──二人を必ず守ってみせると。だから、暁月はそっと呟いた。
　自分の家族に対し、こういう時に告げなくてはならない言葉があったから。
　凰沢暁月の居場所は、確かにここなのだと。
　二人の少女に伝えるように。


「ただいま。帰ってきたぜ──お前らがくれた、俺の居場所に」
あとがき




　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。さて、前巻からガラっと雰ふん囲い気きを変えて、今回は明るめの話になりました。こういうテイストのものを一回やっておくと、作品の幅はばが広がって、色んなストーリーが書けるようになります。またこの巻では、幾いくつか遊びやネタを仕込んでいまして。ただ元ネタが解る人だけでなく、解らない人にもきちんと楽しめるエピソードを……という試こころみだったのですが、いかがだったでしょうか。
　では、そんな本巻の見所を少々。今回は重要エピソードの谷間に当たる日常編な訳ですが、前でも書いている通り『明るい日常コメディ』です。特に、少し先せん輩ぱい風を吹かそうとして失敗する美み兎うと、いじられまくりのリスティは必見です。先輩の美兎は、既に暁月の調教が進み始めていますので、間違いなく後輩のリスティも道を踏ふみ外していく気がしてなりません。そうした明るい日常の中に、これまで海堂以外は表立って出て来ていなかった『朱あけの黄たそ昏がれメンバーの登場』を盛り込んでみました。二巻で名前が出て以来、ようやく登場した『朱の黄昏』の創そう設せつ者しやにして暁あか月つきの父親でもある「凰おう沢さわ剛ごう毅き」。三巻で海かい堂どうとの電話シーンで登場していた、黄昏の現リーダーである女団長の「セシル・エンドハート」。四巻で同じく海堂との電話で登場していた「めめっち」こと、魔ま眼がん使つかいの「深みか鏡がみめめこ」。そして、鬼おに塚づかが出逢った不法侵しん入にゆう少女「ティアナ・ランドハウゼン」の計四人を一いつ挙きよ放出。
　というか、表紙に暁月以外の男キャラが登場したのは初めてなのですが、まさかそれが鬼塚になろうとは。凄すごい出世です。この巻でようやく、顔出ししたばかりだというのに。
　それでは、本書にご協力いただきました皆様に謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。鬼塚を含めれば五人の新キャラデザイン、お疲れ様です＆ありがとうございます！　特に暁月パパのデザインを見た時、私も担たん当とうさんも「格好良すぎる！」と唸うなってしまいました。最高です。それから担当様、そしてその他の関係者様、いつもご尽じん力りよくいただき、ありがとうございます。前巻で「次こそは余裕を持った進行に」などと言っていた、過去の私の事は忘れて下さい……すみません。何かもう、次こそはとか怖こわくて言えなくなってきました。
　そして読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございました。
　次巻からはいよいよ、こちらの世界でも物語が動き始めてゆく予定です。
　取り敢あえず、女の子達のお泊とまり会をやる事だけは決定しています──私の中で。
上栖綴人
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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